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第 1 章 研究背景および研究目的 

第 1 節 序文 

アンデス地域には、砂漠地帯や急峻な山脈、高地高原まで多様な生態環境が存在してい

る。先スペイン期には、この多様な環境で様々な社会が興亡し、インカ帝国に代表される

ような高度な技術や独自の文化を有するアンデス文明が形成された。地域的に限られた資

源を入手し、安定した社会を築いたアンデス文明は、多様な環境への人類の適応を可能に

した事例として興味深い。そこで本研究はアンデス文明における 3000 年間の食性の変化か

ら、多様な環境利用のあり方とその変化を明らかにすることを大目的としている。 

 

1.1.1  中央アンデス地帯の生態環境 

アンデス地域とアンデス山脈 

アンデス地域とは南アメリカ大陸の西岸に沿ってコロンビアからチリ北部にかけてアン

デス山脈が縦走する地域をいう。アンデス山脈を中心に、西側斜面・東側斜面、太平洋側

の海岸地域とアマゾン西部を含む。アンデス地域のうち、中央アンデス地帯は文化的領域

としてインカ帝国の勢力範囲を指すことが多く、本研究が対象とするペルー共和国（以下、

ペルーと略記）は中央アンデス地帯に属している。中央アンデス地帯を南北に貫くアンデ

ス山脈は並走する 2 つの山脈から構成され、西側のやや低い山脈を『黒い山脈（Cordillera 

Negra）』、東側のやや高い山脈を『白い山脈（Cordillera Blanca）』と呼ぶ。山脈は南緯 4 度
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（エクアドル共和国のロハ県付近）（以下、エクアドルと略記）から 7 度（ペルーのカハマ

ルカ県付近）にかけてやや低くなり、この間は 4000m を超える山がほとんど存在しない。2

つの山脈の間には谷や盆地が形成されており、チチカカ盆地は高地高原（アルティプラー

ノ）となっている。河川はアンデス山脈から西方向に下って太平洋に注ぐ川と、アンデス

東斜面を山脈と並行に走った後にアマゾン側に下る川がある。 

 アンデス山脈に降る雨には大西洋側と太平洋側の 2 つの要因がある。1 つは大西洋で発生

した水分を多く含む空気がアマゾン地域を超えてアンデス山脈東斜面にぶつかり雨を降ら

せる。もう 1 つは、太平洋で発生した水分を多く含む空気がアンデス山脈西側で雲となっ

て雨を降らせる場合である。アンデス地域ではチリ北部とペルーの太平洋岸に沿ってフン

ボルト海流（別名ペルー海流）と呼ばれる寒流が流れている。北半球の夏季（南半球の冬

季）である 5-9 月にはフンボルト海流が赤道を越えて赤道海流と接触するが、北半球の冬季

（南半球の夏季）である 11-3 月にはフンボルト海流の北上が弱まり、赤道海流がエクアド

ル近海まで南下する。そのため、11-3 月は海水温が高く、5-9 月には低くなる。海水温の高

い夏季には暖められた水分を多く含む空気が海上から陸地上空に移動した後、温まった陸

地によってさらに上昇・移動し、アンデス山麓に運ばれて冷やされて雨となる。海水温の

低い冬季には僅かに水分を含む空気が海岸地域上空から移動しないため、海岸地域では低

くて厚い雲に覆われる。このため、海岸地域と山岳地域では雨季と乾季が逆転している。

冬季の海岸地域で停滞する雲は南部海岸地域では少ない。また、冬季には海岸地域に雲が
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とどまるものの、降水量は少なく、ほとんどの海岸地域で年間降水量が 30mm 程度となっ

ている（Denevan, 2001: 135）。 

  

アンデス地域の環境区分 

アンデス地域の環境区分はケチュア語を話す集団が用いていた名称に基づき以下の 8 つ

に分類されている（Burger, 1992: 12-25; Pulgar Vidal, 1996; 山本, 2004: 34-43; 関, 2010a: 5-10; 

Quilter, 2014: 31-33）（図 1.1）。ただし記載している標高はあくまで目安であり、地域によっ

て 200-300m 程度の違いがある（山本, 2004: 34）。 

 

（１）チャラ（Chala） 

標高 500 m 以下の非常に乾燥した太平洋岸の海岸地域を指す。 年間降水量が少なく、農

耕は主に河川水や伏流水を用いて行われる。先スペイン期にはトウモロコシやワタ、豆類、

フルーツ（パカイ、ルクマ、グァバ）、ヒョウタン、ラッカセイ、トウガラシなどが作られ

た。 

 

（２）ユンガ（Yunga） 

標高 500-2500 m のアンデス山麓の低地斜面で、西側斜面、東側斜面、そしてペルー北部

のカイェホン・デ・ワイラス盆地（2 つの山脈の間の谷底）にあたる。農耕に適した環境で、
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フルーツやアボカド、チェリモヤ、トウガラシ、トウモロコシ、コカなどが栽培された。 

 

（３）ケチュア（Quechua） 

標高 2500-3500 m のアンデス山麓の高地斜面で、ユンガよりもやや冷涼だが、降水量はユ

ンガと同程度で、農耕に適している。特に、フルーツ栽培は減少するが、トウモロコシ栽

培が多く行われた。また、根菜のアラカチャや、カボチャ、マニオク、豆類の栽培が挙げ

られる。 

 

（４）スニ（Suni） 

標高 3500-4000m のアンデス山麓の高地で、斜面上部や河川の源流地帯を指す。カハマル

カ以北は少なくなる。トウモロコシはほとんど育たず、ジャガイモ、マシュア、オユコ、

オカなどの根菜類、雑穀のキヌアやカニワが栽培される。チチカカ盆地はスニに分類され

る。 

 

（５）プーナ（Puna） 

標高 4000-4800 m の高地で、ヒトが居住している も高い地帯になっている。基本的に乾

燥して寒冷な気候で、耐寒性のジャガイモ、キノア、カニワは栽培できる。起伏の少ない

高原で、天然の牧草地として家畜化したラクダ科動物（リャマとアルパカ）の飼育が行わ
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れた。また、現在も野生のラクダ科動物（ビクーニャとグアナコ）の生息地になっている。 

 

（6）ハンカ（Janca） 

標高 4800 m 以上の氷雪地帯で、現在ヒトの居住は認められない。 

 

（７）ルパルパ（Rupa Rupa）もしくはセルバ・アルタ（Selva Alta） 

アンデス山脈東斜面の標高 400-1000m の地域を指す。降水量が多く、高温多湿な熱帯雨

林的環境になっており、コカやマニオクの栽培、木材資源を入手できる。 

 

（８）オマグア（Omagua）もしくはセルバ・バハ（Selva baja） 

アンデス山脈東斜面の標高 80-400m の地域を指す。ルパルパと同じく、高温多湿な熱帯

雨林的環境になっている。 

 

同位体比比較のための地域区分 

本研究では同位体比を比較研究する際に、北部海岸地域、北部山岳地域、中部海岸地域、

中部山岳地域、南部海岸地域、南部山岳地域、チチカカ盆地の 7 つの地域に分けた。ワル

メイ川とフォルタレサ川を境に北部地域と中部地域を分け、カニェテ川とチンチャ川を境

に中部地域と南部地域を分けた（渡部, 2010: 30）。また、標高 0-500m もしくはチャラ地域



6 
 

を海岸地域とし、それ以上の標高の地域は山岳地域とした。 

 

1.1.2 垂直統御 

垂直統御はジョン・ムラ（John V. Murra）によって提唱された山岳地域の集団による多様

な生態環境の利用方法である（Murra, 1985, 2002; 佐藤, 2007 のレビュー参照）。ムラは植民

地時代の行政書類を用いた民族歴史学研究から、高地の大きな社会集団は、同社会集団の

一部が異なる生態環境に恒久的に居住しており、そこでの耕作や採集により異なる資源を

入手していたことを報告した。例えば、チチカカ湖南西岸に住むルパカ集団の事例では、

母集団はアルティプラーノに居住しておりイモ類とキヌアを作っている。彼らの他地域に

居住する同社会集団は、プーナ地域でのラクダ科動物の飼育や、低地でのトウモロコシの

耕作、海岸地域でのグアノの収集、ユンガ地域でのコカ栽培や木材収集を行い、中央集団

のイモ類やキヌアと交換を行っていた。さらに、その他地域の居住者たちから得られる多

様な資源は、複数のアルティプラーノ母集団が共有していた。中部山岳地域のワヌコに住

む集団の事例では、他地域居住者から乾燥イモやコカの葉、綿、トウモロコシ、動物の毛

を入手していた。また、20 世紀初頭まで、ワヌコ近くの標高 3900m のカウリ地域に住む人々

は低地にトウモロコシ畑を有していた。 

 この垂直統御による資源獲得方法の確立時期や地域について未だ議論がなされている。

ムラは、チチカカ盆地の複数の王国による海岸地域での居住域の設置や、マンターロ谷で
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のワンカ王国による海岸オアシスのコントロールなど、後期ホライズンには確立されてい

た可能性を指摘しているが、インカによる強制移住によって集団がさらに遠隔地に移動し

たことで親族間の結びつきによる母集団と他地域集団の関係維持が難しくなり、互恵と再

分配のシステムから、非対称で搾取的な要素が強くなったと言及している（Murra, 1985: 17）。 

リンチは狩猟採集民による初期の農耕や家畜飼育の開始（本研究での 1 期以前）に伴っ

て垂直統御が発達した可能性を示した（Lynch, 1971, 1973）。ラクダ科動物の家畜化の初期

の頃には移動放牧を行っており、ヒトや動物によって偶然に植物の種子が他地域に移動し

て環境が変化したことで遺伝子発現の浸透度が変化し、従来の環境では生じなかったよう

な新たな発現の結果、初期の栽培植物が生じた可能性を指摘した。そして、狩猟と採集の

ための季節性巡回を行っていた人々が、初期の栽培植物を用いて適切な時期に海岸地域で

種まきを行うために、移動放牧に従事する集団を山岳地域に残して季節的な移動を行った

ことで垂直統御に繋がったという説を示した。 

また、大貫は、先土器期から草創期（本研究での 1 期以前）にかけて、ユンガ地域の資

源開発が重要だった点を指摘し、ユンガ地域でトウモロコシ栽培が開発され発展した後に、

よりトウモロコシ栽培に適したケチュアやチャラ地域での開拓が起こり、さらにトウモロ

コシとユカ栽培が発達してケチュア帯にヒトが多く居住するようになってから、ラクダ科

飼育とイモ類栽培を行っていたプーナ地域の人々と結びついた可能性を示している（Onuki, 

1985）。さらに、高地の人々がユンガ地域の生産物を求め、海岸地域の人々もケチュア地域
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とユンガ地域の複合農耕システムに意欲的だったため、海岸と高地の人々がユンガ地域で

出会い、共通の文化様式を有するようになったと言及している。リンチも大貫も、植物栽

培の開始時期と、多様な生態環境それぞれに適した資源の開発時期に垂直統御の起源を求

めているが、ワリやティワナクが拡大した時期（本研究での 4 期）に高地から低地に人が

移住したことが垂直統御の確立に影響したとする説もある（Mujica, 1985）。 

 

1.1.3  トウモロコシの重要性 

トウモロコシの栽培化と中央アンデス地帯への伝播 

トウモロコシは野生の一年草テオシント（Zea mays ssp. parviglumis）がメキシコのバルサ

ス川流域で栽培化されて新大陸の各地に広まったと考えられている（Matsuoka et al., 2002; 

Piperno et al., 2009; Ranere et al., 2009）。ペルーでは近年の研究から、層序の確かな 古級の

トウモロコシとして、北部海岸地域のワカ・プリエタ（Huaca Prieta）遺跡とパレドーネス

（Paredones）遺跡から見つかった ca. 6700 cal BC－3000 cal BC（calibrated before Christ の略

記: 14C 年代を較正した暦年代。詳細は付録の放射性炭素年代測定を参照）のトウモロコシ

が報告されている（パレドーネス遺跡において放射性炭素年代で 5900±40 BP（Before 

Present の略記: 1950 年を基点とする 14C 年代。詳細は付録の放射性炭素年代測定を参照）の

トウモロコシの皮と葉柄, 4181±34 BP の炭化トウモロコシの穂軸、ワカ・プリエタ遺跡に

おいて 3740±40 BP, 3783±41 BP, 3599±29 BP の炭化トウモロコシの穂軸など）（Grobman et 
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al., 2012）。他にも古期～形成期早期（本研究での 1 期以前から 1 期前半）のトウモロコシ残

存物は各地で発見されており、その年代や形態に基づいて、いつどのようにトウモロコシ

が伝播してきて栽培が始まったのかが議論されている（Bonavia, 2013によるレビュー参照）。

また、南部山岳地域のワイヌナ（Waynuna）遺跡や中部海岸地域のカバジェテ（Caballete）

遺跡で石器からのデンプン粒やプラントオパールが見つかっており、トウモロコシ調理が

行われていたことを示している（Perry et al., 2006; Haas et al., 2013）。さらに、北部海岸地域

のロス・ガビラーネス（Los Gavilanes）遺跡ではヒトやラクダ科動物の糞石から、そして前

述した中部海岸地域のワリカンガ（Huaricanga）遺跡とカバジェテ（Caballete）遺跡ではヒ

トとイヌの糞石からトウモロコシの花粉やデンプン粒が見つかっており、トウモロコシ摂

取の確かな証拠となっている（Weir and Bonavia, 1985; Haas et al., 2013）。このように南米で

も非常に古くからトウモロコシが存在していたこと、また調理され食べられていたことが

明らかになっている。しかし、その重要性の時代変遷については、系統的な研究がなされ

ていない。 

 

日常食としてのトウモロコシ 

  植民地時代の文書には、トウモロコシの様々な利用法について記述がある。例えば、

コボ （1956 [1653]）は 17 世紀初頭のトウモロコシの食べ方として、トウモロコシの粉を団

子状にしたり、またパン状にして、蒸したり焼いたりしていたことを記録している（Cobo, 
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1956 [1653]: 244; Rowe, 1946 のレビュー参照: 220）。しかし、パンは粉にする手間がかかる

ため日常的には作られず、茹でたトウモロコシを食べていたという記録もある（ガルシラ

ーソ・デ・ラ・ベガ, 2006 [1609]: 四-67-69）。また、モテパタスカ（Motepatasca）と呼ばれ

る薬草やトウガラシと合わせた料理もあった。炒ったトウモロコシは旅の携行食となった。

さらに、ポップコーンはごちそうだったと考えられている（Rowe, 1946: 220）。海岸地域で

は焼いたトウモロコシや生のトウモロコシを食べていたという記録もある（サンチョ, 2003 

[1550]: 216）。 

 

トウモロコシの政治・祭祀的な重要性 

 一方、インカにとってトウモロコシは経済的基盤としてだけでなく、政治・祭祀的な役

割も持つ食物だった。インカの始祖神話の 1 つには、太陽の子であるアヤル・マンコ（後

に改名してマンコ・カパックと称したと伝わる）らが洞窟から現れた時に、世にトウモロ

コシをもたらし、初代インカ皇帝の妻がトウモロコシの栽培方法を土着の人々に伝えたと

する説があり、トウモロコシに神聖な役割を持たせていたと推察されている（e.g. Molina, 

1947 [1575]: 129; Betanzos, 1968 [1551]: 14; Murra, 1973: 398; ピース・増田, 1988: 48; Morris 

and von Hagen, 2011: 26）。また、クスコにあった国家の象徴の中心である太陽の家（インテ

ィワシまたはコリカンチャと呼ばれる）には、金製のトウモロコシが植えられていた（ガ

ルシラーソ・デ・ラ・ベガ, 2006 [1609]: 二-136; シエサ・デ・レオン, 2006 [1553]: 157）。ト
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ウモロコシの耕耘や、灌水、播種はクスコで適正な時期が決められており、さらにインカ

皇帝とその妻や、親族が手ずからトウモロコシの播種や収穫を儀式的に行うなど、トウモ

ロコシの農耕サイクルに合わせた儀式が行われていた。一般の人々の人生のイベント（幼

少期の改名や、結婚、亡くなった時など）でも、トウモロコシが儀式に登場すると記録さ

れている（Rowe, 1973: 398）。また、「チチャ」と呼ばれる醸造酒は日常的にも飲まれていた

が、特に祭祀において、大量に消費されていたことが記録されている（Rowe, 1946: 292）。

チチャは女性によって作られ、トウモロコシの頴果を噛んで潰した後に吐き出し、壺の中

でお湯と一緒にして置くことで発酵させる。マニオクやキヌア、コショウボクの実などか

ら作られる発酵飲料もチチャと呼ばれるが、特にトウモロコシのチチャは祭祀において大

量に摂取され、また大地の神々への捧げものの 1 つとしても用いられた（Rowe, 1946: 292）。

そのため、「チチャ」と言えばトウモロコシのチチャを指すことが多い。さらに、特に重要

な神殿で用いるチチャや、インカが摂取するチチャ、特別なトウモロコシのパンや団子は、

帝国中で集められた神聖な乙女によって作られていた（ガルシラーソ・デ・ラ・ベガ, 2006 

[1609]: 二-158, 三-117, 118）。 

トウモロコシと同じく保存可能で主食となり得る作物にイモ類があるが、16-17 世紀の記

録にイモの儀式は少ない。ムラは、イモよりもトウモロコシの方が階級の高い人々の食べ

物とされていたため、様々な儀式で利用されていたと考えている（Murra, 1973）。例えば、

ワマン・ポマの記録では、チューニョ（乾燥させたジャガイモ）を食べている人は、力が
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弱く、勇気もなく、身体は大きく太っているが、反対に、ペルー北部の人々は、体は小さ

いものの勇敢であり、彼らは力を与えてくれえるトウモロコシを食べ、チチャを飲んでい

る、と書かれている（Guaman Poma de Ayala, 2009 [1615]: 268）。このように、イモは階級の

低い人々の食べ物であったため、イモに関する儀式の記録が少なかった可能性をムラは指

摘している（Murra, 1973: 397）。 

トウモロコシは祭祀的に利用されるだけではなく、政治的にも利用されていた（ピース・

増田, 1988: 63-64; ロストウォロフスキ, 2003: 98-109）。インカは領土を拡大する際に、征服

地を懐柔するためにトウモロコシを活用したと考えられている。例えば、チンチャ（南部

海岸）では、インカ軍は衣類や貴重品と引き換えに地域の首長たちに王と認めてくれるよ

うに要請した。地域の首長たちは贈り物に喜び、その要請を受け入れ、インカは贈り物や

大量のチチャを伴う盛大な饗応と引き換えに、行政センターの建設と女性労働者の提供を

要請した。女性労働者たちは、行政センター内で織物を織り、大量の酒（チチャ）を造る

ことに専従した。また、インカのためのトウモロコシ耕作用に土地と労働者を提供させ、

地域の被支配民からなる労働者らによって作られた作物はインカの倉庫を満たした。イン

カ皇帝が変わると、またインカ皇帝の使いが来て、インカ道や女性労働者のための館の建

設、追加の新しい土地を提供させた。さらに、次の王に変わると、インカのための耕地の

追加と、太陽のための耕作地の制定、労働女性の提供を要求するなど、徐々に強制性・強

要性が強くなっていった。 
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一方、抵抗した地域は、数度の戦いに敗れたのちに互恵システムを受け入れるか、多く

の人命を失ったあと、従順な地域からの移民が入植することで支配地へと変化した。イン

カ支配への抵抗勢力を抑えるために行われたミトマク（集団移住）制度により、トウモロ

コシの栽培地域が拡大したと推測されている（Murra, 1973: 400）。コボの記録によると、プ

ーナの高地高原にすむ集団は、海岸かモンターニャ（アンデス山脈東斜面下部の熱帯雨林）

に土地を与えられて、そこに恒久的に移住させられた（Cobo, 1956 [1653]: 242-244）。移動し

た人々は、元々所属していた母集団との縁を切ることはなく、高地の母集団にトウモロコ

シや、トウガラシ、果物を提供し、リャマの乾燥肉やチューニョと交換していたと記され

ている（Cobo, 1956 [1653] : 242-244; サンチョ, 2003 [1534]: 255-229; シエサ・デ・レオン, 

2006 [1553]: 101, 2007 [1553]: 510-513）。 

 

互恵と再分配 

贈り物を与える代わりに労働提供させるという互恵システムはインカの統治の基礎をな

していた。互恵には農村共同体内の親族の絆に基づくものと、支配者（インカ）と被支配

者の間の労働力の提供への見返りとして贈り物の形があった。リーダー*1-1による資源コン

トロールを論じる本論文では後者の事例について取り上げる。 

 初期の互恵制度として、上述したインカによる征服時の贈り物と、その見返りとして

の労働力や土地の提供が挙げられる。始まりはインカの代理人が未征服地に訪れ、贈り物
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を提供する形であるが、支配関係が成り立った後は、地域の首長をインカの首都であるク

スコに呼び寄せて数日間に渡り饗応し、贈り物（資源の再分配）を与えることで、労働事

業への協力を要請したと推測されている（ロストウォロフスキ, 2003: 49-59）。贈り物をして、

支配体系整備に関わる事業（行政センターの建築、インカ道の整備、倉庫の設置、インカ

や祭祀用の畑の耕作、生産物の提供など）をしてもらい、また贈り物をして、と続くこと

で、安定した支配形態ができあがる。そして、この互恵において も重要なものの 1 つが、

チチャ（トウモロコシの醸造酒）であった。饗応では十分量の食事と酒を提供して労うこ

とで、さらに次の協力も要請できると考えられていた。協力を要請できないと、インカの

トウモロコシ畑の栽培も、チチャ作りの女性も確保できず、また贈り物用の奢侈品を備蓄

する倉庫もできず、悪循環となる。従って、恒常的に互恵の儀式を行うことで安定した統

治を継続するためには、大量の奢侈品と生活用品の倉庫への備蓄やチチャ作りが欠かせな

かった。 

また、この贈り物のなかで生産物の再分配が行われていた。各地の特産品や農作物は一

度インカに提供され、クスコや各地の行政センターの倉庫に収蔵される。余剰品は各地域

に残るため、収集した生産品を不足している地域に配ることで、各地に万遍なく資源が行

き渡る。すなわち、インカと地域の互恵システムのなかで資源の流通が活性化したと考え

られる。 

 しかし、インカの領土が拡大してゆくにつれ、互恵関係を結ぶ首長が増え、贈り物や
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饗応のための生産需要が高まった。そこで、支配地でのインカの土地の拡大や、段々畑を

活用したトウモロコシ栽培の拡大、また、人口の少ない不毛な土地での農地開拓などが行

われた。ボリビアのコチャバンバ地域でのトウモロコシ栽培や、ペルーのアバンカイ地域

におけるトウモロコシ、ワタ、トウガラシの栽培がその例として挙げられる（ダルトロイ, 

2012）。 

 また、集団から提供させた労働力ではなく、集団から切り離してインカの直接的な家

臣という位置づけにすることで互恵関係を行わないヤナコーナという制度があった。ヤナ

コーナはクスコ近くの河川流域にあるインカの荘園で働いていた。ただし、ヤナコーナは

インカだけでなく、地方の首長も有しており、また、専門家職もヤナコーナとなり、各地

で芸術品を作成していた。特にクスコでは奢侈品生産の独占が行われ、作られた品は、互

恵における贈り物の一部となった。 

 これらのシステムのおかげで、インカの支配によって生活環境が改善されたと記録す

る歴史文書もある。シエサ・デ・レオンは以下のように記している。『もしその地方に十分

な糧食がなければ、べつの地方から持ってくるようにも命令された。（略）ある地方に家畜

がいないときには、ただちに何千頭という動物を数えて与えてやるようにも命令された。

（略）もし家畜があって、その他のものがなにもない場合にも、同じように（ないものが

供給）された。起伏が多く岩だらけの土地に住んでいる者たちに対しては、うまく説いて、

山地や斜面のもっと平らなところに村や家を作るように言って納得させ、また土地を耕す
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ことに慣れていない者たちが多かったから、そのやり方を教え、運河を引き、それで野を

うるおすように命令した。』（シエサ・デ・レオン, 2006 [1553]: 98-99）。 

以上のように、トウモロコシは主食としても、また政治・祭祀的な食物としても重要で、

インカにとって安定した帝国統治のために必要な食資源であったと推測されてきた。その

ため、インカの征服によってトウモロコシ利用が各地で増加したと想定されてきた。この

想定は、ハウハ地域の発掘調査から、インカ征服後にチチャ作り用の土器や石器、トウモ

ロコシが増加することや、トウモロコシ摂取を示す炭素同位体比の上昇が示されたことで

支持され、その後の食性推定に大きな影響を与えた（Hastorf and Johannessen, 1993; Hastorf, 

2001; Burger et al., 2003）。 

 

*1-1: 本研究では、社会を牽引する役割をもった人々を「リーダー」と定義する（関, 2006: 64） 

 

1.1.4  アンデス地域の編年 

アンデス地域には主に 2 つの編年体系がある。1 つ目はジョン・ロウ とドロシー・メン

ゼルによる編年、2 つ目にルイス・ルンブレーラスによる編年である（図 1.2）。 

1 つ目のジョン・ロウ とドロシー・メンゼルによる編年は、旧大陸で用いられてきた社

会の発展段階を表す時代区分を用いず、共通・非共通様式の分布に注目した編年である

（Rowe, 1960, 1962）。中央アンデス地帯の多くの地域で広範にある一定の様式（文化）＊1-2
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の影響が見られる時期をホライズン（Horizon）とし、地域ごとに発展した多様な文化が併

存した時期を中間期（Intermediate Period）としている。イカ地域における土器の型式の変化

を基に、チャビンスタイルの土器が出てくる時期を前期ホライズン、ワリ文化の影響が見

られる時期を中期ホライズン、チンチャ地域の土器にインカ文化の影響が見られる時期を

後期ホライズンとしている。3 つのホライズン期の狭間の時期が地域毎の文化が興隆した時

代で、それぞれ前期中間期と後期中間期と呼ばれる。 

2 つ目の編年として挙げられるルンブレーラスの編年は、文化的発展段階に注目して作ら

れており、石期、古期、形成期、地方発展期、ワリ期、地方王国期、インカ期と分けられ

ている（ルンブレーラス, 1977 [1974]）。しかし、地方王国期の前にも、モチェなど王国と言

えるような政体が存在しており、地域毎の社会の発展とそぐわない場合もある（関, 2010a: 

15）。 

また、この 2 種類の『時期 （Period） 』区分の下位区分として『相 （Phase） 』区分が

存在している。例えば、ナスカ地域では前期中間期を 3 つの相、ナスカ前期、ナスカ中期、

ナスカ後期、に分けられる。また、北部山岳地域のクントゥル・ワシ遺跡では草創期から

前期ホライズンにかけて 4 つの相、イドロ、クントゥル・ワシ、コパ、ソテーラ、に分け

られる。なお、これらの相区分にも日本語では『～期』という表現が使われることが多い。 

本論文では広域な資源流通に注目するため、ロウとメンゼルの編年を基にしたホライズ

ン編年の年代を参照している（Quilter, 2014: 33-38）。ただし、ホライズン編年で想定されて
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いる文化領域外の地域も同位体比の比較に用いるため、以下の独自の呼称を用いる。1 期（先

土器期後期:3000-1700 BC、草創期:1700-800 BC）、2 期（前期ホライズン:800-1 BC）、3 期（前

期中間期:AD 1-650）、4 期（中期ホライズン:AD 650-1000）、5 期（後期中間期:AD 1000-1450）、

6 期（後期ホライズン:AD 1450-1532）。なお、6 期については、地域によってその始まる時

期がわずかに異なっている。インカの征服による食性への影響を検証するため、地域によ

ってインカによる征服の年代が異なっていることを考慮している。インカの征服について

はスペイン人による記録が多く残っており、地域毎に何代皇帝のどの時期に征服されたか

が推定されている場合はその年代を参照していく。チャビン文化やワリ文化の進出時期も

地域によって異なっていたと思われるが、インカほど詳細にはその年代が推定されていな

い。各地域のインカによる征服の年代は第 2 章の遺跡説明や付録の放射性炭素年代測定の

考察において言及する。また、スペイン人による 初の植民都市建設の 1532 年までを 6 期

とした。 

 

*1-2: ここでいう文化の定義は、各地域で興亡を遂げる政体や組織を指す（関, 2010a: 15）。

またその政体に所属する集団が共有する思想や行動パターン、価値観、表現形式を含む。

ホライズンにおける文化的影響の指標として、土器や布の様式（style）や、建造物の配置、

身体の変形などの変化が挙げられる。 
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第 2 節 食性推定の原理  

1.2.1  生物の炭素・窒素安定同位体比 

古食性推定は、食物を構成している炭素の安定同位体比と窒素の安定同位体比が光合成

回路や栄養段階によって異なっていることを利用して、『何をどのくらい摂取していたの

か？』という食物の種類と相対的な摂取量を推定する方法である。この節では食性推定の

原理について紹介する。 

 

炭素安定同位体比と窒素安定同位体比 

元素は原子核と、原子核の周りの原子軌道を占有している電子から構成されている。原

子核の中には陽子と中性子が存在しており、その構成によって核種が決まる。核種の表記

では、元素の化学記号の左下に原子番号を、左上に質量数を記載する。原子番号が同一で

質量数の異なる核種を同位体と呼ぶ。たとえば、炭素元素では安定して天然に存在してい

る同位体に炭素 12（ C612 ）と炭素 13（ C613 ）がある。質量数の大きい方がより重い同位体で

ある。同位体は原子番号を省略して記載することが多い。 

 炭素の安定同位体組成と窒素の安定同位体組成は以下のようになっている。 

12C: 98.89%, 13C: 1.11% 

  14N: 99.63%, 15N: 0.37% 

それぞれの元素の安定同位体比（本論文では安定を省略し「―同位体比」と呼ぶ）は次式
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で表すことができる。 

δ C= C13C12
未知試料

－
C13C12

標準試料

C13C12
標準試料

×10313  

δ N= N15N14
未知試料

− N15N14
標準試料

N15N14
標準試料

×10315  

炭素同位体比の計算に用いる標準試料 PDB （Pee Dee Belemnite）は米国サウスカロライナ

州ピーディー層産箭石化石（CaCO3）で、窒素同位体比の計算に用いる標準試料は大気窒素

（大気を生成して得た N2 や Ar を含む）を用いると国際的に定められている。 

 

植物の同位体比 

食物の炭素・窒素同位体比は、生物の組織形成における物理的・化学的プロセスの違い

によって異なっている。植物は二酸化炭素（CO2）を用いた光合成によって有機物を作り出

しているが、光合成回路の違いによって C3 植物、C4 植物、CAM 植物の 3 つのグループに

分けられる（O’Leary, 1981）。 

C3植物はカルビン―ベンソン回路（Calvin–Benson cycle）によって光合成を行う植物であ

る。大気中の CO2 は、気孔を通り抜け、葉中の水に溶解し、葉肉細胞に取り込まれる。細

胞内に取り込まれた CO2はリブロース―1, 5-2 リン酸（RuBP）カルボキシラーゼ（Rubisco）

の働きで、炭素数 5 の RuBP と反応して炭素数 6 の分子に変換され、すぐに 2 分子の炭素数

3 のホスホグリセリン酸 （PGA）に分割された後、糖や脂質など生体有機物の合成経路に
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組み込まれる。 

一方、C4植物は、C4ジカルボン酸回路とカルビンーベンソン回路を合わせた C4型光合成

回路（ハッチ―スラック回路：Hatch-Slack cycle）を行う植物である。葉肉細胞に取り込ま

れた CO2がホスホエノールピルビン酸（PEP）に変換されたのち、PEP カルボキシラーゼに

よって炭素数 4 のオキサロ酢酸を経て、リンゴ酸やアスパラギン酸に変換される（ここま

でを C4ジカルボン酸回路と呼ぶ）。その後、維管束鞘細胞内に運ばれ、脱カルボキシラーゼ

によって CO2を放出する。この CO2がカルビンーベンソン回路を経て、PGA に変換されて

生体有機物の合成経路に組み込まれる。 

C4 植物では、細胞間隙が少なく、維管束鞘細胞壁の特異性から CO2 の拡散が防がれてい

る（濃縮する）ので、炭素の同位体分別がほとんど起こらずに固定される。一方、C3 植物

では葉肉細胞の内側と外側での CO2の透過性が高いため炭素固定の効率が悪く、Rubisco が

12C を含む CO2 を選択的に固定するため、合成された生体有機物では 13C の減少が引き起こ

されている。従って、C4 植物は大気の炭素同位体比に近く、C3 植物は大気よりはるかに低

い炭素同位体比を示す（e.g. Smith and Epstein, 1971; O’Leary, 1981）。多くの植物が C3植物に

分類され、栽培植物はそのほとんどが C3 植物である。一方、食用として栽培化された C4

植物は限られており、トウモロコシ、サトウキビ、アワ、キビ、ヒエ、キウィチャが挙げ

られる。 

砂漠環境によく見られるサボテン科やパイナップル科は CAM（Crassulacean acid 
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metabolism）植物と呼ばれ、温度・湿度環境により光合成回路を変化させるために C3 植物

と C4植物の中間的な同位体比を示す（O’Leary, 1988）。夜間に大気中の CO2 をリンゴ酸とし

て蓄え、昼間に C3 回路によって炭素固定を行う（C4 型光合成）。しかし、蓄えたリンゴ酸

がなくなると、C3 型光合成を行う。水生植物は水温や塩濃度、水中光度などの影響で同位

体比が異なっている（e.g. Raven et al., 2002; Cornelisen et al., 2007）。 

光合成回路の違いから大きく 3 つのグループに分けられる植物の炭素同位体比であるが、

さらに様々な要因によって光合成活動が促進・制限されることで炭素同位体比は変化する。

例えば、樹冠植物と低層の植物では、土壌呼吸による軽い炭素を含む CO2 の再利用から、

低層の植物の方が低い炭素同位体比を示す（キャノピー効果）（e.g. van der Merwe and Medina, 

1989, 1991）。乾燥により水利用可能量が減ると光合成活動も減少することから炭素同位体

比が高くなり、極度な乾燥（旱魃）などで塩分濃度が上昇すると気孔閉鎖が生じ炭素同位

体比が上昇する（e.g. Farquhar et al., 1982; Farquhar et al., 1989; Lajtha and Getz, 1993）。また標

高が上がると植物の炭素同位体比も変化することが知られており、乾燥や気温、大気圧、

日射量など複合的な要因が考えられる（e.g. Körner et al., 1988; Körner et al., 1991; Hultine and 

Marshall, 2000）。 

一方、窒素同位体比は吸収する土壌の状態によって同位体比が異なってくる。窒素供給

源としては、NO3
-（硝酸塩）、NH4

+（アンモニウム）、窒素固定菌による大気中の N2 固定に

分けられる。N2固定は主にマメ科の植物（Fabaceae）で見られ、大気の窒素同位体比が 0‰
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のため、窒素固定菌と共生する植物の窒素同位体比も低い値を示す（Mariotti, 1983）。動物

性肥料を施肥した植物は取りうる窒素同位体比の幅が広く、陸生動物の糞、動物の死骸、

海鳥の糞（guano）を施肥した場合、窒素同位体比が上昇することが報告されている （e.g. 

Bogaard et al., 2007; Fraser et al., 2011; Szpak et al., 2012; Bogaard et al., 2013）。また気候変化の

影響で土壌中の窒素供給源の同位体比が変化するため、植物の窒素同位体比は年間気温と

正の相関を、年間降水量もしくは水使用可能量とは負の相関を示す（e.g. Handley et al., 1999; 

Amundson et al., 2003; Peri et al., 2012）。 

 

動物の同位体比 

ヒトも含め、動物の同位体比は摂取した食物によって変化する。動物が摂取した食物は、

消化・吸収されアミノ酸として肝臓や血液中に貯えられて、必要に応じて血管を通じて体

内の各組織に運ばれる。組織を構成する細胞は、運ばれてきたアミノ酸を化学的に結合さ

せて新しい組織を形成する。そのため、どのような食物を摂取したかによって動物の体組

織の同位体比が変化する。また、摂取した食物が体組織に変化する際に同位体分別が生じ

るため、被捕食者よりも捕食者の方に重い同位体が濃縮する。被捕食者と捕食者の関係の

連続である食物連鎖は、植物や海藻、植物プランクトンなどの光合成で有機物を作り出せ

る生産者から始まり、その生産者を食べる一次消費者、一次消費者を食べる二次消費者と

続き、高次捕食者である大型肉食動物まで繋がっていく。従って、高次捕食者ほど高い同
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位体比を示すようになる。特に、重い同位体の濃縮は炭素よりも窒素で顕著であることが

報告されている（DeNiro and Epstein, 1981; Minagawa and Wada, 1984; Schoeninger and DeNiro, 

1984）。また、海生生物は陸生生物よりも食物連鎖が長いため高次捕食者における同位体濃

縮が大きく、高い窒素同位体比を示す（Schoeninger and DeNiro, 1984）。陸生草食動物は、生

産者である C3 植物と C4 植物のどちらを摂取するかで炭素同位体比が左右される（DeNiro 

and Epstein, 1978; Fry et al., 1978）。C3植物と C4植物が混在した環境では、両方の植物を摂取

することで両者の間の範囲内に草食動物の炭素同位体比は分布する。陸生の肉食動物は野

生の草食動物やより小型の肉食動物を摂取するため、その体組織の同位体比は下位の消費

者の同位体比に影響される。また、大気中の CO2 と海水中の CO2 の炭素同位体比の違いか

ら、海生動物の炭素同位体比は陸生動物よりも約 7‰高い（Chisholm et al., 1982）。この食物

における同位体比の相違を利用することで古代人の食性が推定できると考えられ、古動物

骨での同位体比の検証を経て、古人骨を用いた炭素同位体比による C3植物や C4植物の摂取

の推定や、窒素同位体比による海生動物の摂取の検証など、同位体分析による食性推定の

研究が 1980 年代初頭に行われ始めた（e.g. van der Merwe and Vogel, 1978; Tauber, 1981; 

Chisholm et al., 1982; Schoeninger et al., 1983; Ambrose and DeNiro, 1986）。 
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1.2.2 アンデス地域の食物の同位体比 

アンデス地域の植物の同位体比 

このように植物の炭素・窒素同位体比は周囲の環境によって大きく異なるため各地域で

調べる必要があるが、残念ながらアンデス地域の植物の同位体比の報告は多くない。ティ

エスゼンとチャップマンは、ペルーの南部国境から 15km ほどのチリのリュタ谷（LLuta 

valley）で、標高 0m の河口から標高 4400m の高地まで、谷沿いに野生の植物を採取して炭

素・窒素同位体比を調べている（Tieszen and Chapman, 1992）。その結果、5 種類の C4植物

のうち 1000m 以上で見られたのはアトリプレックス（Atriplex atacamensis）とトウモロコシ

（Zea mays）のみで、3650m 以上の高地には C4植物が存在しないことが報告された。また、

C3 植物の炭素同位体比は標高に伴う上昇が見られた。シュパックらは類似の調査をペルー

北部で行い、モチェ谷沿いに海岸から標高 4400m にかけての 8 か所で野生植物と現代の農

作物を採取して、C3植物、C4植物、CAM 植物の分布や、標高による炭素・窒素同位体比の

変化を調査した（Szpak et al., 2013）。その結果、標高 2000m 以上では野生の C4植物が 2 種

しか存在せず、また野生の C3植物の炭素同位体比は標高と正の相関を示すことが報告され

た。カドワラダーらはペルー南部イカ県において、種レベルで同定した野生植物の炭素同

位体比を調査し、C3植物、C4植物、CAM 植物の分布や標高との相関を報告した。彼らの報

告によると、全 89 種の野生植物の内、C3植物は 49 種、C4植物は 38 種、CAM 植物は 2 種

確認されている（Cadwallader et al., 2012）。タウンセンド―スモールらは、ペルー中部のア
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ンデス山脈東側からアマゾン川へかけて、水と土壌、葉の炭素・窒素・酸素同位体比を分

析し、葉の炭素同位体比と標高の正の相関、葉の窒素含有量と標高の負の相関、土壌中の

炭素・窒素含有量の正の相関を報告している（Townsend-Small et al., 2005）。また、市場で購

入された農作物の同位体比や遺跡から出土した植物遺存体の同位体比についても複数の報

告がなれている（DeNiro and Hastorf, 1985; Falabella et al., 2007; Tykot et al., 2009; Turner et al., 

2010; Williams and Murphy, 2013）。しかし、デニーロとハストーフによるペルー各地の遺跡

から発掘された植物遺存体と現代の農作物の比較では、海岸地域でよく出土する炭化して

いない植物遺物は、現代の農作物や炭化植物遺存体にくらべて炭素・窒素同位体比共に大

きくばらつく傾向があることから、非炭化植物遺存体はより強い続成作用を受けている可

能性が示された（DeNiro and Hastorf, 1985）。特に同一個体内の別部位間での同位体比の差異

は、非炭化植物遺存体よりも炭化植物遺存体の方が、現代の農作物と同様のばらつきを示

すことから、炭化遺存体の方が非炭化遺存体よりも続成作用の影響が少ないと述べている。

しかし、実際に炭化植物遺存体が続成作用を受けているかどうかの明確な指標は未だ確立

されておらず、それらが当時の農作物の同位体比を正確に示しているかはわからない。デ

ニーロとハストーフが報告した炭化植物遺存体の同位体比は、ターナーやシュパックらが

報告した現代の農作物の同位体比とも良く一致しているが、一方で彼らが論文内で示した

現代の農作物は、高い窒素同位体比を示す豆類や非常に低い窒素同位体比を示すジャガイ

モなど、炭化植物遺存体の値とは異なる部分もある。従って、遺跡出土の炭化植物や現代
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の食物のどちらか一方の値のみで古代の食性を推定すると、特定の食物の寄与を過小評価

してしまう恐れがある。 

また、現代の農作物の値は市場で収集された食物であり、古代とは農耕方法や肥料が異

なる恐れがある。特に古代アンデスで肥料としてよく利用されていたグアノ（海鳥の糞）

は窒素同位体比を上昇させることが報告されており、窒素同位体比の低い化学肥料を用い

た現代の植物のみを古代人の食性の指標とするのは不適切だと考えられる（Szpak et al., 

2012）。さらに、民族学的な調査で豆類を様々な農作物と一緒の畑で栽培することが知られ

ている（Gillin, 1947: 19; Denevan, 2001: 38）。現代でもトウモロコシ畑に豆類が植えられてい

るのを見かけることがある。収穫されなかった豆類が朽ちて肥料となった畑に植えられた

作物は低い窒素同位体比を示す可能性がある。すなわち、古代の農作物遺存体と現代の農

作物のいずれも古代人の食性推定の指標として長所と短所がある。 

そこで本研究では現代の農作物と遺跡から出土した古代の炭化植物遺存体について、先

行研究で報告されている両方の値を用いて古代人の食資源同位体比の指標とする（図 1.3）。

なお、1.1.1 でアンデス地域の多様な生態環境について触れたが、ペルーのモチェ谷の標高

2000-3600m の複数の市場とクスコ近郊の市場の現生試料、ペルー各地の古代の炭化植物遺

存体（博物館収蔵のカスマ谷、ルリン谷、プタカ谷、サンタ谷、スーペ谷、マンターロ谷

上流、ビル―谷の試料）を用いて等確率楕円（1σ）を描いており、環境の違いによる同位

体比の差も含まれた指標になっている。アマゾン地域の植物性食物の同位体比は等確率楕
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円の計算には入れていない。現代の大気は産業革命以降の化石燃料の使用によりの炭素同

位体比が約 1.5‰低くなっているため（Suess Effect）、古代人の食性推定を行うにあたり、図

1.3 では現代食物の炭素同位体比を補正した（＋1.5‰）（e.g. Keeling, 1979; Francey et al., 1999; 

Yakir, 2011）。 

本研究で注目する炭素同位体比について、高い炭素同位体比を示す植物は C4植物と CAM

植物が挙げられる。アンデス地域ではほとんどの栽培食物が C3植物に分類され、C4植物は

トウモロコシ（Zea mays）とキウィチャ（Amaranthus caudatus）しか存在しない（Cadwallader 

et al., 2012）。また、陸生動物が摂取する可能性のある野生の植物について、低地では C4植

物が複数あるが、2000m を超えるとメリケンカルカヤ属（ウシクサ属とも呼ばれる）

（Andropogon sp.）とチカラシバ属のナピアグラス（Pennisetum purpurem）、アトリプレック

ス属の一種（Atriplex atacamensis）しか報告されておらず、ナピアグラス（Pennisetum purpurem）

はスペイン侵略後の外来種の可能性があり、Atriplex atacamensis はアタカマ砂漠に固有の種

である（Cadwallader et al., 2012; Szpak et al., 2013）。CAM 植物ではウチワサボテン（Opuntia 

ficus-indica）が果樹として食用になる（Ugent and Ochoa, 2006: 92; Cadwallader et al., 2012）。

またアンデス地域では乾燥した海草を摂取する。海草も CAM 植物同様、C3植物と C4植物

の間の値を幅広く示すことが報告されている（Tieszen and Chapman, 1992; Szpak et al., 2013）。

しかし、ウチワサボテンも海草も主要なタンパク質源として扱うほど大量に摂取すること

はないため、本論文では食資源の候補としなかった。 
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 また、植物の窒素同位体比を上昇させる要因となる施肥について、アンデス地域ではグ

アノや魚、リャマの糞が用いられていた（Denevan, 2001: 35）。シュパックらは、ペルーの

ビル―谷下流部の畑で施肥実験を行い、リャマの糞を施肥したトウモロコシは施肥してい

ない個体に比べて窒素同位体比が頴果で 1.8‰、葉で 4.2‰、茎で 2.3‰上昇し、グアノの施

肥の場合は、頴果で 14.9‰、葉で 20.0‰、茎で 11.3‰上昇することを示した（Szpak et al., 2012）。

ヒトの窒素同位体比が上昇した場合、施肥された植物の摂取の可能性も考慮しなければな

らないが、その上昇が 2‰以上でない限り、グアノの施肥とリャマの糞の施肥のどちらを施

された植物を利用したのか判断することができない。 

 

アンデス地域の動物の同位体比 

1.4.2 で説明したように、動物は摂取した食物の同位体比によって体組織の同位体比が変

化する。アンデス地域では、家畜としてリャマとアルパカ（それぞれグアナコとビクーニ

ャが家畜化された種である。骨の状態では 4 種の区別が難しいため、纏めてラクダ科動物

と呼ぶ）、クイ、イヌがヒトの近くで飼育されていた。出土遺存体からみて、食用として多

く用いられていたのはクイとラクダ科動物である。野生のシカやビスカッチャ、鳥類など

の狩猟も行われていた（Rowe, 1946: 216-220）。また河川・湖・海の魚やザリガニ、貝類、

オタリアなども摂取されていた。本研究で用いる基本的な食資源の同位体比では海生生物

のみを比較として用いる（図 1.3）。家畜はヒトが給餌した食物によって同位体比が異なっ
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てくるため、各遺跡のヒトの食性を検証する際に、近い地域の飼育動物の同位体比を選ん

で比較検討していく。また、特に野生のシカの利用量が多かった 1 期や 2 期については、

分析した古人骨と同一の遺跡で出土したシカの同位体比や、先行研究で報告されているシ

カの同位体比とも比較を行う。なお、淡水魚は先行研究で分析された試料がチチカカ湖産

の個体であるため、本研究ではチチカカ盆地の古人骨の同位体比から食性復元を行う際に

のみ用いる。 

 

家畜動物の同位体比 

 クイは もヒトに近いところで飼育されていた家畜である。草食性であり、残飯や緑色

植物を与えて飼育されていた（Rowe, 1946: 219）。そのため、食性の個体差が大きくなる傾

向がある（Finucane et al., 2006; Williams and Murphy, 2013）。 

ラクダ科動物は放牧されていた地域の植物を食べるため、C3植物と C4植物のどちらを摂

取していたかで同位体比が異なっている。特に海岸地域では野生の C4植物の雑草が多く、

2000m 以上の高地になると野生の C4植物は減少する（Szpak et al., 2013）。そのため、2000m

以上の高地で C4植物摂取の傾向が検出されれば、ヒトが C4植物栽培を行っていた地域での

飼育（収穫後のトウモロコシの葉や茎を食べさせていた）の可能性が考えられる。さらに、

ヒトが移動する際にリャマに大量の荷物を背負わせてキャラバンを行っており、地域を移

動することでリャマの食性は変化する可能性がある。これらのことから、ラクダ科動物の



31 
 

同位体比はペルー各地で報告されているが、その同位体比は遺跡や地域によって大きく異

なっている（e.g. Schoeninger and DeNiro, 1984; DeNiro, 1988; Burger and van der Merwe, 1990; 

Verano and DeNiro, 1993; Finucane et al., 2006; Turner et al., 2010; Thornton et al., 2011; Dufour et 

al., 2014）。海岸地域ではラクダ科動物の炭素・窒素同位体比が上昇する傾向にあり、植物の

海岸地域における窒素同位体比の上昇や野生の C4植物の増加傾向と一致している。また、

現代のペルー南部山岳地域やチリ北部山岳地域でのラクダ科動物の同位体比は炭素・窒素

同位体比共に低く、考古試料においても 4000m 以上の高地で飼育されたラクダ科動物は低

い炭素・窒素同位体比を示すと考えられる（Tieszen and Chapman, 1992; Dufour et al., 2014, 瀧

上舞・未発表データ）。 

 

野生動物の同位体比 

インカ期の文化としてスペイン人の記録をまとめたロウの研究によれば、当時の人々は 2

種のシカやビスカッチャを狩猟して肉を食べていたが、鳥類は生贄として用いられ、キツ

ネやピューマ、クマは害獣として処分されていたようである（Rowe, 1946: 217）。シカの同

位体比の報告は非常に少ないが、遺跡内差は小さく、遺跡間差では海岸地域のシカは山岳

地域のシカに比べてやや高い窒素同位体比を示す（DeNiro, 1988）。ビスカッチャの同位体

比の報告はチリ北部で入手された現生個体の値が報告されている（Tieszen and Chapman, 

1992）。アマゾンの植物はキャノピー効果で炭素同位体比が低くなるため、ヴァン・ダー・
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ミューとメディーナによってベネズエラで調査されたアマゾンの野生動物はアンデス西斜

面に生息するシカよりも低い炭素同位体比を示す（van der Merwe and Medina, 1991）。 

 

海生生物と淡水生物の同位体比 

 ロウの研究によると、クスコ周辺の川での魚の利用は少なかったようである（Rowe, 1946: 

220）。一方、海岸地域では、網や堰を用いて魚を獲っていた。一般的に、アンデスの海岸

地域の遺跡では魚骨や貝殻が出土しており、多くの海生生物を摂取していたと考えられる。

ペルーの海岸地域の海生生物については同位体分析の報告は少ないため、本研究では主に

チリの海生生物で報告された値を食性の復元に用いる（DeNiro, 1988; Tieszen and Chapman, 

1992; Falabella et al., 2007）。前項で述べたように海生生物では栄養段階による 15N の濃縮が

報告されているが、チリの海生生物の間では無脊椎動物と魚、魚以外の脊椎動物の間で窒

素同位体比の濃縮傾向は示されなかった（Tieszen and Chapman, 1992）。そのため、本論文で

は、貝や魚、海生哺乳類と分けることはせず、海生生物として 1 つのグループとした。一

方、チチカカ湖の魚は高い炭素同位体比を示すことが報告されている（Miller et al., 2010）。

河川の魚はチリ北部山岳地域で僅かに報告されているが、チチカカ湖の淡水魚 Orestias sp.

と同種であり、生息域がペルー、ボリビア、チリ山岳地域に限定されるため、チチカカ盆

地以外のペルー各地では摂取されていない。そのため淡水魚は主要なたんぱく質源の候補

から除いた（Tieszen and Chapman, 1992）。ザリガニは海岸地域では遺跡から出土し、また土
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器などの図像にも描かれるが、同位体比の報告はないため主要なたんぱく質源の候補から

除いた。 

 

C4資源に関する注意事項 

アンデス地域には、栽培された C4植物にトウモロコシとキウィチャがあり、それらや野

生の C4植物を摂取した高い炭素同位体比を保持するラクダ科動物、またチチカカ湖の魚の

ように C4植物に近い値を示す淡水魚もいる。そのため、ヒトで高い炭素同位体比が検出さ

れた際には、「C4資源の摂取」として記述するが、遺跡によっては直接的あるいは間接的な

C4 植物摂取の可能性を考慮する必要がある。デンプン粒や植物遺存体、また動物骨の値な

どからキウィチャや、ラクダ科動物、高い炭素同位体比の淡水魚の存在が否定できる場合

には、「トウモロコシの摂取」として記述する。 

 

1.2.3 体組織の同位体効果の補正 

同位体効果とは、同位体が物理的・化学的性質の違いや、核の体積・形・電荷分布の違

いから挙動に差異が生じることである。食物が生物の体内で分解・再構成される際にも、

同位体効果により食物と再構成された組織の間で同位体比に差が生じる。1.2.2 で示した栄

養段階に伴う同位体比の上昇は同位体効果によるものである。そのため、体組織から摂取

した食物を推定するためには同位体効果を補正しなければならない。食物と骨コラーゲン
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の間の同位体効果は、炭素で約 3-5‰、窒素で約 2-3‰であることが報告されている（DeNiro 

and Epstein, 1978, 1981; Schoeninger and DeNiro, 1984; Lee-Thorp et al., 1989; Ambrose, 1993; 

Ambrose and Norr, 1993; Tieszen and Fagre, 1993; Ambrose, 2000）。また、食物と毛髪の同位体

効果は、ヒトが摂取したと推測される食物の同位体比と現代人の毛髪の同位体比から推定

された結果、炭素同位体比で 2.5‰、窒素同位体比で 4.1‰あるいは 4.3‰と報告されている

（Schoeller et al., 1986; 南川ほか 1986）。 

食物から体組織が形成される際の同位体効果は同一個体内の部位によっても異なってい

る。ミイラを用いた毛髪ケラチンと骨コラーゲンの同位体比の差の検証では、炭素同位体

比は 0.5±0.6‰、窒素同位体比は 1.0±1.1‰だと報告されている（O’Connell and Hedges, 

1999a）。続成作用による同位体比の変化の可能性を除くため、オコンネルらは現代人の体組

織を用いて比較を行っている。現代人の骨と毛髪の同位体比の差は、炭素同位体比で 1.41

±0.45‰（骨＞毛髪）、窒素同位体比で 0.86±0.17‰（骨＞毛髪）、また毛髪と爪の同位体比

の差は炭素同位体比には見られず（0.21±0.39‰）、窒素同位体比で 0.65±0.20‰（爪＞毛髪）

であることが報告されている（O’Connell et al., 2001）。しかし、オコンネルらの毛髪と骨の

同位体比差と、シェラーや南川らの推定した食物と毛髪の同位体比差を合わせると、骨コ

ラーゲンと食物の同位体比差が炭素同位体比で 3.9‰、窒素同位体比で 5.0‰となる。上述

した複数の先行研究で報告されている骨コラーゲンと食物の同位体比差と比較すると、窒

素同位体比が大きく見積もられる。南川らが求めた暫定的な食品の平均同位体比の見積も
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りが不十分な可能性が考えられるが、また一方で、複数の先行研究で示されている骨コラ

ーゲンと食物の同位体比の差は、ヒトではなく野生の動物や給餌実験の動物で求められた

値であるため、ヒトとの代謝システムの違いが影響している可能性も考えらえる。 

本研究では、骨コラーゲンを食物と比較する際には、骨コラーゲンの値に炭素同位体比

で-4‰、窒素同位体比で-3‰の補正を行うこととする（DeNiro and Epstein, 1981; Schoeninger 

and DeNiro, 1984; Ambrose, 1993; Ambrose and Norr, 1993）。毛髪ケラチンと食物を比較する際

には、骨コラーゲンと食物の間の補正値と、オコンネルらの研究で報告された現代人の毛

髪と骨の同位体比差（δ13C: 1.41±0.45‰, δ15N: 0.86±0.17‰）から計算し、炭素同位体比で

-2.6‰、窒素同位体比で-2.1‰の補正を行う。また、古動物骨の同位体比から、ヒトが摂取

した肉の値を推定する際には、骨の値を肉の値に直す必要がある。本研究ではラットを用

いた実験で報告された骨コラーゲンと筋肉の同位体比差を基に、炭素同位体比で-2.3‰、窒

素同位体比で-0.8‰の補正を行う（Tieszez and Fagra, 1993; Ambrose, 2000）。この補正値につ

いて大型動物と小型動物、草食・雑食・肉食動物で異なっている可能性も考えられるが、

各動物に特化した組織間の同位体比差が十分に検証されていないため、ラットでの補正値

をラクダ科動物や海生哺乳類にも用いる。炭素同位体比については、アフリカの野生動物

における現生の複数の動物種から検証した骨コラーゲンと筋肉の同位体比差（2.5‰）に近

く、妥当な見積もりだと確認できる。なお魚については、骨コラーゲンと筋肉の同位体比

差が報告されているため、炭素・窒素同位体比それぞれで-3.4‰と+1.7‰の補正を行う
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（Keegan and DeNiro, 1988）。 

同一個体内での体組織間の同位体比の差が生じる原因として、組織によるアミノ酸構成

の違いや代謝回転速度の差が影響していると考えられている。年齢や性別の差、個体差に

よる違いはあるが、おおよその代謝回転による組織の入れ替えは骨で 10 年以上、筋肉と皮

膚コラーゲンは 3-4 ヵ月かかると考えられている（Manolagas, 2000; Babraj et al., 2005; 

Finucane, 2007a; Hedges et al., 2007）。毛髪は 1 ケ月に約 1cm のびるため、食性変化が同位体

比に比較的はやく反映されるが、アミノ酸プールが体内にあるので、食性変化の後も暫く

は以前の食性と新しい食性の混合の値を示す（Zlotkin, 1985; Sandford and Kissling, 1993）。完

全に食性変化が平衡に達するまでには、炭素同位体は約 12 ヵ月、窒素同位体比は約 5 ヵ月

かかる（O’Connell and Hedges, 1999b）。 

 

1.2.4  同位体分析の実験方法 

骨試料からのコラーゲン抽出 

パコパンパ遺跡、サクサイワマン遺跡、クスコ北西地域の遺跡群、モリノ－チラカチ遺

跡、チャウチーリャ遺跡の試料は、著者がペルーに赴き、発掘遺跡や文化庁収蔵室で形態

学者の指導のもと、試料の採取を行った。ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡、パチャカ

マック遺跡、タンタリカ遺跡は、発掘責任者によって試料を採取して頂いた。ペルー文化

庁の輸出許可を得てから日本に持ち帰り、東京大学米田研究室の実験施設で前処理を行っ
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た（2007 年～2012 年は柏キャンパスの先端生命科学専攻の人類進化システム分野にて、2012

年から 2014 年は東京大学総合研究博物館の放射性炭素年代測定室にて実験を行っている）。

前処理方法は基本的にロンジンが報告したコラーゲン抽出に改良を加えた方法を用いた

（Longin, 1971; Yoneda et al., 2002; 瀧上・米田, 2012）。 

まず、骨の表面に付着した土壌やカビによる変質部分、発掘者による資料整理のための

注記などを削り落とした。また、骨の緻密質部分のタンパク質を抽出するために、海綿質

部分もドリルやアルミナ粉を用いたサンドブラスターで物理的に除去した。その後、削っ

た際に付着した粉や、表面に付着している土壌を除去するため、超純水に浸して超音波洗

浄を行った。次に、土壌中有機物であるフミン酸やフルボ酸を除去するため、0.2M の水酸

化ナトリウムに 8 時間ほど浸した。その後、超純水で洗浄した後、乾燥させ、粉状に粉砕

した。粉砕した試料をセルロースチューブに密封し、1.2M の塩酸に 12 時間以上浸し、骨の

無機成分を除去した。残った有機物の中から水溶性のゼラチンコラーゲンを抽出するため、

超純水に浸して 90℃で 12 時間以上加熱した後、ガラスフィルターで吸引濾過を行った。水

溶性コラーゲンを凍結乾燥することで、固形のコラーゲン試料にして、分析・保管してい

る。 

 

毛髪試料の脱脂処理 

 毛髪はまず超純水に浸した状態で超音波洗浄にかけ、表面に付着した土壌などの汚れを
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除去した。その後、毛髪の表面に付着している脂質を除去するため、クロロホルムとメタ

ノールの混合液（体積比 1 対 2）に浸し、1, 2 回溶液を換えながら 2-3 時間反応させた

（O’Connell and Hedges, 1999b）。試料を乾燥させた後、同位体比の測定を行った。 

 

炭素・窒素安定同位体分析 

コラーゲン試料は 250-500 ㎍の試料をスズカップに詰め、元素分析計に接続した安定同位

体質量分析計を用いて、炭素と窒素の含有量と安定同位体比を測定した。毛髪試料は 2cm

毎の分画に分け、各分画をスズカップに詰めて測定を行った。分析装置は、国立環境研究

所や国立科学博物館、東京大学同位体生態学分野が有している装置を使用した。未知試料

の測定の合間に挟んで測定を行った標準試料の同位体比から、測定誤差は炭素同位体比で

0.1‰, 窒素同位体比で 0.2‰である。 

試料の保存状態は炭素・窒素含有量のモル比から推定する。先行研究で、現生の新鮮な

動物骨から抽出されたコラーゲンの C/N 原子比（以下、C/N 比と呼ぶ）は 2.9 から 3.6 の間

に納まることが報告されている（DeNiro, 1985）。そこで古人骨のコラーゲンの C/N 比もこ

の範囲に収まっていれば、続成作用を受けていない良好な保存状態であり、亡くなった当

時の同位体比データを保持していると判断した。また、毛髪試料は、現生の毛髪の C/N 比

が 3.0 から 3.8 の間に納まることが報告されている（O’Connell and Hedges, 1999a）。本研究

の毛髪試料も、C/N 比がこの範囲内に納まれば続成作用の影響を受けていない良好な保存状
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態だと判断した。 

 

第 3 節 研究目的 

 本研究では 16-17 世紀に記録されたインカ的なリーダーによる食資源コントロールの実

態と、その形成過程について、同位体を用いた食性復元から検討する。これまでの同位体

分析では 16-17 世紀に歴史文書から推定されているインカの食資源コントロールとして、特

にトウモロコシのコントロールが注目されてきた。一般に、インカによる征服後に、トウ

モロコシが増産され、チチャの利用も増加したと推測されている（1.1.3 参照）。ハストーフ

と共同研究者らは、ハウハ地域の発掘調査から、インカによる征服後にトウモロコシの種

類や土器のタイプが変化し、チチャ利用が増加したと推測した（Hastorf and Johannessen, 

1993）。さらに、同位体分析によって、インカによる征服後に炭素同位体比が上昇したこと

から、C4 資源（当該論文中ではトウモロコシと記載）の摂取量が増加したことが示された

（Burger et al., 2003）。この研究は、アンデスにおけるその後の食性研究に大きく影響を与え

ており、インカ期以外の時代でも、リーダーの台頭と炭素同位体比の上昇のタイミングが

注目され、資源コントロールの有無が検証されてきた（詳細は 1.2.4 参照）。しかし、同位

体分析で推定できるのは、相対的により多く摂取した食物が何か、という情報である。食

べた物とコントロールされた物が一致しているとは限らないため、特定の遺跡における同

位体比の変化（摂取したものの変化）をそのまま資源コントロールと解釈するのは不十分
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である。 

例えば、支配者のためにトウモロコシを作るという資源コントロールがなされても、そ

れを作った側が食べたとは限らない。また、支配者側がある食物を食べない、というコン

トロールもあり得る。そのため、トウモロコシ利用を促進する集団に支配された時期と、

支配された集団の C4資源摂取量の増加が一致しただけでは、食資源のコントロールがあっ

たと判断することは問題である。そこで本研究では、資源流通（生産から輸送・消費まで）

の点での資源コントロールを広域的な同位体比の比較から検証する。支配者側・被支配者

側を含めた同位体比の比較から、広域での食性の画一化・多様化を調べる。広域的に古人

骨等の同位体比を集成し、前時代と比較して、同位体比の分散が小さくなれば画一化が生

じたと考えられ、同位体比の分散が大きくなれば多様化が生じたと判断する。権力の拡大

と共に食性の画一化が広域で生じていれば、資源流通における支配者による資源コントロ

ールがあったと解釈できる。 

 食性の画一化が検出された場合（分散の減少）には、2 つの場合が考えられる。すなわち、

1 つの食物の相対的な利用量の急増する場合（A）と、多様な食物が万遍なく流通する場合

（B）である。同位体比の分散が減少したら画一化が生じていると判断できるが、その際に

A と B のどちらが要因となっているかは、炭素同位体比の変化から以下のように解釈でき

る。例えば、炭素同位体比が上昇した場合は、A かつ B、もしくは A のみ*1-3（A は C4植物）

が生じていたと推測される。一方、炭素同位体比が減少した場合も、A かつ B、もしくは A



41 
 

のみ（A は C3植物）が生じていたと考えられる。また、炭素同位体比の変化に一定の傾向

がない場合は、B のみが生じていたと推測される。歴史文書からの推測では、インカ期には、

A と B の両方が生じていたと考えられる。また、A の急増した食物はトウモロコシだった

と想定されている。 

一方、多様化（分散の上昇）でも、炭素同位体比の変動から以下の可能性が想定される。

炭素同位体比が上昇した場合は A のみ（A は C4植物）で、炭素同位体比が下降した場合も

A のみ（A は C3植物）が生じていたと考えられる。一方、炭素同位体比の変化に一定の傾

向がない場合は、A と B 共に生じていないと解釈できる。 

これらの資源コントロールは炭素同位体比に注目してC3植物とC4植物の関係を議論して

いるが、窒素同位体比も海産資源と陸生資源の利用を分散と同位体比の変化から検証でき

る。本研究では、炭素・窒素同位体比両方に注目して、食性の画一化と権力範囲の拡大の

関係を検証する。 

 本論文では、まず、第 2 章で、先行研究のデータを集成・再分析し、広域的な分散値の

変化と同位体比の変化を検証する。これまでにアンデス地域では、多くの同位体分析が行

われているが、アンデス全域で時代変化を検討したレビューは報告されていない。次に第 3

章で、第 2 章で問題提起される 2 期の問題について、パコパンパ遺跡の分析から考察する。

その後、この画一化の検証方法が適切かどうかを、歴史文書の記録がある 6 期について、

新たなデータを加えて第 4 章で検証する。 後に、前時代との比較のため、第 5 章で、5 期
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の同位体比を追加し、5 期から 6 期にかけての同位体比変化を調べる。第 6 章では、食性の

画一化に注目して資源コントロールを検証するこの研究について纏める。 

 

*1-3: 全地域的な C4 資源利用の上昇には、前時代の状況が影響してくる。前時代に十分量

のトウモロコシ栽培が行われている地域が多ければ、それ以上増産できない地域と増産で

きる地域の混合になるため、炭素同位体比が上昇し分散も小さくなるが、逆に多くの地域

で増産の余地があれば、炭素同位体比は上昇するものの分散は変わらないと予想される。

たとえば、前時代に a 地域では栽培可能量の 90%まで栽培されており、b 地域では 80%, c

地域では 60%だとすると、次の時代に 20%増産されたとして、a 地域では 100%, b 地域では

100%, c 地域では 80%となる。この場合、abc 地域を合わせると、分散が小さくなり、炭素

同位体比が上昇する。一方、前時代に a 地域では 30%, b 地域では 20%, c 地域では 10%の

栽培量だった場合、次の時代に 20%増加すると、a 地域では 50%, b 地域では 40%, c 地域で

は 30%となり、分散は変わらないものの炭素同位体比は上昇する。したがって、分散が減

少し、炭素同位体比が上昇した時には、A（1 つの食物の相対的な利用量の急増）だったの

か、B（多様な食物が万遍なく流通）だったのかを区別することは出来ない。 
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第 2 章 中央アンデス地帯における先行研究の再分析 

アンデス地域では多数の炭素・窒素同位体分析が行われており、トウモロコシ摂取量の

増加時期の同定や、ワリやインカによる征服の影響の有無、垂直統御やローカルな資源交

換による食資源獲得様式の検証など様々な研究が行われている（表 2.1、図 2.1）。本項では

中央アンデス地帯（ペルー国内とチチカカ盆地）の遺跡の研究に絞って分析報告を地域別・

時代別でまとめた。先行研究では、各遺跡・地域ごとの時代差を検証した論文が多いため、

まず初めに、地域別の食性の時代変遷を示す。次に時代毎の食性の地域差を纏めていく。 

 

第 1 節 地域別の食性変遷 

2.1.1  北部海岸地域 

北部海岸では、ペルーにおける同位体分析の先駆けとして、ビルー谷での食性の時代変

化が報告された（Ericson et al., 1989）。ビルー谷に分布する複数の墓地遺跡から出土した古

人骨を分析し、3 期の初期にあたるガジナソ期（Gallinazo Phase）から、3 期後期のモチェ期

（Moche Phase）、4 期にかけての食性の変化を復元した。エリクソンらは炭素同位体比の変

化から、ガジナソ期にすでにトウモロコシが摂取されており、4 期にかけて摂取量が増加し

たと報告した。しかしながら、人骨の保存状態の指標となる C/N 比は報告されておらず、

一部の個体には「質の良くないサンプル」という注記が付されている。注記のないコラー

ゲンに絞って比較すると、ビルー谷下流域での食性の時代変化は見られず、ビルー谷上流
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部では 4 期に海産物の摂取量とトウモロコシの摂取量が減少していると推定される。上流

部と下流部を纏めて時代変化を比較すると食性の時代差は見られない。なお、ビルー谷の

データは全遺跡とも標高 500m 以下であるため、本研究では北部海岸地域として谷の上流部

も下流部も纏めてデータを検討する。 

近年、エリクソンらの研究より古い時代の同位体分析がモチェ谷で行われ、3 期のモチェ

王国の確立とトウモロコシ農耕の拡大について検証された（Lambert et al., 2012）。ランバー

トらは、1 期から 2 期に渡るグアニャペ期（Guañape Phase）、2 期後期のサリナール期（Salinar 

Phase）、3 期初期のガジナソ期にかけて骨アパタイトと歯エナメル質の炭素同位体比を分析

した。その結果、3 期初期にトウモロコシ摂取が増加したことが示され、トウモロコシによ

る経済的基盤を身につけた集団が権力をのばし、モチェ谷周辺の社会をコントロールして

いったという説を支持した。残念ながら、このモチェ谷周辺は人骨の保存状態が悪く、良

好なコラーゲンを抽出できていない。ランバートらの論文でも炭素同位体比しか分析でき

ていないため、海産資源の指標となる窒素同位体比が示されておらず、炭素同位体比の上

昇が C4資源によるものか、海産資源による影響かを同定することができない。そのため本

研究では他地域との比較にも用いないこととした。 

ヘケテペケ谷のパカトナム遺跡で 3 期のモチェ期（Moche Phase）と 5 期のランバイェケ

期（Lambayeque Phase）の間で食性の時代差を比較したのはベラーノとデニーロの研究と、

ホワイトらの研究である（Verano and DeNiro, 1993; White et al., 2009）*2-1*2-2。彼らの研究で
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は、C4資源の摂取量に時代変化はなく、3 期よりも 5 期の方が海産物の摂取量が増加すると

報告した。しかしながら、同位体比の時代差よりも、毛髪分析による 1 個体内での食性の

季節変化による同位体比変動幅の方が大きく、5 期には異なる生態環境への季節的な移動が

あったと考えられた。また、3 期から 5 期への移行期の人骨の同位体比として未発表のサン・

ホセ・デ・モロ遺跡の同位体比が引用されている。その遺跡では、炭素同位体比の上昇と

窒素同位体比の急激な減少があったと記載されており、1 個体だけではあるがパカトナム遺

跡の毛髪の分析結果と一致することが言及されている（White et al., 2009）。 

最後に 6 期の同位体比がチョトゥーナ・チョルナンカップ遺跡複合（ワカ・チョトゥー

ナとも呼ばれる）から出土した人骨と毛髪で分析されている（Turner et al., 2013）。この遺跡

はインカ期に祭祀施設として生贄を捧げる儀式を行っており、他の地域で報告された生贄

となった子どもミイラと同様に、ワカ・チョトゥーナ遺跡にも儀式のためにペルー各地か

ら生贄が集められたと考えられていた（Fernández et al., 1999; Wilson et al., 2007; Andrushko et 

al., 2011）。しかし、同位体分析の結果は亡くなる数カ月前の食性を記録した毛髪と、亡くな

る前の約 10 年間の平均的食性を表す骨の同位体比の間で差が見られず、また蒸発と降雨の

バランスによって地域毎に異なっている酸素同位体比にも大きな個体差は見られないこと

から、ローカルの人々が生贄になっていたと推測された。さらに、副葬品の変化や女性・

子どもが生贄になるなどインカ的な要素が加わるものの、インカは北部海岸地域に定着し

ていた文化や風習を壊すことなく吸収し、征服後の統治を行っていたと結論付けられてい
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る。 

 

2.1.2  北部山岳地域 

 北部山岳地域では、2 期と 5 期から 6 期の人骨で同位体によって復元された食性が報告さ

れているが、3 期と 4 期に関わる同位体比の報告はない。2 期のチャビン文化の中心地と考

えられているチャビン・デ・ワンタル遺跡と、チャビン文化の影響を受けていたワリコト

遺跡の炭素・窒素同位体比がバーガーとヴァン・ダー・ミューによって報告されている

（Burger and van der Merwe, 1990）。トウモロコシを経済基盤としてチャビン文化が発展した

という説を検証するために、ワリコト遺跡では 1 期と 2 期の古人骨を、チャビン・デ・ワ

ンタル遺跡では 2 期の古人骨を分析した。その結果、いずれの遺跡でも低い炭素同位体比

が検出され、時代変化は見られず、C3 植物が食性の中心であり、C4 植物は主要食物ではな

かったことが示された。これは、トウモロコシ農耕が経済的基盤となって社会の拡大につ

ながったという従来の説を覆す結果であった。 

しかし、カハマルカ地方における同時代（1 期から 2 期）の古人骨の炭素・窒素同位体比

の検証結果では異なる結果が示されている（関・米田, 2004）*2-3。1 期の古人骨としてカハ

マルカ盆地のワカロマ遺跡、コルギティン遺跡、ロマ・レドンダ遺跡のワカロマ期

（Huacaloma Phase）を用いて、2 期の古人骨としてカハマルカ盆地から直線距離で約 40km

西に位置するクントゥル・ワシ遺跡のクントゥル・ワシ期（Kuntur wasi Phease）、コパ期（Copa 
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Phase）、ソテーラ期（Sotera Phase）の 3 時代の古人骨を用いて分析が行われた。炭素・窒素

同位体分析の結果、1 期に比べて 2 期には炭素同位体比が上昇し、C4資源の摂取量が増加し

たことが示された。しかし、分析された 1 期のカハマルカ盆地の遺跡と、2 期のクントゥル・

ワシ遺跡では立地環境が異なっており、両者の違いは食性の時代差ではなく、立地環境に

よる食性の違いを示している可能性がある。 

また、パコパンパ遺跡のエル・ミラドール地区から出土した 1 期と推定されている古人

骨の分析では低い炭素同位体比が報告されており、C4 植物の摂取量は低かったと報告され

た（Tykot et al., 2006）*2-4。時代は下って 6 期のワマン・ワイン遺跡の同位体比が報告され

ており、高い炭素同位体比から多量のトウモロコシ摂取量が示唆されている（南部山岳地

域のマチュピチュの報告を参照）（Burger et al., 2003）。 

 

2.1.3  中部海岸地域 

中部海岸地域では中央アンデス地帯における最も古い時代の同位体データが報告されて

おり、1 期の巨大な祭祀建造物を伴うバンドゥリア（Bandurria）遺跡で古人骨の炭素・窒素

同位体分析が行われ、魚などの海産物の摂取と C3植物摂取が報告されている（Coutts et al., 

2011）。また生贄にされたヒトと一般人で食性に差異はないことも示された。近くの巨大な

祭祀建造物を伴うカラル（Caral）遺跡とも比較して、両遺跡共に炭水化物は C3植物に依存

していたことも報告されているが、カラル遺跡出土人骨の同位体比は未発表である（Coutts 
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et al., 2008）。 

ルリン谷では 1 期のミナ・ペルディーダ遺跡と、3 期のタブラダ・デ・ルリン遺跡の炭素・

窒素同位体比が比較検討されている（Tykot et al., 2006）*2-5。ミナ・ペルディーダ遺跡は内

陸 7.5km に位置し、タブラダ・デ・ルリン遺跡は内陸 12km に位置しており、両遺跡共に標

高 100m にあたる。炭素同位体比はタブラダ・デ・ルリン遺跡の方が高く、わずかに C4 資

源の摂取量が示唆されているが、窒素同位体比も高いため海産物摂取量の増加の影響が考

えられている。しかし、ミナ・ペルディーダに比べてタブラダ・デ・ルリン遺跡の方が内

陸に位置するにも関わらず、より高い海産物摂取量を示している。この点について、論文

内での言及はなされていない。 

 アンコン遺跡からは 4 期の古人骨の炭素・窒素同位体比が分析されており、4 期前半から

4 期後半に向かって炭素同位体比の上昇と窒素同位体比の減少が報告された（Slovak and 

Paytan, 2009）*2-6。4 期の間に海産物への依存度が下がり、C4資源への依存度が上がった可

能性が指摘されている。この食性の変化の理由として、ワリの統治の影響や、内陸の集団

との資源交換、環境変化の影響が示唆されている。 

 中央海岸地域における 6 期の食性として、プルチュコ・ワケロネス遺跡の古人骨と古毛

髪の炭素・窒素同位体比が報告されている（Williams and Katzenberg, 2012; Williams and 

Murphy, 2013）*2-7。古人骨の同位体分析と口腔内有病率、身長、ストレス痕から栄養状態を

推定し、他地域の同時代もしくは他時代（5 期、6 期、植民地時代）の古人骨の栄養と健康
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状態と比較している。その結果、ペルー中央海岸ではインカの征服の影響による健康への

劇的な変化は生じなかったと結論付けた。また毛髪の分析では同位体比の経時的変化から、

垂直統御のために異なる生態環境を往復するような同位体比変化は見られず、農耕サイク

ルによると思われる食性の季節変化が確認された。 

 

2.1.4  中部山岳地域 

中部山岳地域の炭素・窒素同位体分析の報告はハウハ地域（Xauxa もしくは Jauja と記載

される）の研究のみである。ダルトロイとハストーフらによってマンターロ谷上流部での

発掘調査が行われ、5 期から 6 期にかけての土器や石器の種類、トウモロコシの種類、古人

骨の炭素・窒素同位体比の変化が報告された（Hastorf and Johannessen, 1993; Hastorf, 2001; 

Burger et al., 2003） *2-8。彼らはインカによる征服後に炭素同位体比が上昇していることか

ら、6 期にトウモロコシ利用量が増加したと考え、さらに土器や石器、トウモロコシの種類

の変化からチチャ造りが増加したと推測している。 

 

2.1.5  南部海岸地域 

南部海岸地域での炭素・窒素同位体比の報告は 2 つの地域にわかれている。リマから約

400km のナスカ地域と、リマから約 1000km のオスモレ谷周辺地域である。ナスカ地域は 4

期に広範囲に影響を与えたワリの中心地や、6 期に広範囲に影響を与えたインカの中心地に
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近く、その文化的影響を受けてきた。一方、オスモレ谷周辺地域はチチカカ盆地の集団と

の関連が強く、4 期にチチカカ盆地で勢力を拡大したティワナクのコロニーの存在や、ティ

ワナクからの土器様式の影響が報告されている（Goldstein, 1993; Blom et al., 1998; Berryman, 

2010 のレビュー参照: 90-91)。 

 ナスカ地域では 3 期（ナスカ前期、ナスカ中期、ナスカ後期）と 4 期（ワリ期）にかけ

て古人骨を用いた食性の時代差が検証されている。ナスカ前期、ナスカ中期、ナスカ後期

の 3 時代では、ナスカ中期とナスカ後期の間に炭素同位体比が上昇することが示された

（Kellner and Schoeninger, 2012） *2-9。窒素同位体比には 3 時代での差がなかったものの、階

級差は検出された。3 期には農耕の発展に伴って社会の複雑化が生じ、陸生動物の肉へのア

クセスはコントロールされたが、トウモロコシはコントロールされなかったと結論付けら

れた。また 4 期には、トウモロコシ栽培で経済的基盤を強化したことで各地に勢力を伸ば

したと考えられている山岳地域のワリの人々が、ナスカ地域にやってきている可能性がス

トロンチウム同位体比で示された（Buzon et al., 2012）。しかし、ワリ集団が来る前（ナスカ

末期：3 期末期）と来た後（ワリ期：4 期）での食性の変化は生じていないことが確認され

ている（Kellner and Schoeninger, 2008）。 

ナスカ地域では毛髪の同位体分析も行われているが、発掘場所や年代が不確かな試料が

用いられている。ホーンらはナスカ地域の複数の遺跡（ハウランガ、ロス・モリーノス、

モンテ・グランデ、パラカス、パカパッカリ）でサンプリングした古毛髪や歯の水素・炭
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素・窒素・酸素・硫黄・ストロンチウム同位体比を報告しているが、試料ごとの年代が不

確かなため、本論文での同位体比の比較には用いていない（Horn et al., 2009）。 

また、ウェブらは 1932 年にハインリッヒ・ウベローデ・デーリング（Heinrich 

Ubbelohde-Doering）によってカワチ遺跡で発掘された古人骨と毛髪の分析を行っているが、

発掘報告書の記録が不十分なため、発掘地点や年代が不確かである（Webb et al., 2013）。ウ

ェブらは発掘から 25 年後に記録されたカワチ遺跡の墓の副葬品から推定された年代

（AD1-1000）（本研究での 3 期から 4 期）をカワチ遺跡出土毛髪の年代と推定している。ま

た、同一論文内でロロ神殿近くのラス・トランカス川沿いの墓地遺跡から発掘された古毛

髪試料も分析しているが、そちらも発掘から 65 年後に異なる研究者によって推定された年

代（AD 650-1000）（本研究での 4 期）を採用している。ウェブらは、毛髪の経時的分析か

ら、C3資源と C4資源の消費の季節変化が大きいことを指摘し、リスクを減らした生存戦略

が行われていたと推測している。しかし、上述のように試料の年代に疑問が呈されるため、

本論文の同位体比の比較では取り扱わない。 

ナスカ地域の毛髪分析はもう 1 件あり、ソキランスキーらによって報告されたカワチ遺

跡の墓地から出土したとされている 1 個体の解剖学的研究の報告である（Sokiranski et al., 

2011）。その個体は上部頸椎骨折によって亡くなった事例として紹介されているが、論文内

で炭素・窒素同位体分析の結果が報告されており、亡くなる数カ月前に食性が変化してい

たことが示されている。なお、この個体も 1932 年の発掘のため十分な発掘記録がないが、
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放射性炭素年代測定の結果 cal AD 120-750 （本研究での 3 期から 4 期初頭）と報告されて

いる。本論文内で広域比較には用いていない。 

 オスモレ谷周辺地域（下流域をイロ、中流域をモケグアと呼ぶ）では、2 期から 5 期まで

の複数の遺跡から出土した古人骨の炭素・窒素同位体比の報告がなされている（Tomczak, 

2001）*2-10。さらに、トムザックは垂直統御による異なる生態環境の食資源の入手と、海岸

地域の集団間でのローカルな資源交換のどちらが中心的な資源獲得様式だったのかを検証

するため、海岸地域から内陸 50km までのオスモレ谷沿いの 5 期の 4 つの遺跡で炭素・窒素

同位体比の比較を行った（Tomczak, 2003）。その結果、内陸に向かうにつれて海産物の摂取

量が減少していくことから、オスモレ谷中流域と下流域の集団間で海産資源と内陸の農耕

資源を交換するシステムだったことが示唆された。また、ナドソンらは同じく 5 期の谷沿

いの海岸地域と内陸の遺跡から出土したミイラの毛髪を分析し、炭素・窒素同位体比の経

時的な変化から、内陸から海岸へ、海岸から内陸へと相互的なヒトの移動があり、中流域

と下流域の谷沿いの集団間の交流を改めて示した（Knudson et al., 2007）。 

 

2.1.6  南部山岳地域 

南部山岳地域では 4 期に台頭したワリの中心地となったアヤクーチョ県ワマンガ郡のア

ヤクーチョ地域での研究がファヌーカンによって重点的に行われている（Finucane et al., 

2006; Finucane, 2007a, 2007b, 2008, 2009）。ワリ社会の発展とトウモロコシ農耕の拡大の関係
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を検証しようとした彼の研究では、アヤクーチョ地域で階層化社会や人口増加が生じる以

前の 2 期から、非常に高い C4資源摂取量を示すという結果を示した。アヤクーチョ地域で

はペルー最古級のトウモロコシの出土が報告されているが、その発掘層序の不確かさから

年代が疑問視されてきた（Bonavia, 2013）。しかし、炭素・窒素同位体分析により、2 期か

ら多くのトウモロコシが利用されていた可能性が示唆された。残念ながら、ファヌーカン

の示した 2 期の個体も発掘層序の不確かさと、1 個体しか分析されていないことから、2 期

における確実なトウモロコシ利用の証拠とは捉えられていない（Finucane, 2009）。また、そ

の高い炭素同位体比はワリ崩壊後の 5 期や 6 期以降でも維持されていた。 

 6 期はインカによる広域の支配が生じた時代であるが、インカの首都であったクスコ地域

の同位体分析は 1 件しか報告されていない。クスコの北西約 70km に位置するマチュピチュ

遺跡はインカ王パチャクティの時代（15 世紀中頃）に建設されはじめ、王の離宮や別荘と

して活用されたと考えられている（ナイルズ, 2012）。バーガーらは、ハイラム・ビンガム

（Hiram Bingham III）らによって 20 世紀初頭に収集され、イェール大学に保管されていた

マチュピチュ遺跡の古人骨の炭素・窒素同位体比を分析した（Burger et al., 2003）。マチュピ

チュ遺跡から出土した古人骨では高い炭素同位体比が示され、食性の男女差や階級差はな

いことが示された。また、同時代の北部山岳地域のワマン・ワイン遺跡や中部山岳地域の

ハウハ地域と比較して、インカ期には中央アンデス地帯の広範囲で祭祀食としての役割以

上に主要食物としてトウモロコシが重要だった可能性を示した。しかし一方で、マチュピ
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チュの方がハウハ地域やワマン・ワイン遺跡と比べてやや高い炭素同位体比であること、

ワマン・ワイン遺跡よりもハウハ地域の農民はやや炭素同位体比が低いことから、6 期の遺

跡間でトウモロコシの摂取量に差がある可能性を指摘している。また、マチュピチュ遺跡

出土資料の分析初期の頃は高い階級の人々だと推測されていたマチュピチュ遺跡の個体は、

近年では使用人階層の人々だったと考えられている（ナイルズ, 2012）。マチュピチュ遺跡

内での炭素・窒素同位体比の個体差が大きいことから、インカによるヒトの移動の可能性

を指摘しており、これは後にターナーらの歯のアパタイトの炭素同位体比や、酸素・鉛・

ストロンチウムの同位体分析から支持された（Turner et al., 2009; Turner et al., 2010）。 

 

2.1.7  チチカカ盆地 

 チチカカ盆地は白い山脈と黒い山脈に挟まれた広大な高原台地になっている。チチカカ

湖はその盆地内にある標高 3810m の湖で、チチカカ湖西部はペルー領、東部はボリビア領

となっている。ワリと並んで 4 期に広範囲に影響を及ぼしたティワナク文化の中心地であ

るティワナク遺跡は、チチカカ湖の南西岸から約 20km の所に位置する。ベリーマンはチチ

カカ湖南西部における食性の時代変化を調査した（Berryman, 2010）*2-11。チチカカ盆地で

はトウモロコシの栽培限界を超えているため遺跡周辺では C3植物と淡水魚、陸生動物の肉

しか入手できない。チチカカ湖南西部では 3 期には C3資源に依存した食性だったが、4 期

すなわちティワナクの拡大期には C4資源の摂取量が増加したことが示された。またティワ
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ナク崩壊後の 5 期から 6 期にかけては再び C3資源に依存する食性に戻ったことも明らかに

なった。 

 

*2-1: パカトナム遺跡は、モチェ期と、ランバイェケ期、その間の移行期と時代区分がなさ

れている。本研究では、モチェ期を 3 期、ランバイェケ期を 5 期とし、移行期を 4 期とし

た。 

*2-2: White et al.（2009）では骨の同位体比として、3 期は 14 個体、5 期は 13 個体の分析結

果の平均値が報告されている。しかし、1 個体ごとの詳細なデータでは、3 期に 2 個体、5

期に 1 個体しか同位体比が報告されていない。本研究では、広域的な同位体比変化や分散

の変化を検証するため、他の遺跡と同様に、平均値として報告された値は用いず、1 個体ず

つの結果の方を用いて分析していく。また、Verano and DeNiro（1993）と White et al.（2009）

のデータを合わせて、パカトナム遺跡の 3 期と 5 期の結果とする。例えば、3 期の場合、

White et al. （2009）の 2 個体と、Verano and DeNiro（1993）の 9 個体を合わせて 3 期の平均

値を計算していく。また、4 期の個体として、White et al.（2009）で示された毛髪 1 個体の

値を用いている。 

*2-3: カハマルカ盆地の 3 遺跡は、前期ワカロマ期（1500-1000 BC）と後期ワカロマ期

（1000-500 BC）と年代推定されている。後期ワカロマは、本研究の分類では 1 期と 2 期に

またがる。遺跡周辺の社会状況からどちらか一方の時代に分類することは難しいため、1 期
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と 2 期の両方でデータを取り扱う。 

*2-4: サンプルはエル・ミラドールとされ、年代の根拠に Morales （1998）が引用されてい

るが、Morales の発掘はカピーリャ遺跡で行ったものである（Morales, 1998）。一方、エル・

ミラドールの発掘（Flores, 1975）の報告書では、埋葬人骨は供伴する土器から判断して形

成期後期と報告されている。その点で、このサンプルの出所と年代には注意が必要である。

なお、第 3 章で分析するパコパンパ遺跡の試料はエル・ミラドールとは発掘地区が異なっ

ている。両者を区別するため、本研究の分析試料をパコパンパ遺跡、先行研究の試料をエ

ル・ミラドール遺跡と便宜的に記載する。 

*2-5 タブラダ・デ・ルリン遺跡について、論文中で言及されている年代は 200 BC - AD 200

である。年代的には 2 期末から 3 期前半にあたるが、3 期に発展したリマ文化の萌芽期にあ

たるため、本研究では 3 期に分類してデータを取り扱う。 

*2-6: アンコン遺跡では、中期ホライズンを前期と後期にわけて同位体比の変化を調査して

いる。しかし、本研究では、両方時代を区別せず、合わせて 4 期としている。 

*2-7: Williams and Katzenberg（2012）で報告された個体は、Williams and Murphy（2013）で

報告された個体と多くが同一個体（同一データ）である。後者の論文では、報告されてい

る個体数が増えている。そのため、本研究では、Williams and Murphy（2013）で報告されて

いる同位体比データだけを参照していく。 

*2-8: ハストーフらの研究に対してはトウモロコシ生産地域と居住域の違いから調査地域
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の偏りに疑問が呈されている（大貫, 2005）。元々、トウモロコシ栽培に適した低地に人々

が居住していたが、地域社会での抗争の激化によりトウモロコシ栽培に適さない地域に居

住地を移し、インカの征服によって社会が安定したため再び低地でのトウモロコシ栽培が

可能になり、高地の居住域にもトウモロコシがもたらされるようになったという説が指摘

された。従って、高地の居住域の調査だけでは、トウモロコシ利用量の時代変化を正しく

評価できていない可能性も示唆される。 

*2-9: Kellner and Schoeninger（2012）で報告されたナスカ後期の個体は、Kellner and 

Schoeninger（2008）で報告されたナスカ後期の個体に、追加データを加えたものである。

そのため、本研究では、3 期の個体として、Kellner and Schoeninger（2012）で報告された個

体をまとめて取り扱っていく。4 期の個体は、Kellner and Schoeninger（2008）で報告された

古人骨の値を用いる。 

*2-10:Tomczak（2001）の論文では、オスモレ谷の形成期の個体として、500 BC-AD 500 の

時代幅をもつ遺跡の古人骨が分析されている。どちらか一方の時代に分類することは難し

く、2 期と 3 期の両方でデータを取り扱う。 

*2-11: Berryman （2010）では、post Tiwanaku として AD1100 以降の人骨を纏めている。本

研究では、post Tiwanaku として報告されている個体を 5 期に分類する。 
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第 2 節 各時代の食性の地域差 

従来の研究では、同一時代における広域で複数遺跡の比較を行ったのは、バーガーらの 6

期の研究と、ティコットらによる 2 期から 3 期の研究しかない（Burger et al., 2003; Tykot et al., 

2006）。しかし、1 時代のみの同位体比の報告をした論文や、同一遺跡・地域における食性

の時代差を報告した論文を集成し、時代毎に食性の地域差を比較することで広域的な食性

の時代変遷を概観できると考え、本章ではこれまでの先行研究を系統的にまとめて、中央

アンデス地帯全域における食性の多様性という視点から批判的にレビューした（図 2.2）。 

 

2.2.1  1 期における地域差 

 1 期については、4 遺跡・1 地域について報告されており、本研究で区分した地域では、

北部山岳地域と中部海岸地域からの報告がある（表 2.1 参照、図 2.2 参照）（関・米田, 2004; 

Tykot et al., 2006; Coutts et al., 2011）。山岳地域の遺跡では、C3資源に依存した食性を示して

いる。遺跡内のばらつきは小さく、遺跡間に大きな食性差も見られない。また、海岸地域

では、C3資源と海産資源を混合した食性だったと推測される。トウモロコシは 5000-3000 BC

には複数の遺跡でその存在や、摂取の痕跡がみられるが、古人骨の炭素同位体比からみる

と、相対的な摂取量の評価では C4資源の寄与はほとんどなかったと推測される。 
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2.2.2  2 期における地域差 

 2 期については、4 遺跡・2 地域について報告されており、本研究で区分した地域では、

北部山岳地域と南部山岳地域、南部海岸地域からの報告がある（表 2.1 参照、図 2.2 参照）

（Burger and van der Merwe, 1990; Tomczak, 2001; 関・米田, 2004; Finucane, 2007b, 2009）。2

期に広域にわたって文化的影響を与えたチャビン文化の影響が各地で見られる時代の食性

変化の有無は、北部山岳地域内で遺跡によって異なっている。ワリコト遺跡（北部山岳地

域）では 1 期から 2 期の間で食性の変化は見られず、2 期のチャビン・デ・ワンタル遺跡（北

部山岳地域）もワリコト遺跡と類似した炭素同位体比を示す（Burger and van der Merwe, 

1990）。一方で、カハマルカ地域（北部山岳地域）ではトウモロコシの摂取量が増加したこ

とが報告された（関・米田, 2004）。2 期として報告されている遺跡を全て比較すると、カハ

マルカ地域で僅かに C4 資源の摂取量が増加していることが示されるが、多くの遺跡が C3

植物に依存している（図 2.2 参照）。また、アヤクーチョ地域（南部山岳地域）は、この時

代においては特異的に高い C4資源摂取量を示している（Finucane, 2007b, 2009）。 

 

2.2.3  3 期における地域差 

 3 期については、3 遺跡・4 地域について報告されており、本研究で区分した地域では、

北部海岸地域と中部海岸地域、南部海岸地域、南部山岳地域、チチカカ盆地からの報告が

ある（表 2.1 参照、図 2.2 参照）（Ericson et al., 1989; Verano and DeNiro, 1993; Tomczak, 2001; 
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Tykot et al., 2006; Finucane, 2007b, 2009; Kellner and Schoeninger, 2008, 2012; White et al., 2009; 

Berryman, 2010）。3 期には北部海岸地域と南部海岸地域でトウモロコシ摂取量の増加が報告

されている（Lambert et al., 2012; Kellner and Schoeninger, 2012）。先行研究で報告されている

3 期の古人骨の炭素・窒素同位体比を地域ごとに比較すると、ナスカ地域が海岸地域にして

は低い海産資源摂取量であることがわかる（図 2.2 参照）。また、唯一の山岳地域の報告で

あるアヤクーチョ地域（南部山岳地域）は、ナスカ地域（南部海岸地域）と類似した窒素

同位体比を示すが、パカトナム遺跡やビルー谷墓地遺跡（北部海岸地域）やタブラダ・デ・

ルリン遺跡（中部海岸地域）、オスモレ谷下流部（南部海岸地域）とは窒素同位体比が異な

っており、海産資源摂取量に地域差があったことが示された。 

 

2.2.4  4 期における地域差 

4 期については、3 遺跡・5 地域について報告されており、本研究で区分した地域では、

北部海岸地域と中部海岸地域、南部海岸地域、南部山岳地域、チチカカ盆地からの報告が

ある（表2.1参照、図2.2参照）（Ericson et al., 1989; Tomczak, 2001; Finucane et al., 2006, Finucane, 

2007b; Kellner and Schoeninger, 2008; Slovak and Paytan, 2009; White et al., 2009; Berryman, 

2010）。南部山岳地域のワリが各地に勢力を伸ばしたことが食性変化に影響した可能性はパ

カトナム遺跡（北部海岸地域）とアンコン遺跡（中部海岸地域）で報告されている。海産

資源の相対的な摂取量の減少とトウモロコシの相対的な摂取量の上昇が示された（Slovak 
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and Paytan, 2009; White et al., 2009）。一方、ワリ発祥の地であるアヤクーチョ地域（南部山

岳地域）では、3 期から 4 期の間で食性変化は見られず、3 期から続くトウモロコシの相対

的に高い摂取量が維持されている。また、アヤクーチョから最も近い海岸地域である南部

海岸のナスカでも食性に変化は生じなかった。 

 4 期にチチカカ盆地とペルーの南端の海岸地域・チリ北端の海岸地域に勢力を伸ばしたテ

ィワナクでは、チチカカ湖南西部地域でのトウモロコシの摂取量の上昇が示されたが、窒

素同位体比に変化は見られず、海産資源の摂取量に変化はなかった。しかし、先行研究を

広域的に比較すると、海岸地域と山岳地域の食性の類似性が示された（図 2.2 参照）。3 期

にはナスカ地域と似た食性だったアヤクーチョ地域の窒素同位体比が少し上昇し、海岸地

域の窒素同位体比が下がっている。これはワリの広域支配による資源流通の影響の可能性

が考えられる。 

 

2.2.5  5 期における地域差 

 5 期については、1 遺跡・5 地域について報告されており、本研究で区分した地域では、

北部海岸地域と南部海岸地域、中部山岳地域、南部山岳地域、チチカカ盆地からの報告が

ある（表 2.1 参照、図 2.2 参照）（Verano and DeNiro, 1993; Tomczak, 2001, 2003; Burger et al., 

2003; Finucane, 2007b; White et al., 2009; Berryman, 2010）。4 期と 5 期の食性の時代差の報告

はアヤクーチョ地域（南部山岳地域）の研究のみである。アヤクーチョ地域では食性の時
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代差は見られず、資源流通に変化がなかったようだ。しかし、同時代の他遺跡の報告と比

較してみると、海岸地域では海産物の摂取量が上昇しており、山岳地域と海岸地域の食性

差が大きくなったことが示された（図 2.2 参照）。 

 

2.2.6  6 期における地域差 

 6 期については、4 遺跡・2 地域について報告されており、本研究で区分した地域では、

北部海岸地域と北部山岳地域、中部海岸地域、中部山岳地域、南部山岳地域からの報告が

ある（表 2.1 参照、図 2.2 参照）（Burger et al., 2003; Finucane, 2007a, 2007b; Turner et al., 2013; 

Williams and Murphy, 2013）。インカによる食性変化の可能性を示した先行研究はハウハ地域

（中部山岳地域）のみである（Burger et al., 2003）。この研究では、5 期と 6 期の古人骨で比

較を行い、インカの征服後にトウモロコシの摂取量が増加したと報告されている。ただし、

注釈で言及したように、4 期にトウモロコシ栽培に適した土地に居住していた人々が、5 期

に抗争により栽培に適さない高台に追いやられ、6 期にインカの征服で社会が安定化したた

め再びトウモロコシ利用が可能になった可能性も指摘されている（大貫, 2005）。また、プ

ルチュコ・ワケロネス遺跡（中部海岸地域）では、骨の形態や病変から推定された健康状

態に 5 期から 6 期にかけて時代変化が生じていないことから、従来の生活様式が維持され

たと推測されている（Williams and Murphy, 2013）。バーガーらの研究を除いて、6 期の研究

は食性の遺跡間比較を行っていない（Burger et al., 2003）。個別には、マチュピチュ遺跡（南
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部山岳地域）では海産物摂取量が低く海岸地域の資源が入っていないことが指摘されてお

り（Turner et al., 2010）、プルチュコ・ワケロネス遺跡（中部海岸地域）ではインカ征服後に

食性変化が生じなかったと結論付け（Williams and Murphy, 2013）、またワカ・チョトゥーナ

遺跡（北部海岸地域）でもインカの征服による文化の大きな変化はなかったと記載されて

いる（Turner et al., 2013）。しかし、先行研究の同位体データを広域で比較すると、前時代（5

期）に比べて海岸地域と山岳地域の食性が類似していることが読み取れる（図 2.2 参照）。 

以上の変化を概観すると、チャビン文化の影響が広域で見られる 2 期は、地域によって

は C4資源の拡大が生じたが、食性の地域差が認められた。一方、ワリ文化やティワナク文

化の影響が広域で見られる 4 期には、ワリの影響で北部・中部海岸地域では C4資源の摂取

量が増加する。チチカカ湖南東部でも C4資源の摂取量が増加しているが、チチカカ湖南東

部とオスモレ谷下流域やナスカ地域、北部海岸地域などの間で食性の地域差が見られる。

インカ期にあたる 6 期には、食性の遺跡間差が小さくなり、C4 資源の摂取量が高くなると

いう傾向がみられる。この食資源の同位体比との比較ではどの食資源をより多く摂取して

いたのかを視覚的に確認できるが、広域的な食性の画一化・多様化を論じるには分散の変

化を検証しなければならない。また同時に、炭素・窒素同位体比の変動も確認することで、

摂取量の増加した食資源の確認や、広域的な資源流通を議論することができる。そこで本

研究では、広域的な炭素・窒素同位体比について分散の変化と同位体比の変動を検証した。 
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第 3 節 中央アンデス地帯全域での炭素・窒素同位体比の統計学的検討 

2.3.1  統計解析の結果 

先行研究で報告された各遺跡・地域のデータを時代毎に集成し、広域的な同位体比の変

化を比較した（表 2.2、2.3、図 2.3）。連続する 2 時代間の同位体比の差はマンホイットニー

の U 検定（Mann–Whitney U test）で、2 時代間の分散の差はリーベン検定（Levene test）で

統計解析ソフト SPSS を用いて検証を行った。 

 炭素同位体比では、連続する 2 時代間全てで有意差が見られた。1 期から 4 期にかけて炭

素同位体比が上昇していく。4 期から 5 期の間で僅かに減少するが、5 期から 6 期には再び

上昇する。一方、炭素同位体比の分散は 1 期から 5 期にかけて、2 時代間の等分散性は確認

されなかった。1 期から 2 期にかけて増加し、2 期から 3 期にかけて減少する。3 期から 4

期には再び分散が大きくなり、4 期から 5 期は分散が小さくなる。5 期から 6 期にも分散の

値は小さくなるが、統計学的な有意差はみられなかった。 

 窒素同位体比では、1 期から 2 期、3 期から 4 期は有意差がみられないが、2 期から 3 期、

4 期から 6 期までは有意差が検出された。1 期と比較して 2 期には高い窒素同位体比を示す

個体も現れるが、統計学的な有意差は見られなかった。2 期から 3 期には、窒素同位体比が

上昇する。3 期から 4 期のあいだは同位体比に変化はなく、4 期から 5 期には窒素同位体比

が上昇する。5 期から 6 期には窒素同位体比が下降する。一方、窒素同位体比の分散につい

ては、連続する全ての 2 時代間で等分散とはいえないという結果が得られた。1 期から 2 期
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には分散が大きくなり、2 期から 4 期にかけては分散が小さくなる。5 期には分散が少し大

きくなり、6 期には再び分散が小さくなることが示された。 

 

2.3.2  考察 

炭素同位体比 

古人骨の炭素同位体比では、1 期から 4 期にかけての上昇と、5 期の減少、6 期の再上昇

が示された。5 期には 3 期程度まで減少する傾向にあり、 6 期には再び 4 期と同程度の炭

素同位体比分布になることが表れている（図 2.3A）。従って、4 期に利用できる C4資源利用

がほぼ上限に達したと考えられる。ただし、6 期には、同位体比の低い地域で全体的に炭素

同位体比が上昇しており、もともと C4資源の利用が少なかった地域では、5 期から 6 期に

かけて増産の余地があったと推測される。4 期と比べて、6 期は同程度に高い炭素同位体比

を表す一方で、分散は 4 期よりも小さくなっていることから、6 期の社会全体で均質な C4

資源利用量に近づいたと推測される。 

前節で言及したように、1 期は C3資源に依存し、2 期は C4資源利用を行う地域が出現す

る。これが 1 期から 2 期への同位体比の上昇と、1 期から 2 期への分散の上昇、すなわち、

食性の多様化の要因だと考えられる。ただし、海産資源を摂取しても炭素同位体比の上昇

は生じるため、南部海岸地域の 17 個体（オスモレ谷: 500 BC-AD 500）は C4資源利用では

ない可能性が想定される。 

2 期から 3 期には分散が小さくなっており、多くの地域で C4資源利用が導入されたため、
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食性の多様性が小さくなったと推測される。しかし、3 期から 4 期には、再び分散は大きく

なる。この 4 期は、山岳地域のワリ集団や、ティワナク集団が低地に出現し、影響を及ぼ

していた時期だと考えられている。従来はワリの台頭による C4資源利用の増加や、ティワ

ナクによる低地のトウモロコシの活用が推測されてきた。その説を支持するように、広域

的な炭素同位体比の上昇は見られるが、しかし一方で、広域に比較すると 3 期よりも食性

の多様化が進んでいる。C4 資源利用が増加した地域と、増加しなかった地域の差が大きか

ったのかもしれない。4 期から 5 期には炭素同位体比の分散が小さくなっている。分散が減

少し、炭素同位体比が下降していることから、研究目的（第 1 章第 3 節）で提示した可能

性として、相対的な C3資源の利用量が各地で増加したと推測される。チチカカ湖南東部で

は、ティワナクの崩壊後に相対的な C3 資源利用が増加し、3 期と同程度の摂取量に戻るこ

とが報告されている（Berryman, 2010）。また、南部山岳地域のアヤクーチョ地域では、や

はりワリの崩壊後に炭素同位体比が僅かに減少する（Finucane, 2007b）。大貫（2005）は、

インカによるトウモロコシ利用増加を示したハストーフらの食性の時代変化の研究に対し、

元々、トウモロコシ栽培に適した低地に居住していた人々が、地域間抗争でトウモロコシ

栽培に適さない土地に移住することになり、インカの征服によって社会が安定したことで

再び栽培に適した土地に移住した、と言う可能性を示している（大貫, 2005）。この説に従

えば、ワリやティワナクが崩壊したのち、一時的に C4資源の利用が低迷した可能性が想定

される。 
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それが、6 期になって、インカによって再び広域的に C4 資源利用が増加したことが示さ

れた。特に、6 期には相対的に C4資源摂取量が少なかった地域で C4資源の利用が増加して

いる（図 2 参照）。また、分散の減少が見られることから、C4資源の増加や食物の流通から

食性の画一化も生じたと考えられる。 

 

窒素同位体比 

窒素同位体比は、海産資源の摂取によって大きく異なってくるため、分析遺跡の立地条

件によって結果に影響が出ることを踏まえた上で、広域に同位体比の変遷を検証している。

1 期と 2 期の間は変化がなく、2 期から 3 期に上昇し、3 期から 4 期は変化がなく、4 期か

ら 5 期に上昇、5 期から 6 期は下降する。2 期には非常に高い窒素同位体比を示す個体がい

るが、これはオスモレ谷の海岸に面した遺跡における高い海産資源への依存が表れている

と考えられる（図 2.3B）。2 期においては、そのオスモレ谷のデータ以外は山岳地域の遺跡

のみである。1 期から 2 期にかけて、山岳地域では窒素同位体比が低かったことが示されて

いる。3 期には、山岳地域のデータが減り、海岸地域の遺跡が増えてくる。窒素同位体比の

上昇は海岸地域のデータの増加が影響していると推測される。山岳地域の分析結果も 23 個

体含まれているが、全体的に窒素同位体比は上昇しており、山岳地域では海産資源の利用

は少ないままだったと推測される。 

3 期から 4 期にかけては分散が小さくなるものの、窒素同位体比に変化はない。これは、
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資源流通は活性化するものの、3 期からの地域差が残っており、広域的な食性の画一化はな

かったとも考えられる。この画一化が海産資源の山岳地域への流通によるものであれば、

従来利用していなかった人々が海産資源を摂取することで、全体の窒素同位体比は上昇す

るはずである。4 期には、北部海岸地域で、海産資源よりも内陸資源の利用が増加するとい

う報告もあることから、一部の地域で海産資源利用が少し減った可能性が示唆される（White 

et al., 2009）。これが、炭素同位体比にみられる、一部の地域での C4資源利用の増加と関連

している可能性も想定される。 

5 期には分散が大きくなり、窒素同位体比も上昇することから、海産資源に関する食性の

地域差が大きくなったと推測される。一方、6 期には、全体的に窒素同位体比が減少し、海

産資源利用量が減少する。インカ道の発達や、ヒトの移動により食性の流通が活性化した

可能性が想定される。しかし一方で、分析された海岸遺跡がいずれもやや内陸（ワカ・チ

ョトゥーナは海岸から 5km、 プルチュコ・ワケロネスは海岸から 25km）の遺跡であるた

め、5 期に比べて海産資源へのアクセスが少なかった可能性も示唆される。 

 

第 4 節 先行研究の問題点と本研究の構成 

 前節でみたように広範囲で地域差を調べる視点から、中央アンデス地帯における食性の

時代変化について、従来の考古学による生業の発達史と整合的な部分と、一致しない部分

があることが示された。しかし、個別の時代変化や地域差に着目すると、重要な地域や時
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代にデータの不足があることがわかった。例えば、1 期から 2 期にかけて炭素同位体比が上

昇し、食性に地域差が生じていることが先行研究から示唆された。しかし、この 2 時期の

食性の時代差を同一遺跡で確認した先行研究はまだない。1 期と 2 期の両時代の同位体比を

分析しているのは、ワリコト遺跡（北部山岳地域）とカハマルカ地域（北部山岳地域）で

ある（Burger and van der Merwe, 2003; 関・米田, 2004）。ワリコト遺跡では、1 期も 2 期も低

い炭素同位体比であったことが報告されている。関・米田（2004）は、カハマルカ盆地の 3

遺跡と、クントゥル・ワシ遺跡の古人骨の分析を行っている。前述したように（第 2 章第 1

節 2.1.1 参照）、カハマルカ盆地では、前期ワカロマ期（1500-1000 BC）と後期ワカロマ期

（1000-500 BC）の間に食性差は見られず、クントゥル・ワシ遺跡（北部山岳地域）のクン

トゥル・ワシ期（800-500 BC）に炭素同位体比の上昇が見られた。 

しかし、クントゥル・ワシ遺跡とカハマルカ盆地は直線距離で 40km 離れており、標高も

クントゥル・ワシ遺跡が 2300m で、カハマルカ盆地は 2800m に位置しており、環境が異な

っている。したがって、食性の時代差ではなく、遺跡差を検出している可能性も想定され

る。言い換えると、社会全体としては相対的な C4資源の摂取量が増加しているように見え

るが、たまたま環境の異なる遺跡を分析したことで C4資源利用が増加したように見えてい

る可能性も否定できない。そこで第 3 章では、カハマルカ盆地から直線距離で北に 100km

ほどのところに位置するパコパンパ遺跡の古人骨と古動物骨の分析を行った。パコパンパ

遺跡では、PC-I 期（1200-800 BC）と PC-II 期（800-500 BC）の文化期に分けられることが
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確認されており、それぞれ 1 期と 2 期に相当する古人骨が出土しているので、食性の時代

差の検証に適している。 

 5 期から 6 期にかけては、炭素同位体比の上昇と、有意差はないものの分散の減少が見ら

れる。また、窒素同位体比は下降し、分散が小さくなっていることから、画一化の傾向が

示唆される。6 期は南部山岳地域のクスコを首都とするインカ帝国が拡大し、各地を支配し

ていった時期であり、インカによる資源コントロールの可能性が想定されている。しかし、

インカの中心地であるクスコ地域の同位体比の分析報告はまだない。インカ集団の元々の

食性や、広域支配後にクスコに資源が集中することによる食性変化の有無、また、首都と

被支配地域間の食性差を検証しないことには、インカによる食資源コントロールの議論は

不十分である。 

そこで本研究では、5 期から 6 期にかけてのクスコ地域（南部山岳地域）（5 期のクスコ

北西地域と、6 期のクスコ中心部とクスコ北西地域）の古人骨を分析し、インカの台頭前後

での食性を明らかにする。また、他地域の食性とクスコ地域の食性を比較し、食性差を検

証する。第 4 章で 6 期の、第 5 章で 5 期のクスコ地域と複数の地域の同位体分析を行う。

最後に、本研究のデータを合わせて、再び広域的な食性変化の比較を行う（第 6 章）。また

付録として、分析した古人骨の時期を確認するために放射性炭素年代測定を行った結果を

記載している。 
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第 5 節  分析遺跡・試料 

本研究では、北部山岳地域のパコパンパ遺跡、タンタリカ遺跡、ラグナ・デ・ロス・コ

ンドレス遺跡、中部海岸地域のパチャカマック遺跡、南部海岸地域のチャウチ―リャ遺跡、

南部山岳地域でクスコ市街に位置するサクサイワマン遺跡、クスコ市の北側のウルバンバ

谷沿いに位置するワタ遺跡、パタリャクタ遺跡、サラプンク遺跡、ウィルカラカイ遺跡、

トロントイ遺跡、マチュピチュ遺跡、そしてチチカカ盆地のモリノ‐チラカチ遺跡の古人

骨や毛髪を分析した（図 2.1 参照）。全部で 187 点の古人骨と 63 点の古動物骨、36 点の毛

髪の炭素・窒素同位体分析を行った。 

遺跡及び古人骨の年代を明らかにするため、共伴する植物や古人骨を用いて放射性炭素

年代測定を行った（付録参照）。パコパンパ遺跡は詳細な層序同定に基づく発掘調査が行わ

れており、すでに数多くの年代測定が各層で行われているため、各古人骨の年代が同定さ

れている。また、タンタリカ遺跡も複数の年代測定及び埋葬様式から古人骨の年代が同定

されている。そのため、パコパンパ遺跡とタンタリカ遺跡の古人骨は年代測定を行ってい

ない。以下に北部から南部への順で各遺跡について説明する。 

 

2.4.1  北部山岳地域 

パコパンパ遺跡（Pacopampa site）（北部山岳地域） 

ペルー北部山岳地域のカハマルカ県チョタ郡にあり、標高 2500m に位置する。環境区分
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ではケチュア帯とユンガ帯の境界域にあたる。遺跡は自然の尾根を利用して，徐々に高く

なっていく 3 段の巨大なテラスより構成される。考古学上，このテラスを基壇と呼び，3 つ

の基壇全体で約 4ha を占める。下の基壇から順に第 1，第 2，第 3 基壇と呼ぶ。最上段であ

る第 3 基壇は，幅が 100m，奥行きが 200m と，3 段の基壇の中でも最も大きく，遺構も集

中している（関, 2010b）。本分析で用いている古人骨・古動物骨試料は、この第 3 基壇から

出土している。2005 年より，国立民族学博物館とペルー国立サン・マルコス大学との合同

調査の結果，おもに 1 期（PC-I 期: 1200-800 BC）と 2 期（PC-II 期: 800-500 BC）の 2 時期

にわたって大規模な祭祀活動が展開されていたことが判明した（Seki, 2014）。このうち金・

銀製品を伴う墓が 2 期から出土している。第 3 章で、2007 年から 2013 年にかけてサンプリ

ングした古動物骨 60 点、古人骨 55 点を用いて、炭素・窒素同位体分析による食性推定を

行う。 

 

タンタリカ遺跡（Tantarica site）（北部山岳地域） 

ペルー北部山岳地域のカハマルカ県コントゥマサー郡に位置する。1 つの山の頂上部から

南東斜面、麓まで建築が連なっており、山の頂上部の標高は 3289m である。環境区分では

ケチュア帯に属する。5 期に北部海岸地域で台頭したチムー王国の支配下で建設が始まり、

チムー王国がインカ帝国によって征服された後も活用され、植民地時代初期まで利用され

たことが確認されている（渡部, 2010: 129-170）。渡部らによる調査が 1999 年, 2000 年, 2004



73 
 

年に行われており、本研究で分析した試料は 1999 年と 2000 年に発掘された人骨試料であ

る。性別と年齢、身長など、形態学的調査が報告されている（渡部・峰, 2011）。また、埋葬

様式の相違（先スペイン期にみられる屈葬と、植民地時代にみられる腕を胸の前で交差さ

せた伸展葬、副葬品の有無、共伴物など）と植物性試料の放射性炭素年代から、被葬者の

埋葬時期が同定されている。第 4 章で、2007 年にサンプリングされた 6 期の古人骨 4 個体

の試料を用いて、炭素・窒素同位体分析による食性推定を行う。 

 

ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡（Laguna de Los Cóndores site）（北部山岳地域） 

ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡はペルー北部山岳地域のアマソナス県チャチャポヤ

ス郡に位置するチャチャポヤ集団の墓地遺跡である *2-12。チャチャポヤス地域では

12200-11900 BP からヒトが活動していたと考えられているが、2 期のチャビン文化との関係

性は明らかになっていない（Church and von Hagen, 2008）。また、低地でのトウモロコシ栽

培は行われていたものの、3 期にケチュア語族が移動して来てからトウモロコシ栽培が拡大

し、リャマを用いたキャラバンも始まったと推定されている （Church and von Hagen, 2008）。

4 期にチャチャポヤ文化が興隆し、1470 年頃にインカ王トゥパック・インカ・ユパンキの

治世に征服された。居住地の多くは標高約 3000m のマラニョン川とワリャガ川の分水嶺や、

標高 2000-2900m の森林に覆われたアンデス山脈東斜面にあった。環境区分では、ユンガか

らケチュアにかけて広がっており、畑や農耕用テラスが作られ、3800m の高さにも畑が存
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在していた。 

墓地は見晴らしの良い崖に作れており、ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡もその 1 つ

である。崖に作られた小部屋にミイラが安置されている墓地遺跡で、ca. AD 800 以降のチャ

チャポヤ期に作られ、インカ征服後に新たに作られて小部屋にミイラの配置換えが行われ

るなど、植民地時代前期まで利用され続けていたと推定されている。1997 年にギジェンと

ヴァン・ホーゲンらによって調査が行われ、200 体を超えるミイラが発見された（von Hagen 

and Guillén, 1998; von Hagen, 2002）。分析に用いた試料はレイメバンバ博物館に収蔵された

個体からサンプリングしている。2010 年に、年代測定用の植物性試料 12 点と、年代測定と

食性推定用の古人骨 24 点、食性推定用の毛髪 3 点を採取した。性別と年齢についてニイス

トロームが調査しているが、詳細は未発表である。本研究の試料はサンプリング時に篠田

謙一によって、一部の個体の性別及び成人か幼児かの確認がなされた。また、埋葬様式に

よって文化期が推定されており、軟部組織を除去して骨のみを纏めて二次埋葬している個

体はチャチャポヤ－チャチャポヤ期（5 期）、軟部組織を残したまま布や植物片で包まれて

いる個体はチャチャポヤ－インカ期（6 期）と推定されている（Nystrom et al., 2005; Nystrom 

et al., 2010）。 

 

＊2-12: 「チャチャポヤ」は 15 世紀中頃にインカによって征服されたマラニョン川とワラン

ガ川に挟まれた地域に居住していた集団を指すときに用いる。一方、「チャチャポヤス」は
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先スペイン期の地理領域を示す用語で、現在のチャチャポヤス市周辺を指す。 

 

2.4.2  中部海岸地域 

パチャカマック遺跡（Pachacamac site）（中部海岸地域） 

 パチャカマック遺跡はペルー中央海岸のリマ県リマ郡の遺跡で、首都であるリマ市から

南に 25km の位置にある。ルリン川の河口で、海から 0.5km に位置する。環境区分ではコス

タ帯に位置する。遺跡は約 5km2 で、複数の巨大神殿が建てられている。16 世紀の歴史文書

から、宗教的な中心地（祭祀センター）であったため、ペルー各地から多くの巡礼者が訪

れていたと考えられている（シエサ・デ・レオン, 2007 [1553]: 394-398; ガルシラーソ・デ・

ラ・ベガ, 2006 [1609]: 三-166-170）。遺跡は 2 期から 6 期に渡って利用されており、以下の

4 つの文化変遷が確認されている：リマ期（ca. AD 350-650）、パチャカマック期（ca. AD 

650-1000）、イチマ期（ca. 1000-1470）、インカ期（ca. 1470-1533）（Shimada, 1991; Shimada et 

al., 2010）。5 期に相当するイチマ期には、複数の谷のイチマ集団を束ねる首都としての機能

を果たしていたと考えられている（Eeckhout, 2003）。 

2003 年に島田とセグラ、ロストウォロフスキらによるパチャカマック考古プロジェクト

で発掘調査が行われた。彼らはイチマ期の巨大神殿であるパチャカマック神殿（『彩られた

神殿』とも呼ばれる）の麓を調査し、34 体のミイラ包み（ファルド）を発見した（Segura et 

al., 2006; Shimada et al., 2010）。本研究では、これらのミイラ包みから、年代測定用の布試料
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と、食性推定用の毛髪試料を採取し、分析を行った。第 5 章では、18 個体分の毛髪を用い

た食性推定の結果を示す。付録では、22 個体から採取した布試料の分析結果を示す。 

 

2.4.3  南部海岸地域 

チャウチ―リャ遺跡（Chauchilla site）（南部海岸地域） 

 南部海岸地域のイカ県ナスカ郡のナスカ市から南に約 20km のチャウチ―リャ小川（タル

ガ川とラス・トランカス川の間の Quebrada Chauchilla）沿いに位置する墓地遺跡である。ペ

ルー文化庁（Instituto Nacional de Cultura）によって発掘されたこの墓地遺跡は 5 期に使われ

ていたと考えられている。本研究では、年代測定用の植物性試料を 12 点、食性推定用の毛

髪試料を 10 点採取した。考古学的な詳細については、報告がなされていない。 

 

2.4.4  南部山岳地域 

サクサイワマン遺跡（Sacsayhuaman site）（南部山岳地域, クスコ市内） 

ペルー南部山岳地域のクスコ県クスコ郡にあるクスコ市内に位置する。遺跡自体は 3500m

の高台にあるが、クスコ市街は約 3400m でケチュア帯に属している。クスコは 6 期に台頭

したインカの首都であり、サクサイワマン遺跡を含め市街は現在世界遺産に登録されてい

る。サクサイワマン遺跡は 15 世紀後半にインカ王パチャクティ・インカ・ユパンキによっ

て建設された巨大な石造りの建造物である。軍事用要塞として用いられただけでなく、太
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陽の神殿や国家の祭祀用の公共エリアも含んでおり、複数の用途で用いたられたと推測さ

れている。 

本研究で分析した試料は、1999 年ペルー文化庁によって発掘されたスチューナ（Suchuna）

地区の墓域から出土した 40 体の内の 30 体である。スチューナ地区はサクサイワマン遺跡

の北部に位置する自然露頭が特徴的な地区で、8 つの神殿とクチャ（Qucha）と呼ばれる祭

祀場を伴っている（Paredes, 2003）。パレーデスの報告にも年齢や性別が記載されているが、

アンドリューシュコらがより詳細な形態学的調査を行っており、本研究では後者のデータ

を参考にしている（Andrushko et al., 2006）。 

 

クスコ北西地域の遺跡群 

ワタ遺跡、パタリャクタ遺跡、サラプンク遺跡、ウィルカラカイ遺跡、トロントイ遺跡、

マチュピチュ遺跡は、ウルバンバ谷（ビルカノータ谷とも呼ばれる）沿いに位置する 2 期、

3 期、5 期、6 期の遺跡群である。クスコから北西に 70km に位置するマチュピチュ遺跡が

最も遠く、他の 5 遺跡はその間に分布する。ウルバンバ川はアンデス山脈を源流にアマゾ

ン川にそそぐ川で、クスコの北側を北西に向かって流れている。ウルバンバ谷の谷底はク

スコ北部辺りでは標高約 3000m だが、マチュピチュの麓を通るころには 2000m 前後の標高

にまで下がっている。従って、山頂遺跡の標高は高いものの、遺跡群はウルバンバ谷沿い

にケチュア帯からユンガ帯に属し、農耕に適した環境が広がっている。本研究で分析して
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いる遺跡は、ワタ遺跡を除いて、第 9 代皇帝パチャクティ・インカ（推定在位 AD 1437-1471）

の王領にあたる（ナイルズ, 2012）。 

 

ワタ遺跡（Wat’a あるいは Huata site）（南部山岳地域、クスコ北西地域） 

ペルー南部山岳地域のクスコ県クスコ郡に属し、クスコ市から直線距離で約 40km 北西に

位置する。インカが台頭する以前から存在する集落で、6 期には祭祀センターに変化したと

考えられている遺跡である（Bauer, 2004: 80-81）。遺跡は標高約 4000m に位置している。1

期から 2 期と 5 期から 6 期に利用されており、インカ期には周囲を壁で囲ってアクセスが

制限されていた。6 期のどの皇帝によって活用されたのかは明らかになっていない。本研究

で分析した試料は、2003 年から 2005 年にペルー文化庁が発掘した資料で、アイリュ（Ayllu）

セクターのカンチャ広場（Plaza Kancha）サブセクターから出土した古人骨 21 個体分を分析

した。古人骨を用いて、年代測定と炭素・窒素同位体分析を行っている。人骨の性別・年

齢は、サンプリング時に長崎大学の加藤克知によって確認された（加藤克知・未発表デー

タ）。 

 

パタリャクタ遺跡（Patallacta site）（南部山岳地域、クスコ北西地域） 

ペルー南部山岳地域のクスコ県クスコ郡に属し、クスコ市から直線距離で約 60km 北西に

位置する。インカの行政センターとそれに伴う住居を含む農耕集落の 5 期から 6 期の遺跡
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である。2008 年にペルー文化庁によって発掘され、岩陰から大量の人骨が発見された。本

研究で分析している試料について、性別や年齢は未確認である。本研究では、年代測定用

の植物試料 2 点と、年代測定と同位体分析用の古人骨 32 個体を分析した。 

 

サラプンク遺跡（Salapumku site）（南部山岳地域、クスコ北西地域） 

ペルー南部山岳地域のクスコ県クスコ郡に属し、クスコ市から直線距離で約 60km 北西に

位置する。マチュピチュ近くの、おそらく農耕民だったと思われる人々の 6 期の墓地遺跡

である。2008 年にペルー文化庁によって発掘が行われ、岩陰から 80 体近くの人骨が発見さ

れた。本研究で分析している試料について、性別や年齢は未確認である。古人骨 6 個体の

年代測定と同位体分析を行った。5 個体は 6 期の個体であったが、1 個体は 2 期の個体であ

った。 

 

ウィルカラカイ遺跡（Willkaraqay あるいは Willka Raqay site）（南部山岳地域、クスコ

北西地域） 

ペルー南部山岳地域のクスコ県クスコ郡に属し、クスコ市から直線距離で約 60km 北西に

位置する。ウィルカラカイ遺跡は 6 期の貯蔵施設や祭祀部屋を伴う建築群で、農耕民の集

落の遺跡だと考えられている。ただし、本研究で分析した古人骨は年代測定の結果 2 期か

ら 3 期の個体であった（付録参照）。2007 年にペルー文化庁によって発掘された古人骨を分
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析している。性別や年齢は未確認である。本研究では古人骨 6 個体の年代測定と炭素・窒

素同位体分析を行った。 

 

トロントイ遺跡（Torontoy site）（南部山岳地域、クスコ北西地域） 

ペルー南部山岳地域のクスコ県クスコ郡に属し、クスコ市から直線距離で約 60km 北西に

位置する。6 期の農耕民の集落の遺跡だと考えられている。本研究で分析した動物骨と人骨

は、2007 年から 2008 年にペルー文化庁によって発掘された資料で、人骨の性別や年齢は未

確認である。6 期の古人骨 2 個体、古動物骨 5 個体の年代測定と炭素・窒素同位体分析を行

った。 

 

マチュピチュ遺跡（Machu Picchu site）（南部山岳地域、クスコ北西地域） 

ペルー南部山岳地域のクスコ県クスコ郡に属し、クスコ市から直線距離で約 75km 北西に

位置する。インカの代表的な遺跡で、15 世紀後半に作られた巨大石造建築である。主宮殿

と祭祀建造物、付随する施設が作られており、皇帝の別荘としての役割があったと考えら

れている。本研究の資料はペルー文化庁による発掘に伴い、1998 年にインカ道の橋の付近

で出土した個体と、2000 年代に Sector II で発掘された個体で、性別や年齢は未確認である。

6 期の古人骨 6 個体の年代測定と炭素・窒素安定同位体分析を行った。 
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2.4.5  チチカカ盆地 

モリノ－チラカチ遺跡 （Molino-Chilacachi site ）（チチカカ盆地） 

ペルー南部のプーノ県プーノ郡のチチカカ盆地に位置するチチカカ湖南西岸から約 50k

ｍ南東に位置する標高 4045m の洞窟墓地である。90 年代に調査が行われ、166 個体のミイ

ラが確認された（de la Vega et al., 2005）。共伴物から、洞窟は 5 期に使用されたと推定され

ている。6 期や植民地時代に利用していた証拠はないが、他の墓地から遺体を持ってきて二

次埋葬を行っていた可能性が指摘されている（de la Vega et al., 2005）。タンによって年齢や

性別が確認されているが、未発表である。本研究では、植物性試料 3 点と 5 個体の古人骨

を用いて年代測定を行い、あわせて古人骨で同位体分析を行った。 
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第 3 章  2 期における C4資源利用の拡大:パコパンパ遺跡における時代変化 

第 1 節 背景 

 一般に、農耕が人口増加や社会の階層化、分業化、天文や治水などの技術の発展を導い

たとする説が支持され、アンデス文明でも初期の神殿社会を支えた農耕食物が注目されて

きた（チャイルド, 1951 [1936]）。栽培植物の中でも、トウモロコシはエネルギー源となる炭

水化物を多く含有し、高い保存性を有することから、アンデス地域の主要食糧として考え

られた。1 期から 2 期は、神殿の建築や更新（改築や拡大を含む）が盛んに行われ、神殿を

中心とした共同体が形成されていた時期である。神殿活動の開始時期と、トウモロコシの

出現時期が近いことから、トウモロコシは形成期の社会を支えた経済的基盤として注目さ

れてきた。特に、海岸地域において、海産資源とトウモロコシのどちらが経済的に重要だ

ったかを、出土遺物や得られる熱量（カロリー）から推定する研究などが盛んになり様々

な議論が起こったが、トウモロコシの寄与の大きさについて結論はでなかった（e.g. Moseley, 

1975; Raymond, 1981; Wilson, 1981; Quilter and Stocker, 1983）。また、歴史文書や民族学的調

査により示された祭祀におけるチチャの利用も注目され、神殿活動の開始時期や神殿更新

時期のチチャ利用が、土器様式の変化や、土器内や歯石のデンプン粒分析から推測されて

きた（Seki, 1993: 165; 1998: 158; Logan et al., 2012）。 

1980 年代から 1990 年代にかけて盛んにおこなわれた同位体分析による食性推定は、1 か

ら 2 期にかけてのトウモロコシ利用の議論を大きく推進させた。第 2 章で示したように、
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同位体分析の結果から、チャビン・デ・ワンタル遺跡を含む 2 期の多くの遺跡で C4資源の

摂取量は低いままであることが示された（Burger and van der Merwe, 1990）。北部海岸地域で

は 3 期になってから C4資源の摂取量が増加することが報告されたことから、トウモロコシ

の重要性が増すのは、3 期以降の首長制社会であり、1 期から 2 期にかけての神殿活動では

トウモロコシの利用は極めて少なかったという見方が主流になった （Ericson et al., 1989; 

Lambert et al., 2012）。 

一方、日本調査団が発掘した北部山岳地域に位置するカハマルカ地域のクントゥル・ワ

シ遺跡とカハマルカ盆地（ワカロマ遺跡、コルギティン遺跡、ロマ・レドンダ遺跡）の 3

遺跡から出土した古人骨と古動物骨で同位体分析が行われた。カハマルカ盆地とクントゥ

ル・ワシ遺跡では、文化編年が異なっている。カハマルカ盆地は 1 期の前期ワカロマ期

（1500-1000 BC）と 1 期から 2 期にわたる後期ワカロマ期（1000-500 BC）に分けられた個

体を分析、クントゥル・ワシ遺跡では 2 期に属するクントゥル・ワシ期（800-500 BC）、コ

パ期（500-250 BC）、ソテーラ期（250-50 BC）の個体を分析した。関・米田（2004）では、

クントゥル・ワシ期に炭素同位体比の上昇が確認され、2 期（形成期後期）に C4 資源の摂

取量が増加したと推測された。しかし、カハマルカ盆地とクントゥル・ワシ遺跡では立地

環境が異なっており、食性の時代差ではなく環境による違いを表している可能性がある。 

そこで本研究では、クントゥル・ワシ遺跡から 100km 北に位置するパコパンパ遺跡から

出土した古人骨と古動物骨の分析を行い、同一遺跡における 1 期から 2 期にかけての食性
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変化を検証した。また、南部山岳地域のクスコ北西部における 2 期の食性とも比較を行っ

た。 

 

第 2 節  分析試料 

  パコパンパ遺跡の PC-I 期（1200-800 BC）が本研究で定義した 1 期に当たり、PC-II 期

（800-500 BC）が 2 期に相当する。パコパンパ遺跡から出土した人骨 55 点（1 期 9 点、2

期 46 点）とシカの骨 19 点（1 期 9 点、2 期 10 点）、ラクダ科の骨 24 点（1 期 5 点、2 期 19

点）、クイ 16 点（1 期 8 点、2 期 8 点）、イヌ 1 点（1 期）を分析した。 

クスコ北西部遺跡群のワタ遺跡では、2 期の 17 個体、3 期の 2 個体を分析した。ウィル

カラカイ遺跡は 2 期の 5 個体と 3 期の 1 個体を分析した。サラプンク遺跡には 2 期の個体

が 1 個体だけ含まれていた。 

それぞれ遺跡についての説明は第 2 章第 5 節において記載している。分析遺跡の地図は

第 2 章の図 2.1 に示してある。 

 

第 3 節  結果 

 2 期の各遺跡・地域の炭素・窒素同位体比の平均値と標準偏差を表 3.1 にまとめた。遺跡

ごとの各個体のデータは、パコパンパ遺跡を表 3.2 と 3.3 に、クスコ北西地域を表 3.4 に示

す。 
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3.3.1  パコパンパ遺跡の古動物骨と古人骨の炭素・窒素同位体比 

パコパンパ遺跡の動物骨は分析を行った全ての個体で C/N 比が 2.9-3.6 の範囲内に収まっ

ており、コラーゲンの保存状態は良好だと判断される（表 3.2）（DeNiro, 1985）。1 期のシカ

の平均値と標準偏差は、炭素同位体比が-18.7±1.6‰、窒素同位体が 5.1±1.0‰であった。2

期のシカは炭素同位体比が-18.9±1.3‰、窒素同位体比が 6.0±0.8‰であった。炭素同位体

比に時代差は見られないが、窒素同位体比は有意差が検出された（マンホイットニーの U

検定: δ13C: p = 0.806, δ15N: p = 0.027*）（図 3.1）。クイの同位体比は、1 期の炭素同位体比が

-15.2±3.9‰、窒素同位体が 3.5±1.5‰で、2 期の炭素同位体比が-15.1±2.7‰、窒素同位体

が 5.1±1.3‰であった。2 時代間の差は、炭素同位体比には時代差が見られないが、窒素同

位体比では有意差が検出された（マンホイットニーのU検定: δ13C: p = 0.834, δ15N: p = 0.045*）

（図 3.2）。ラクダ科動物の平均値と標準偏差は、1 期の個体で炭素同位体比が-18.2±2.7‰、

窒素同位体が 5.4±0.9‰である。2 期の個体の炭素同位体比は-14.2±3.5‰で、窒素同位体比

は 7.3±1.5‰を示した。炭素・窒素同位体比共に 2 時代間に有意差がみられた（マンホイッ

トニーの U 検定: δ13C: p = 0.025*, δ15N: p = 0.011*）（図 3.3）。また、09PC-C-F13 を除いた 2

期の個体の炭素・窒素同位体比に負の相関がみられた（Spearman’s rank correlation coefficient、

スピアマンの順位相関係数、以下はスピアマンの  ρと略記する : スピアマンのρ  = 

-0.842***, p = 1.1E-05***）。イヌは1期の1個体しか分析しておらず、炭素同位体比で-18.4‰、

窒素同位体比で 7.3‰を示した。 
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ヒトは 4 個体（07PC-B-H-34, 07PC-B-H-58, 07PC-B-H-59, 11PC-B-Ent.518-H2）で C/N 比

が 3.6 以上を示し、コラーゲンの保存状態が不良だった（表 3.3）。この 4 個体は今後の検討

には用いない。大人の骨と、未出生児を合わせて PC-I 期の 9 個体の平均値と標準偏差は炭

素同位体比で-19.3±0.4‰、窒素同位体で 8.3±1.0‰を示した。PC-II 期の 36 個体は、炭素

同位体比が-17.2±1.2‰、窒素同位体が 7.9±1.1‰であった。PC-I 期に比べ PC-II 期には炭素

同位体比が上昇しているが、窒素同位体比に有意な変化はみられない（マンホイットニー

の U 検定: δ13C: p = 2.3E-05***, δ15N: p = 0.080）（図 3.4）。性別が同定されている個体の多い

PC-II 期において、食性の男女差はみられなかった（男性 12 個体と女性 17 個体, マンホイ

ットニーの U 検定: δ13C: p = 0.183, δ15N: p = 0.229）。 

未出生児は母親の体組織の一部であるため、そのまま大人の個体と同様にあつかうこと

ができるが、乳幼児は母親の母乳を飲むため栄養段階が一段高くなり、窒素同位体比が上

昇する。乳幼児は PC-II 期の 6 個体を分析しているが、その平均値と標準偏差は炭素同位体

比で-16.9±1.5‰、窒素同位体で 9.1±0.8‰を示した。PC-II 期の大人の個体と同位体比を比

較すると、窒素同位体比に有意差が見られた（マンホイットニーの U 検定: δ13C: p = 0.871, 

δ15N: p = 0.002**）。 

 

3.3.2  クスコ北西地域における古人骨の炭素・窒素同位体比 

 クスコ北西地域のワタ遺跡とウィルカラカイ遺跡の古人骨のうち、ワタ遺跡の 1 個体（個
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体番号 X48-A）は C/N 比が 3.6 以上を示しており、コラーゲンの保存状態が不良だと考えら

れるため、この後の検討には用いない（表 3.4）。ワタ遺跡の 2 期の 17 個体の平均値と標準

偏差は、炭素同位体比で-18.7±1.5‰、窒素同位体比で 8.6±0.8‰を示した。ワタ遺跡の 3

期の 1 個体では、炭素同位体比が-19.2‰、窒素同位体で 7.8‰であった。ウィルカラカイ遺

跡の 2 期の 5 個体は、炭素同位体比の平均値と標準偏差が-16.5±1.4‰で、窒素同位体比が

8.1±0.7‰と示された。ウィルカラカイ遺跡の 3 期の 1 個体では、炭素同位体比が-15.7‰、

窒素同位体で 8.9‰であった。2 期において、ワタ遺跡とウィルカラカイ遺跡には食性差が

見られた（マンホイットニーの U 検定: δ13C: p = 0.019*, δ15N: p = 0.181）（図 3.5）。また、サ

ラプンク遺跡に 2 期の個体が 1 個体存在し、炭素同位体比は-12.0‰、窒素同位体比は 7.9‰

を示しており、2 期から 3 期のクスコ北西地域の中で最も高い炭素同位体比を示している。 

3 遺跡を合わせてクスコ北西地域全体での食性の傾向を見ると、2 期は 23 個体で、炭素

同位体比が-18.2±1.7‰、窒素同位体比が 8.5±0.8‰であった。3 期の 2 個体は、炭素同位体

比で-17.5±2.5‰、窒素同位体比が 8.3±0.8‰を示した。クスコ北西地域における 2 時代間

の差は見られなかった（マンホイットニーの U 検定: δ13C: p = 0.688, δ15N: p = 0.763）。ワタ

遺跡、ウィルカラカイ遺跡における炭素・窒素同位体比それぞれで 14C 年代との相関も見ら

れず、2 期から 3 期初期にかけて食性に変化は見られなかった（ワタ遺跡：14C 年代とδ13C

の相関係数 スピアマンのρ= -0.226, p = 0.367; 14C 年代とδ15N の相関係数 スピアマンの

ρ=- 0.380, p = 0.120）（ウィルカラカイ遺跡：14C 年代とδ13C の相関係数 スピアマンのρ= 
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0.086, p = 0.872; 14C 年代とδ15N の相関係数 スピアマンのρ= - 0.638, p = 0.173）（図 3.6）。 

 

第 4 節 考察 

3.4.1 パコパンパ遺跡における動物の食性 

 シカ、クイ、ラクダ科動物で共に、1 期と 2 期の間で窒素同位体比が上昇しており、ラク

ダ科動物のみ 2 期に炭素同位体比の上昇が見られた（図 3.7）。複数の動物で窒素同位体比

が上昇した原因として、環境要因もしくは人的要因の可能性が挙げられる。環境要因は、

気温や降水量の変化など急激な環境変化が想定される。また、人的要因としては、ラクダ

科動物やクイではヒトが動物に与えたエサの変化や飼育環境の変化が考えられる。シカは

飼育されず野生の個体が狩猟されていたため、ヒトによるシカの狩猟地域が谷底やより標

高の低い地域などに変更された可能性が想定される。 

年平均降水量が少ない地域ほど、僅かな降水量変化で窒素同位体比が変化するが、年平

均降水量が 200mm 以上になると、植物の窒素同位体比が 1‰変化するのに 400mm の年間降

水量変化が必要になる（Szpak et al., 2013）。パコパンパの属するケチュア帯からユンガ帯は

250mm-500mm の年平均降水量であり、もし同一地域における降水量の減少などの環境変化

が要因であれば、他の地域の動物の同位体比にも影響が見られると考えられる。しかし、

クントゥル・ワシ遺跡のシカは、イドロ期（1000-800 BC），クントゥル・ワシ期（800-500 BC），

コパ期（550-250 BC），ソテーラ期（250-50 BC）の 4 時期で、炭素・窒素同位体比共に統計
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学的な有意差は見られなかった（クラスカル・ウォリス検定: δ13C p = 0.901, δ15N p = 0.546）

（関・米田未発表データ）。また、降水量が変化すれば、窒素同位体比だけでなく、同時に

炭素同位体比の下降にも表れると推測されるが、本分析では有意差が検出されていない。

従って、パコパンパ遺跡の窒素同位体比の上昇は環境要因ではなく、人的要因だと考えら

れる。シカについては、同一地域における環境変化ではなく、パコパンパ遺跡で消費され

るシカの狩猟地域が変化したと推定される。他遺跡のシカと比較すると、1 期の個体はケチ

ュア帯に属するマンターロ谷上流の個体と同位体比が類似しており、2 期にはユンガ帯に属

するクントゥル・ワシ遺跡に似た同位体比に変化していることから、パコパンパ遺跡の 2

期のシカは 1 期よりも標高の低い地域で捕獲された可能性が示唆される（DeNiro, 1988）（図

3.8）。 

 動物の摂取した食物（シカ、クイ、ラクダ科動物は草食動物、イヌは雑食動物）を推定

するため、第 1 章第 2 節 1.2.2 で示したアンデスの栽培植物の参考値と、先行研究で報告さ

れている野生の植物の同位体比を用いて比較した（図 3.9）（Szpak et al., 2013）。 

 シカは 2 時代とも C3植物に特化した食性だったと考えられる。イヌは 1 期の 1 個体しか

分析していないが、1 期のシカやラクダ科動物よりも高い窒素同位体比を示す。イヌは雑食

性のため、動物性タンパク質を摂取していた可能性が示唆される。 

クイは草食動物であり、ヒトの近くで飼育されることから、ヒトによって与えられた餌

で同位体比が異なってくる。クイは 1 期から高い炭素同位体比を示している点で特徴的で
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ある。1 期から C4 植物を摂取していたと考えられる。アンデス地域には、高い炭素同位体

比と、栽培 C4植物よりも低い窒素同位体比を有する野生の C4植物が存在しているため、ク

イはこれらの野生の C4植物をエサとしていた可能性が考えられる。また、著者による試験

的な現生のトウモロコシの各部位の同位体比の測定では、雄穂や根で特に低い窒素同位体

比が示された（それぞれ、-1.85‰と-1.30‰）（瀧上舞・未発表データ）。残念ながら、摂取

された植物が野生の C4植物なのか、栽培された C4植物なのかを区別することが難しく、現

段階ではクイが食べた C4植物を同定できない。 

ラクダ科動物は 2 時期間で同位体比が大きく異なる。1 期の個体は主に低い炭素同位体比

と低い窒素同位体比を有する C3資源を摂取していたと考えられる（仮に、A タイプの食性

とする）。2 期の個体は、低い炭素同位体比と高い窒素同位体比を有する C3植物と、高い炭

素・低い窒素同位体比を有する C4植物を混合した食性だったと推測される（仮に、B タイ

プの食性とする）。もし、同一遺跡におけるエサの変化だけであれば、食性は 2 時期で明確

に変化したと考えられる。しかし、1 期の 5 個体のうち 1 個体が B タイプの食性を示してお

り、2 期の 19 個体のうち 1 個体が A タイプの食性を示している。神殿としてのパコパンパ

遺跡の機能を考慮すると、別々の場所で飼育されたため異なる食性を持つラクダ科動物が

両時期に遺跡を訪れており、1 期と 2 期で、その訪れる集団の割合が変化した可能性が示唆

される。言い換えれば、1 期には A タイプの食性を有する集団が B タイプの食性を有する

集団よりも多くパコパンパ遺跡を訪れ、2 期には反対に、B タイプの食性の集団の方が A タ
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イプの食性の集団よりも優勢であった可能性が示唆される。シカやクイ、ラクダ科動物の

同位体比の違いは、今後ストロンチウム同位体比や酸素同位体比を用いて出身地域の違い

を調べることで、明らかにしていくことができるだろう。 

 

3.4.2 パコパンパ遺跡におけるヒトの食性 

パコパンパ遺跡の古人骨の値と、古動物骨から推定された可食部の同位体比、そして先

行研究から推定した食資源の同位体比から、パコパンパ遺跡の 2 時代の食性を推定した（図

3.10）。1 期のヒトの同位体比は C3資源に類似しており、C3植物と炭素同位体比の低い動物

性タンパク質（シカやラクダ科動物）を混合した食性だったと考えられる。2 期はシカの肉

の値よりも高い炭素同位体比を示す個体がいることから、C4 資源の相対的な摂取量が増加

したと考えられる。また、2 期では 1 期よりも炭素同位体比の個体差が大きく、C4資源の摂

取量には個体差があった可能性が示される。両時代とも、陸生草食動物に近い窒素同位体

比を示すことから、海生生物の摂取量は極めて少なかったと考えられる。パコパンパ遺跡

ではクジラの骨も出土しているが、海岸地域からの食資源の流入は少なったのだろう（鵜

澤, 2010）。また、両時代ともに陸生動物や C3植物よりも低い窒素同位体比を示す個体もい

ることから、豆類の摂取の可能性も示唆される。 

古人骨の炭素同位体比で示されたパコパンパ遺跡における2期のC4資源の摂取量増加は、

C4植物あるいは C4植物を摂取した動物の 2 つの可能性が考えられる。パコパンパ遺跡から
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出土した土器や歯石におけるデンプン粒分析では、マニオク、インゲンマメ、イモ、アラ

カチャ、トウモロコシが検出されており、C4 植物であるキウィチャは報告されていない

（Vázquez and Tham, 2007, 2009, 2011, 2013）。従って、ヒトにおける炭素同位体比の上昇か

ら示唆される C4植物利用の増加はトウモロコシによると考えられる。また、C4植物を摂取

した動物にラクダ科動物とクイが存在しているが、遺跡から出土した動物骨の相対量から

クイの寄与は小さく、シカとラクダ科動物が多くを占めていたと推測されている（鵜澤・

私信）。従って、ヒトの C4 資源摂取の増加は、トウモロコシか、C4 植物を摂取したラクダ

科動物の消費が影響していると推測される。 

 

3.4.3  広域的な食性の時代差と地域差 

 第 2 章で示した先行研究のデータと本研究のデータを合わせて、1 期から 3 期までの各地

の古人骨の同位体比を改めて広域的に比較検討する。1 期の遺跡ではいずれも C3 資源に強

く依存した食性であり、山岳地域の遺跡では豆類を含む C3植物と、C3植物を摂取した陸生

草食動物が中心である。（図 3.11 上図）。海岸地域に近いほど窒素同位体比が高くなり、C3

資源と海産物を混合した食性だったと推測される。また、特に山岳地域の遺跡では炭素・

窒素同位体比共に遺跡内のばらつきが小さく、遺跡内での食性の均質性が示唆される。ト

ウモロコシは 5000-3000 BC の複数の遺跡で出土が報告されているが、古人骨の炭素同位体

比からは極限られた地域での栽培だった、もしくは、各地域で栽培はされていても相対的
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な摂取量は低かったと考えられる。山岳地域の遺跡における海産資源の利用は極めて少な

かったと考えられ、エル・ミラドール遺跡は特に低い窒素同位体比を示すことから、豆類

の摂取が示唆される。 

2 期になると、複数の遺跡で C4 資源の摂取量が増加し、それに伴って同一遺跡内での食

性の個体差が大きくなっている（図 3.11 中図）。北部山岳地域のパコパンパ遺跡やクントゥ

ル・ワシ遺跡ではこの時期に相対的に C4資源摂取量の高い個体が出現する。しかし、クン

トゥル・ワシ遺跡から約 40km のカハマルカ盆地の遺跡では前時代との食性差はなく低い炭

素同位体比のままである。これはカハマルカ盆地のデータに少し古い時代の個体が含まれ

ていることが原因の 1 つかもしれない（後期ワカロマ期：ca. 1000-550 BC）。また、クント

ゥル・ワシが標高 2300m でユンガ帯上部に位置するのに対し、カハマルカ盆地の 3 遺跡は

ケチュア帯上部に位置するため、カハマルカ盆地ではトウモロコシ栽培が難しい。従って、

クントゥル・ワシ遺跡とカハマルカ盆地の 3 遺跡は共にカハマルカ地域として合わせて比

較検討されるが、カハマルカ地域でも遺跡による食性差があった可能性が示唆される。 

クスコ北西地域でも、ワタ遺跡とウィルカラカイ遺跡で C4資源利用に差が見られる。ワ

タ遺跡は標高 4000m の山頂に位置する遺跡であるため、温暖で水の多い谷側に移動しなけ

ればC4植物の栽培が難しい。ワタ遺跡から直線距離で10-20km西に位置するユトュ（Yuthu）

遺跡では、炭化した植物遺物のうち 8.78%がトウモロコシだった（Davis, 2011: 14-15）。ユト

ュ遺跡は標高 3500m に位置するためトウモロコシ栽培には適していないが、隣接する湖や、
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標高が 600m 下方の谷でトウモロコシを栽培していたと推測されている（Davis, 2011: 14-15）。

また、ワタ遺跡から直線距離で 25km北に位置する標高 3350mのマルカコチャ湖では 800 BC 

にトウモロコシ花粉が出現する（Chepstow-Lusty, 2011）。従って、クスコ北西地域内でも、

遺跡周辺の環境による C4資源利用の遺跡差があったと推測される。チャビン・デ・ワンタ

ル遺跡の低い炭素同位体比も遺跡周辺にトウモロコシ栽培に適したケチュア帯が極めて少

ないという環境の影響が指摘されている（Burger and van der Merwe, 1990）。ワリコト遺跡は

標高約 2700m でトウモロコシの栽培可能地域であるにも関わらず、チャビン・デ・ワンタ

ル遺跡と類似した低い炭素同位体比で、個体差も小さい。チャビン文化の影響を強く受け

ている地域であるため、トウモロコシ栽培拡大の文化が波及していなかったのかもしれな

い。 

チャビン・デ・ワンタル遺跡や、ワリコト遺跡、カハマルカ盆地など、標高 2700m 以上

の遺跡では C4資源の相対的摂取量増加は見られないが、チャビン・デ・ワンタル遺跡では

トウモロコシの頴果の出土やラクダ科動物の高い炭素同位体比（骨コラーゲンで-12.8‰）

が確認されている（Burger and van der Merwe, 1990）。また、標高 3800m の山岳地域にある

チチカカ盆地の複数の遺跡で土器や擦り石からトウモロコシのデンプン粒やプラントオパ

ールが確認されていることから、トウモロコシ栽培に適さない環境の地域でも、2 期にはト

ウモロコシが利用され始めたと推測される（Burger and van der Merwe, 1990; Logan et al., 

2012）。 
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また、海岸地域では、オスモレ谷の太平洋に面した遺跡のデータが報告されている。1 期

の遺跡で見られる C3資源と海産資源の混合曲線の延長線上に位置しており、海岸地域でも

C4資源の利用は少なかったと推測される。オスモレ谷の遺跡は年代が 500 BC – AD 500 と見

積もられているため、当該遺跡は 3 期の可能性も含んでいるが、少なくとも 2 期までは、

オスモレ谷の河口部において C4植物の栽培は多くなかったと考えられる。 

例外的な値として、アヤクーチョ地域のピキマチャイ（Pikimachay）洞穴の個体は、骨で

炭素同位体比が約-15.4‰で窒素同位体比が約 4.4‰と報告されている（食資源との同位体比

比較のため Finucane (2009)で報告されている値に炭素-4.5‰と窒素-3.6‰の補正行った）。2

期としては非常に高い炭素同位体比である。窒素同位体比は他の山岳地域の遺跡と差がな

いため、高い炭素同位体比は C4資源の相対的摂取量がとても高かったためと考えられる。

アヤクーチョ地域ではピキマチャイ洞穴遺跡を始め、1 期から多くのトウモロコシ遺存体が

発見されおり、この地域は他地域に比べて先駆的にトウモロコシが導入された地域であっ

た可能性が示唆されている（Bonavia, 2013）。800-500 BC 頃（2 期）には、神殿遺跡の放棄

や、より巨大で立派な神殿への「更新」（古い神殿を意図的に放棄し、その上にかぶせるよ

うにして同じような神殿を築く行為）が行われ、異なる環境から人々が高地の巨大な神殿

を訪れていたと考えられている。人の移動で祭祀食としてのチチャ利用や効率的なトウモ

ロコシ農耕方法が伝わって来たのか、人の増加に伴って必要に迫られてトウモロコシ栽培

が増加したのか、あるいはトウモロコシが自然に増産されるようになったため経済が発展
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して人の移動が生じたのか、どれが変化の主要な原因であり、どれが付随する結果なのか

を同定するのは難しい。しかし、2 期により広域を移動するヒトが増加したことと、トウモ

ロコシ摂取（栽培）の増加は関連性があるのかもしれない。 

また、山岳地域の遺跡における窒素同位体比は低いことから、海産資源の利用は 1 期と

変わらず低いままだったと推測される。 

 山岳地域の神殿が衰退し、海岸地域での地域文化が興隆し始める 3 期になると、海岸地

域の遺跡における高い炭素同位体比が顕著になる（図 3.11 下図）。海岸地域では遺跡間の窒

素同位体比差は大きく、遺跡によって海産物の相対的摂取量が異なっていたと考えられる。

特にナスカ地域は、全体の食性における海産物の寄与率が低かったと推定されている

（Kellner and Schoeninger, 2012）（第 5 章第 4 節 5.4.1 を参照）。アヤクーチョ地域では 2 期に

続いて高い C4資源摂取量がみられるが、3 期のワルパ期になると、やや C4資源の寄与率が

下がり、他の食資源の利用が拡大したことが示唆される。ワタ遺跡やウィルカラカイ遺跡

は 3 期の初期の古人骨であるため、2 期の食性と大差ない。チチカカ盆地では、土器や歯石、

道具のデンプン粒分析から 2 期にトウモロコシの摂取が確認されているが、炭素同位体比

の分析結果からは 3 期には C3資源の寄与が高かったことが示されている（Berryman, 2010; 

Logan et al., 2012）。1 期のミナ・ペルディーダ遺跡と同程度の窒素同位体比を示すことから、

海産資源の寄与があった可能性も想定されるが、考古遺物からの海産食資源の利用は同定

されておらず、チチカカ盆地での C3資源の窒素同位体比が他地域の山岳地域よりも高い可
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能性も考えられる。残念ながら、3 期の北部山岳地域での古人骨の同位体比報告はないため、

2 期に C4植物栽培が拡大した北部山岳地域で 3 期にどのように食性が変化したのかは明ら

かになっていない。 

 

3.4.4  社会的差異による食性差 

 6 期には、インカの高い階級の人々による祭祀におけるトウモロコシ（チチャ）利用が歴

史文書から推定されているが、パコパンパ遺跡における C4資源利用の増加は誰が積極的に

行っていたのだろうか？祭祀に関わるインカのような利用を想定すると、宗教的リーダー

による利用が推測される。2 期には、各神殿遺跡で、神殿内部へのアクセスの制限や、限ら

れた埋葬個体への朱の散布や、金銀製品の副葬品など、集団内に社会的差異が生じ始めた

と考えられている。ここで、遺跡内の社会的差異と同位体比に関連性から、C4 資源の利用

方法について検討する。 

C4資源利用の階層差について、同位体分析の先行研究では、5 期から 6 期への食性の変化

において、ハウハ地域内におけるエリートと非エリートで共に C4資源の摂取量が増加した

ことが報告されており、トウモロコシの摂取量に階級差はなかったと考えられた（Hastorf 

and Johannessen, 1993; Burger et al., 2003）。3 期から 4 期への時代変化の時期も、ナスカ地域

では首級にされた戦士（もしくは高い階級）と一般の人々の間で食性の差がないこと、ま

た支配者側のワリと在地のナスカ地域の人々の間にも食性の差はなかったことが報告され
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ている（Kellner and Schoeninger, 2008）。一方で、中部海岸地域の 4 期のアンコン遺跡では、

エリートの個体は非エリートの個体に比べて高い C4資源摂取量が示されている（Slovak and 

Paytan, 2009）。また、エクアドルの山岳地域のラ・フロリダ遺跡（ca. AD 100-450）（本研究

での 3 期）でも、高い階級の個体は低い階級の個体に比べてより多くの C4資源を摂取して

いたと報告されている（Ubelaker et al., 1995）。これらはいずれも 2 期より後の 3 期から 6 期

の分析結果であり、本研究でトウモロコシ摂取の増加が示された 2 期の報告はまだない。 

そこで、パコパンパ遺跡における社会的差異を示す以下の 3 項目について、食性の差を

検証した。1 つ目は散乱人骨と埋葬人骨、2 つ目は金属製副葬品の有無、3 つ目は頭蓋変形

の有無である。散乱人骨は、骨が解剖学的位置を保たずにばらばらの状態で出土した個体

をさしており、埋葬人骨は解剖学的位置を保った状態で埋葬された個体をさす。2 つ目の金

属製副葬品について、パコパンパ遺跡では金製副葬品を持つ 2 個体と銅製副葬品をもつ 1

個体に対し、金属製副葬品を持たない個体を比較する。また、3 つ目として、頭蓋変形は、

頭蓋骨縫合が骨化していない幼少期から施術することから、幼少期から他の個体と差異を

与えられた個体を示していると考えられる。金属製副葬品の有無と頭蓋変形は、北部山岳

地域のクントゥル・ワシ遺跡の個体でも先行研究のデータを基に検証を行った。これらの

特別な個体は、その他の個体に比べて出土数が少ないが、マンホイットニーの U 検定を行

った。 

パコパンパ遺跡から出土した 2 期に属する散乱人骨 4 個体と埋葬人骨 29 個体を比較した
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が、炭素同位体比でも窒素同位体比でも統計学的な有意差は検出されなかった（マンホイ

ットニーの U 検定: δ13C: p = 0.066, δ15N: p = 0.390）（図 3.12）。しかし、散乱人骨のうち 2 個

体は炭素同位体比が特に高い値を示した。次に、金属製品の有無に注目すると、同様に統

計学的な有意差は検出されなかった（マンホイットニーの U 検定: δ13C: p = 0.115, δ15N: p = 

0.818）（図 3.13）。しかし、最も高い炭素同位体比を示す個体の多くは金属製品を有してい

ない個体であった。 

パコパンパ遺跡では有意差が検出されなかったが、クントゥル・ワシ遺跡のクントゥル・

ワシ期、コパ期でも、それぞれ金属製副葬品の有無で炭素・窒素同位体比を比較した。そ

の結果、クントゥル・ワシ期では金属製品を伴わない個体で有意に高い炭素同位体比と低

い窒素同位体比を示し、コパ期では炭素同位体比には有意差が検出されなかったが、金属

製品を伴う個体で有意に高い窒素同位体比がみられた（クントゥル・ワシ期: マンホイット

ニーの U 検定: δ13C: p = 0.030*, δ15N: p = 0.016*）（コパ期: マンホイットニーの U 検定: δ13C: 

p = 0.370, δ15N: p = 0.025*）（図 3.13）。コパ期で示された窒素同位体比の差は肉類摂取の差

の可能性がある。 

最後に、頭蓋変形の有無の比較においては、パコパンパ遺跡とクントゥル･ワシ遺跡両方

で統計学的有意差は検出されなかった（PC-II 期: マンホイットニーの U 検定: δ13C: p = 0.732, 

δ15N: p = 0.067）（クントゥル・ワシ期: マンホイットニーの U 検定: δ13C: p = 0.307, δ15N: p = 

0.126）（コパ期: マンホイットニーの U 検定: δ13C: p = 0.390, δ15N: p = 0.528）（図 3.14）。し
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かし、いずれも最も炭素同位体比の高い個体は頭蓋変形を持たない個体であった。またク

ントゥル・ワシ遺跡のコパ期では、頭蓋変形が確かな 1 個体は炭素同位体比が比較的低か

った。パコパンパ遺跡では金属製副葬品を持つ個体や頭蓋変形を伴う特別な個体では炭素

同位体比が高いという傾向が示されなかったが、クントゥル・ワシ遺跡では金属製副葬品

を伴う個体において炭素同位体比が低い傾向が示されたことから、北部山岳地域では社会

的差異に伴う食性差の有無は遺跡によって異なっていた可能性が示唆される。 

この結果は、トウモロコシを政治・祭祀的に重要な資源として活用する集団が台頭する

ような社会変化は 2 期には生じておらず、3 期以降に生じた可能性を示唆している。例えば

近年、上流階級が農耕作物の導入・増加を推進したのではなく、農耕が一部の人々の地位

を向上させ富を持った階級を生み出したという説が 3 期の北部海岸で発展したモチェ文化

の研究から示されている（Castillo Butters, 2009）。作物生産力の向上によって、人口増加や

階級差の出現、職業の分化などの社会の発展が導かれたというこの説は、トウモロコシ利

用の増加を検証したランバートらの同位体分析で支持されている（Lambert et al., 2012）。モ

チェでは、リーダーが巨大な労働力を行使するためには、安定した十分量の経済基盤が前

提条件として必要であり、その経済基盤となるトウモロコシ生産がモチェ期の前の時代に

確立されたと考えられている。つまり、大量のトウモロコシ農耕が社会構造を変化させた

というのである。また、2 期から高いトウモロコシ摂取を示すアヤクーチョ地域は 4 期に台

頭したワリ文化の中心地であり、人口増加や都市化に先立つトウモロコシ農耕が示されて
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いる（Finucane, 2009）。従来は、人口増加や都市化、分業の生じた 3 期や 4 期にトウモロコ

シの栽培が拡大し摂取量が増加したと想定されてきたが、それらの社会変化に数百年先立

って高い C4植物の摂取が明らかになっている。したがって、広域的にみられる 2 期のトウ

モロコシの活用の増加がその後の社会構造を変化させ、トウモロコシの重要度を高めたと

推測される。 

北部山岳地域内で遺跡差はあるものの、クントゥル・ワシ遺跡で示唆された社会的差異

による C4資源利用の違いは、社会変化の兆しを表しているのかもしれない。また、パコパ

ンパ遺跡とクントゥル・ワシ遺跡で金属製品の有無で食性比較をしたところ、C4 資源が金

属製品を伴うような特別な人々によって占有されたものではないという可能性も示唆され

た。ただし、両遺跡ともに分析個体は全て祭祀建造物の中で見つかっており、墓として単

体埋葬されている個体も多く、一般の人々とも異なる『特別な個体』である可能性が十分

考えられる。残念ながら祭祀建造物外での 2 期の一般の人々と考えられる人骨は発掘され

ていない。将来的には、一般の人々の食性も調査していく必要があるだろう。 

 

第 5 節 結論 

北部山岳地域のパコパンパ遺跡における 1 期から 2 期にかけての食性の時代差を検証し

た結果、2 期に C4資源の利用が増加したことが明らかになった。2 期には 1 期よりも高い炭

素同位体比を示す個体が北部山岳地域のクントゥル・ワシ遺跡や、南部山岳地域のクスコ
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北西地域でも出現している。この同位体比で確認された C4資源利用の増加は、先行研究の

クスコ地域の花粉分析や、パコパンパ遺跡やチチカカ盆地でのデンプン粒分析によるトウ

モロコシの出現とも一致している。従って、2 期には、広域的に C4 資源の相対的な摂取量

が増加したと考えられる。 

2 期は神殿内部へのアクセスの制限や、特異的な副葬品を伴う個体の出現など、社会的差

異が生じた時代だと推測されている。歴史文書から推定されたインカによるトウモロコシ

利用や、先行研究で報告されていたインカ支配による C4資源利用の増加が従来の食性変化

の解釈の基礎とされていたため、2 期の C4 資源利用の増加もリーダーによるトウモロコシ

利用が想定されてきた。しかし、本研究で社会的差異に伴う食性の違いを検証したところ、

特別な個体は炭素同位体比が必ずしも高くないことが示された。これは従来の想定は異な

る結果である。この結果は、1 遺跡・1 地域における C4資源利用の増加をリーダーによる資

源コントロールだと単純に結びつけるのは不十分な解釈であることを示している。 

そこで、本論文で提示した研究目的（第 1 章第 3 節）に従って、広域的な食性の画一化

と多様化から生産を含む資源流通を推定することで、リーダーによる食資源コントロール

を考察できるか検証していく。第 4 章と第 5 章では、歴史文書に基づくインカによる資源

コントロールが推測されている 6 期について、クスコ地域や、被征服地のデータを加えて

上記の方法が活かせるかどうかを確認する。第 4 章では 6 期のデータを示し、第 5 章では 5

期のデータを加えて食性の時代差を検証する。 



103 
 

第 4 章 6 期におけるインカ支配下での食性の地域差 

第 1 節  背景 

 6 期には、インカによる資源の再分配や集団の移住、交通網の整備などが行われたことか

ら、資源の流通が活性化したと予想される（第 1 章第 1 節 1.1.3 参照）。例えば、チリ北部

のアリカ市に近いリュタ谷の調査では、糞石のデンプン粒分析から、インカによる征服後

に塊茎類（オカやユカ、チューニョ）の摂取量が増加したと報告されている（Vinton et al., 

2009）。オカやチューニョは調査地域では作れないため、山岳地域からの資源流入が生じた

とヴィントンらは指摘している。また、チリ中部のセロ・デル・インガ遺跡では、植物遺

存体の分析から、インカによるキヌア栽培の強化が示唆されている（Rossen et al., 2010）。

キヌア栽培の起源であるチチカカ盆地から南部への拡散時期については定かではないが、

ロッセンはセロ・デル・インカ遺跡の北部に位置するセロ・デ・ラ・クルス遺跡でもイン

カ期にキヌアが出土することから、インカがキヌア栽培の拡散に寄与して入る可能性を示

唆している。ナスカ地域のパホナル・アルト遺跡では、6 期にトウガラシの増加が報告され、

インカによる栽培の増加か資源流通の可能性が指摘されている（Conlee, 2000: 297）。また、

インカによるトウモロコシ栽培の促進や、チチャの多用から、C4 資源の利用が増加したと

推測される（第 1 章第 1 節 1.1.3 参照）。ハウハ地域ではインカの征服後にトウモロコシ利

用が増加することが注目されてきた（Hastorf and Johannessen, 1993; Hastorf, 2001; Burger et al., 

2003）。また、インカによる大規模農場の例として、トウモロコシ、ワタ、トウガラシが栽
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培されたペルーのアバンカイ地域や、トウモロコシ栽培が行われたボリビアのコチャバン

バ地域の存在が挙げられる（ダルトロイ, 2012）。インカは改良したトウモロコシ栽培の方

法も征服地に伝えている。例えば、インカ式の段々畑は、山の斜面も耕作地にすることで

栽培可能地域を増加させた。これらのことから、6 期には資源流通と C4 資源利用が増加し

ており、食性の画一化生じていたと考えられる。 

しかし、一方で、食性には地域多様性があったという民族学的・考古学的な研究報告も

ある。山本（2004）は現代の民族植物学的研究から、南部山岳地域でのジャガイモの重要

性を強調している。アンデス中部・南部山岳地域には根栽農耕文化が今も根強く残ってお

り、この地域でのトウモロコシ摂取は祭祀・儀礼時のチチャ利用がほとんどだったと指摘

している。15 世紀前半まではこの地域がインカ帝国の統治範囲であったため、インカ本来

の主要な作物は塊茎類であり、彼らの生業はあくまで根栽農耕にトウモロコシ農耕が加わ

った形であっただろうと推測している。これを支持するのが、インカによる地方行政施設

であったワヌコパンパ跡の発掘結果である。インカ期の貯蔵庫を調査した結果、円形倉庫

ではトウモロコシの頴果と保存容器と推定される土器が出土し、方形倉庫では炭化したイ

モ類が出土した（Morris and Thompson, 1970, 1985: 97-108）。また、方形倉庫は床面に石が敷

き詰められ、排水構造になっていることから、腐りやすい塊茎類を保存した構造であった。

遺跡内では方形倉庫の数が多く、保存されていた食物はイモ類が 50-80%を占め、トウモロ

コシは 5-7%であったと推定された（Morris and Thompson, 1970: 357）。さらに、インカ帝国



105 
 

繁栄の短さ（統治地域の拡大を初めてからスペイン人が来るまで約 100 年）から、帝国内

でトウモロコシの普及や資源流通の発展に十分な時間がなかったとも推測される。特に、

インカは従順な征服地には従来の生活習慣・宗教の継承を認めており、急速に各地の民族

集団と互恵関係を結んだ多民族・多文化な国家であった。そのような地域では太陽信仰も

普及せず、トウモロコシ摂取量が少ない地域も存在していた可能性が十分に想定される。 

これらの食性に関する研究は方法が多様であり、共通指標を用いた地域比較を行ってい

ない。同位体分析による食性推定は共通指標となりうるが、これまでに地域間比較を行っ

たのはバーガーらの論文だけであった（Burger et al., 2003）。バーガーらはハウハ地域でのイ

ンカ征服後の C4植物摂取量の増加を示したが、当該地域の発掘報告には前述したサンプリ

ング地域の問題点も指摘されている（第 2 章第 1 節注記 2-8 参照）。また、北部・中部・南

部山岳地域の遺跡間の比較では、いずれも高い C4植物の摂取量を示したものの、遺跡間で

わずかに炭素同位体比が異なり、食性の地域差が存在する可能性も指摘されている。 

本研究で独自に先行研究の同位体比を比較したところ（第 2 章第 2 節 2.2.6 参照）、チチ

カカ盆地を除いて、6 期には 5 期よりも食性の画一化する傾向が見られた。しかし、先行研

究では 6 期に資源流通の中心地域であったクスコ地域の同位体分析として、クスコ市から

直線距離で約 75km 離れたマチュピチュ遺跡の報告しかない。6 期のクスコ市を中心とした

中央集中－再分配型の資源流通の検証を行うにあたり、よりクスコ中心部に近い地域のデ

ータが必要とされる。そこで本研究では、首都クスコ市街の遺跡とクスコ郊外の遺跡、及
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びインカによって征服された 2 地域を含む 8 遺跡を分析することで、首都クスコを含む広

域での後期ホライズンの食性比較を行った。 

 

第 2 節 分析試料 

 インカの首都クスコの高台に位置するサクサイワマン遺跡から出土した 6 期の 30 個体の

古人骨と、クスコから北西地域に直線距離で 30-70km の間に位置するワタ遺跡の 1 個体、

パタリャクタ遺跡の 1 個体、サラプンク遺跡の 5 個体、トロントイ遺跡の 2 個体、マチュ

ピチュ遺跡の 6 個体の炭素・窒素安定同位体比を測定した。また、トロントイ遺跡からは 3

個体のラクダ科動物の骨も分析した。さらに、北部山岳地域のラグナ・デ・ロス・コンド

レス遺跡の 10 個体と、同じく北部山岳地域のタンタリカ遺跡の 4 個体も分析を行った。ラ

グナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の 10 個体の内、3 個体からは毛髪試料も採取して分析し

た。遺跡についての説明は第 2 章第 5 節において記載している。分析遺跡は第 2 章の図 2.1

に示してある。 

 

第 3 節 結果 

 6 期の各遺跡・地域の炭素・窒素同位体比の平均値と標準偏差を表 4.1 にまとめた。遺跡

ごとの各個体のデータは、サクサイワマン遺跡を表 4.2、クスコ北西地域を表 4.3、タンタ

リカ遺跡を表 4.4、そしてラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡を表 4.5 から表 4.7 に示す。 
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4.3.1  サクサイワマン遺跡における古人骨の炭素・窒素同位体比 

 サクサイワマン遺跡の人骨 30 個体は全て C/N 比が正常値とされる 2.9-3.6 の間におさま

っており、骨コラーゲンの保存状態は良好だと考えられる（DeNiro, 1985）（表 4.2 参照）。

30 個体の平均値は炭素同位体比が-11.6±1.1‰で、窒素同位体比が 12.0±1.4‰を示した（表

4.1 参照, 図 4.1）。1 個体だけ、Sacsayhuaman-28（埋葬番号 26）は例外的に高い炭素・窒素

同位体比を示す。男性 9 個体の平均値は、炭素同位体比が-11.7±0.7‰で、窒素同位体比が

12.1±0.6‰である。女性 20 個体（Sacsayhuaman-28 含む）の同位体比の平均値は、炭素同

位体比が-11.6±1.3‰で、窒素同位体比が 11.9±1.6‰であり、男女間に有意差は見られなか

った（マンホイットニーの U 検定  δ13C: p = 1.00, δ15N: p = 0.256）。 

また、サクサイワマン遺跡では墓のタイプが A と B、C に分けられている。C タイプは他

の 2 タイプに比べて年代が古いと推測されていたが、本研究では 3 タイプの墓の利用に時

代差はみられなかった（付録参照）。炭素・窒素同位体比についても、A タイプは 2 個体の

ため差の検定を行っていないが、B タイプの墓と C タイプの墓の間には統計学的な有意差

は検出されなかった（マンホイットニーの U 検定 δ13C: p = 0.429, δ15N: p = 0.944）（図 4.2）。

また、6 期だけの僅かな時間ではあるが、時代に伴う同位体比変化も炭素・窒素同位体比共

にみられなかった（14C 年代とδ13C : スピアマンのρ = 0.166, p = 0.380, 14C 年代とδ15N : ス

ピアマンの ρ = 0.016, p = 0.935）。 
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4.3.2  クスコ北西地域における古人骨と古動物骨の炭素・窒素同位体比 

 クスコ北西地域の 5 遺跡の古人骨 15 点と動物骨 3 点のうち、マチュピチュの 2 個体以外

は C/N 比が 2.9-3.6 の間におさまり、骨コラーゲンの保存状態は良好だった（DeNiro, 1985）。

マチュピチュ遺跡の 2 個体（Machupicchu-1, 2）は高い C/N 比により保存状態が良くないと

判断されるため、今後の検討から除いた（表 4.3）。クスコ北西地域の 13 個体のヒトの同位

体比の平均値は、炭素同位体比が-11.9±1.2‰で、窒素同位体比が 10.0±1.4‰である（表 4.1, 

図 4.1 参照）。ワタ遺跡、パタリャクタ遺跡、トロントイ遺跡は個体数が少ないため、遺跡

間比較には適さない。やや個体数は少ないものの、サラプンク遺跡とマチュピチュ遺跡の

間では窒素同位体比に有意差が示され（マンホイットニーの U 検定   δ13C: p = 0.902, δ15N: p 

= 0.014*）、マチュピチュの窒素同位体比は他の遺跡よりも有意に低い値を示した（図 4.3）。 

 

4.3.3  タンタリカ遺跡における古人骨の炭素・窒素同位体比 

 タンタリカ遺跡の 4 個体は C/N 比が 2.9-3.6 の間におさまっており、骨コラーゲンの保存

状態は良好だった（DeNiro, 1985）（表 4.4）。平均値は炭素同位体比で-11.6±2.0‰で、窒素

同位体比で 8.5±0.9‰であった（表 4.1, 図 4.1 参照）。 

 

4.3.4  ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡における古人骨の炭素・窒素同位体比 

 ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の古人骨 10 個体は C/N 比が 2.9-3.6 の間におさまっ
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ており、骨コラーゲンの保存状態は良好だった（DeNiro, 1985）（表 4.5）。コラーゲンの同

位体比の平均値は、炭素同位体比が-15.8±1.1‰で、窒素同位体比が 6.6±0.8‰であった（表

4.1, 図 4.1 参照）。 

一方、毛髪も現代人の毛髪の C/N 比（3.0-3.8）と同じ範囲におさまっており、保存状態

は良好だった（O’Connell and Hedges, 1999a）（表 4.6）。毛髪の連続分析では、CMA210 は炭

素同位体比が大きく変動しており、CMA277 と CMA0023 は窒素同位体比の変動が大きかっ

た（図 4.4）。また、炭素・窒素同位体比に相関は見られない（表 4.7）。しかし、いずれも、

第 5 章のチャウチ―リャ遺跡で推定された農耕サイクルに伴う同位体比の変動幅の範囲内

（炭素同位体比: 3.1±0.8‰, 窒素同位体比:1.8±0.5‰）に納まっている。すわなち、毛髪の

連続分析による食性の季節変化は農耕サイクルに伴う食物変化を示していると考えられ、

移動や祭祀、病気などの特別な食性の変化は反映していないと推測される。また、毛髪と

骨の値を比較すると、毛髪の方がやや炭素同位体比が高い。毛髪は骨よりも代謝速度が速

いため、より死期に近い食性を反映していると考えらえる。従って、少なくともこれらの 3

個体（CMA210、CMA277、CMA0023）では、亡くなる直前は 10 年前に比べて C4資源の摂

取量が高かった可能性が示唆される。 

 

4.3.5  4 遺跡間の同位体比の比較 

 インカ帝国の首都クスコに位置するサクサイワマン遺跡と、その近郊に位置するクスコ
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北西地域、ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡、タンタリカ遺跡を比較すると、4 遺跡間の

同位体比には大きな差がみられた（クラスカル・ウォリス検定 δ13C: p = 1.4E-05***, δ15N: p 

= 1.3E-08***）（図 4.1 参照）（表 4.8）。特に、ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡は、炭素・

窒素同位体比共に、他の 3 遺跡よりも低い値を示している。一方、サクサイワマン遺跡と

クスコ北西地域、タンタリカ遺跡では、炭素同位体比に有意差は見られない。窒素同位体

比は 3 遺跡間とも異なっており、最も高い窒素同位体比を示すのはサクサイワマン遺跡で

あった。 

 

第 4 節 考察 

4.4.1  クスコ地域の食性 

 サクサイワマン遺跡はインカの首都クスコに位置しており、遺跡の機能や副葬品から階

級の高い人が埋葬されたと考えられている。特に高い窒素同位体比を示した

Sacsayhuaman-28 は副葬品として銀・銅製の 6 つのトゥプ（Tupu：金属製の服留め）を伴っ

ていた。他の個体の副葬品トゥプの数は 1－4 個であることから、当該個体が特別な個体だ

った可能性が示唆されている（Paredes, 2003）。また、埋葬されていた個体は女性が多く、

クスコで労働するために移住してきた女性（アクリャ：aclla）である可能性が指摘されてい

る（Andrushko et al., 2006）。Sacsayhuaman-28 は移住してきてすぐに亡くなったため、クス

コに来る前に長期間居住していた地域の食性を反映しているのかもしれない。 
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 もしサクサイワマンの個体が外来のアクリャだったとしても、サクサイワマンの個体は 6

期のクスコ地域の食性を示していると推測される。なぜならば、クスコに連れてこられた

と考えられている子どもの同位体比と類似しているからである。インカは、各地から綺麗

な子どもを選んでクスコに連れてきて、神に捧げるカパコチャと呼ばれる儀式を行ってい

たと 16 世紀の歴史文書に記録されている（Molina, 2011 [1575]：77-83）。クスコから 1300km

南方に位置するリュリャイリャコ山で発見された 3 体の子どものミイラもカパコチャ儀式

で生贄になったと推測されており、亡くなる直前の食性変化やコカの葉の利用の増加から、

様々な祭祀が行われた後、生贄となったと考えられている（Wilson et al., 2007, 2013）。子ど

もたちの毛髪の分析では、亡くなる 1 年前から炭素・窒素同位体比が上昇している（Wilson 

et al., 2007）。サクサイワマン遺跡の同位体比と比較すると、子どもたちの初期の食性は 3

体とも異なっていたが、徐々にサクサイワマン遺跡の食性に近づく（図 4.5）。各個体の亡

くなる半年前からの同位体比とサクサイワマン遺跡の同位体比（Sacsayhuaman-28 は除く）

をそれぞれ比較すると、少年のミイラと、乙女（Maiden）と呼ばれている少女のミイラは

サクサイワマン遺跡と炭素・窒素同位体比共に有意差が見られなかった（マンホイットニ

ーの U検定によるサクサイワマン遺跡と少年ミイラの比較 δ13C: p = 0.167, δ15N: p = 0.077）

（マンホイットニーの U 検定によるサクサイワマン遺跡と乙女のミイラの比較 δ13C: p = 

0.580, δ15N: p = 0.151）。雷の少女（Lightning girl）と呼ばれている個体は、サクサイワマン

遺跡よりも炭素同位体比が低く、C4 植物の摂取量が他の 2 個体に比べて少なかったのかも
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しれない（マンホイットニーの U 検定 δ13C: p = 1.35E-03**, δ15N: p = 0.825）。従って、ク

スコに連れてこられたと考えられる子ども 2 個体と、サクサイワマン遺跡の個体の同位体

比が一致していることから、サクサイワマン遺跡の個体は 6 期のクスコ中心部の食性を示

している可能性が高いと判断できる。 

サクサイワマン遺跡の 30 個体と、クスコ北西地域の 5 遺跡の 13 個体（ワタ遺跡、パタ

リャクタ遺跡、サラプンク遺跡、トロントイ遺跡、マチュピチュ遺跡）、及び先行研究で報

告されたマチュピチュ遺跡の 59 個体を 3 グループ間で比較したところ、窒素同位体比にの

み有意差が見られた（クラスカル・ウォリス検定  δ13C: p = 0.916, δ15N: p = 7.9E-12***）（図

4.6）。先行研究のストロンチウム同位体比からマチュピチュには労働者がアンデス各地から

連れてこられていた可能性が指摘されている（Turner et al., 2009）。本研究のクスコ北西地域

の個体に窒素同位体比の低い個体が含まれているのも、外来のヒトである可能性がある。

同位体比の差異は外来の人々が移住してからさほど長い時間をおかずに亡くなったため、

骨の同位体比に以前居住していた地域の食性が一部反映されているためと推測される。 

一方、先行研究のマチュピチュの一部の個体を除き、どの遺跡も炭素同位体比は高く、

クスコからマチュピチュにかけての南部山岳地域の食性では C4資源の寄与が大きかったこ

とが示された。トロントイ遺跡のラクダ科動物の骨から推定した肉の炭素同位体比はヒト

より低く、クスコ地域のラクダ科動物の肉だけではヒトの高い炭素同位体比は説明できな

い。また、同時代の中部海岸地域に位置するプルチュコ・ワケロネス遺跡では高い炭素同
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位体比を示すクイの値が報告されている（Williams and Murphy, 2013）（図 4.6 参照）。南部山

岳地域では、時代は異なるが、4 期のアヤクーチョ地域のクイの同位体比が報告されており、

やはり高い炭素同位体比を示している（可食部の値に直すとδ13C: -13.2±3.7, δ15N: 7.6±0.8）

（Finucane et al., 2006）。すなわち、ヒトの高い炭素同位体比は、C4植物に加え、クイなど

C4 植物を摂取した動物を摂取した可能性も推測される。しかし、ヒトの窒素同位体比は、

ラクダ科動物や、先行研究のクイの値よりも高い値を示している。このことから、クスコ

地域の高い窒素同位体比は以下の 3 つの可能性が考えられる。1. 魚貝類、2. グアノを用い

た植物栽培、3. キウィチャである。 

 1 つ目の魚貝類利用の可能性については、6 期（インカ期）の歴史文書の研究から、海岸

地域で乾燥させた魚が内陸に持ち込まれた可能性が指摘されている（Rostoworowski, 1977: 

173）。特にチチカカ湖やアレキーパといった南部地域では乾燥させた魚や貝が山岳地域に

運ばれていたと推測されている（Masuda, 1982, 1985）。インカに征服される以前のペルー中

部海岸地域のセロ・アスール（Cerro Azul）遺跡からは乾燥させた魚の貯蔵庫が発掘されて

おり、5 期に海岸地域から首都クスコへ大量の海産物が輸送されていたと解釈されている

（Marcus et al., 1999）。また、海岸から 2 日でクスコに運ばれた新鮮な魚をインカ皇帝が食

べていたというスペイン人の記録もある（Cobo, 1956 [1653]: 130; Rowe, 1946: 232）。魚貝類

を摂取していた場合は海洋リザーバ効果により放射性炭素年代が見かけ上古くなってしま

うため、その影響を補正する必要がある（海洋リザーバ効果の詳細は付録参照）。サクサイ
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ワマン遺跡の個体の高い窒素同位体比が魚貝類摂取による影響だと仮定し、豆類と C4植物、

魚介類の 3 つのエンドメンバーを用いて炭素分画における海産物の寄与率を推定したとこ

ろ 9-33％の範囲が示された（表 4.9）（Phillips and Koch, 2002）*4-1。この値に基づいて、炭素

同位体比の魚貝類の寄与率から海洋リザーバ効果の補正を計算すると、6 期に属する個体は

1 個体のみになってしまい、ほぼ全ての個体が AD 1532 以降の埋葬となり、植民地時代の影

響が見られない埋葬形態や副葬品の考古学的コンテクストと一致しない。このことから、

魚貝類の寄与だけで、サクサイワマン遺跡に埋葬された個体の高い窒素同位体比が形成さ

れたとは考えにくい。 

 2 つ目にグアノ利用の可能性が想定される。グアノは海岸地域で入手できる海鳥の排泄物

や卵の殻、死骸や餌の魚が固まったものが長期間堆積して化石化したものである。窒素と

リンに富んでおり、19 世紀に肥料として多く海外に輸出されていた。インカ帝国でのグア

ノ肥料の植物への利用は歴史文書でも指摘されている（Vázquez de Espinosa, 1942 [1628]: 

252, 262; Wright, 1962; ガルシラーソ・デ・ラ・ベガ, 2006 [1609]: 二-257, 258; 以下の文献の

レビューも参照 Julien, 1985; Denevan, 2001: 35）。それらによれば、グアノは南部海岸地域で

多く利用されており、グアノを使わないと僅かなトウモロコシしかできないと言われてお

り、高価なものと交換されていたようである。また、高地の集団によるグアノ利用も指摘

されており、リャマのキャラバンが 15.5kg 以上のグアノを持って帰ったことや、アレキー

パやアリカなどの高地でもグアノが利用されていたこと、さらに、インカによってグアノ
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の採取は厳しく管理され、海鳥の繁殖期の入島や、鳥の殺生は制限されていたことなども

記されている。 

グアノの食物への影響を見積もるため、先行研究でグアノを用いた施肥実験が行われて

いる（Szpak et al., 2012）。シュパックらは、ペルーに耕作地を設け、現代の化学肥料（硫安）

と、ラクダ科動物の糞、そしてグアノを施肥した場合のトウモロコシの窒素同位体比の変

化を調査した。その結果、十分量のグアノを施肥した場合は、施肥をしなかった場合に比

べて、窒素同位体比が 11.3‰から 20.0‰上昇した。グアノを取り込んだ植物では窒素同位体

比に変化が生じるが、炭素は空気中の CO2 を光合成で取り込むため、炭素同位体比には変

化が起こらない。従って、放射性炭素年代が海洋リザーバ効果によって見かけ上古くなる

現象も生じない。そのため、グアノの施肥で育てられた植物を摂取した場合、ヒトの体組

織の窒素同位体比のみが上昇し、炭素同位体比は植物が元々有している光合成回路に基づ

く同位体比を維持している。放射性炭素年代に海洋リザーバ効果の影響が強くないことか

ら、本研究で示されたクスコ地域の高い炭素・窒素同位体比を示す個体は、グアノの施肥

で栽培されたトウモロコシを摂取した可能性が考えられる。 

 3 つ目として、トウモロコシ以外に栽培化された C4 植物であるキウィチャの可能性が挙

げられる。キウィチャ（Amaranthus caudatus Amaranthaceae）はタンパク質含有量が高く、

必須アミノ酸の 1 つであるリジンの含有量も高い（National research council, 1989: 12）。しか

し、キウィチャの文書記録はトウモロコシに比べると非常に少なく、アンデス考古学にお
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ける食性推定では重要視されてこなかった。キウィチャはキヌア等の他の雑穀と形が類似

していることから、文書を残したスペイン人達が混同していた可能性も指摘されている

（Sauer, 1950: 585）。僅かな記録として、コボはキノアとキウィチャを区別しており、とて

も一般的な食物の 1 つであることを記している（Sauer, 1950: 585, 632）。また、南部山岳地

域のアヤクーチョ地域でキウィチャと蜂蜜から作るお菓子の存在も示している。また、20

世紀初頭にクスコ北西地域のオリャンタイタンボ周辺でキウィチャが栽培されていたこと

も記録されている（Cook, 1925: 100）。これらの証拠から、6 期にはキウィチャ栽培が行われ

ていたことが推測されるが、その栽培量や摂取量はほとんどわかっておらず、現状ではト

ウモロコシほどの多用は想定されていない。  

先行研究では、現代のクスコ地域の市場で購入したとされるキウィチャの分析結果が報

告されており、海産物に似た高い窒素同位体比を示している（δ13C: -11.1±0.3‰, δ15N: 13.7

±0.3‰）（Turner et al., 2010）（図 4.6 参照）。しかし、著者が試験的に分析したキウィチャの

窒素同位体比はトウモロコシの同位体比に近かった（δ13C: -10.8‰, δ15N: 8.2‰: 瀧上舞・未

発表データ）。このキウィチャ試料は、クスコの土産物として売られていた複数の雑穀標本

の 1 つである。どこで栽培され製品化された穀類なのかは同定できなかったが、キウィチ

ャの窒素同位体比には地域差があることが想定される。また、ターナーの論文で報告され

ている他の植物の窒素同位体比は高くないため、クスコ地域の農耕地全体で窒素同位体比

が上昇しているわけではないと推測される。なぜ先行研究のキウィチャは高い窒素同位体
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比を示しているのか、今後、クスコ地域及び他地域のキウィチャの分析を行う必要がある。 

 これらのことから、クスコ地域のヒトの高い窒素同位体比は、魚や貝などの海産物の大

量摂取の可能性は低く、グアノを用いて栽培された C4植物摂取の結果である可能性が指摘

される。キウィチャの摂取は否定できないものの、汎地域的なキウィチャの高い窒素同位

体比や、主食としてのキウィチャの利用を想定するのは難しく、キウィチャによる窒素同

位体比の上昇の可能性は低いと考えられる。 

  

*4-1: Sacsaywaman-14 の窒素同位体比は低いため、C3植物（マシュア、オカ、ジャガイモ、

キノア、ウユコ）の平均値と、C4 植物、魚貝類の 3 つの組み合わせでは形成されない値を

示す。すなわち、Sacsaywaman-14 は、もっと低い窒素同位体比を示す食物を摂取していた

と推測される。そのため本研究では、豆類と C4植物、魚貝類の 3 つの食物の組み合わせを

仮定して海産物の寄与を見積もった。 

 

4.4.2 6 期における食性の地域差 

 本研究で示した南部山岳地域のサクサイワマン遺跡、クスコ北西地域、北部山岳地域の

タンタリカ遺跡、ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡のデータに加え、先行研究で報告さ

れている 6 期の遺跡、北部海岸地域のワカ・チョトゥーナ遺跡、中部海岸地域のプルチュ

コ・ワケロネス遺跡、北部山岳地域のワマン・ワイン遺跡、中部山岳地域のハウハ遺跡、

そしてすでに言及した南部山岳地域のマチュピチュ遺跡のデータを合わせて、食性を比較
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した（図 4.7）。ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡では、C3資源の寄与の高い食性を示し、

特に豆類の摂取が示唆される。ワマン・ワイン遺跡とハウハ遺跡は C3資源と C4資源を混合

した食性であったと推測される。これらの 3 遺跡に比べ、サクサイワマン遺跡、クスコ北

西地域、タンタリカ遺跡、ワカ・チョトゥーナ遺跡、プルチュコ・ワケロネス遺跡は炭素

同位体比が良く一致しており、相対的な C4資源摂取量は似ていたと考えられる（クラスカ

ル・ウォリス検定: p = 0.314）。一方、窒素同位体比には遺跡差があり、海産資源の相対的な

利用量に差があったことを示唆していると考えられる（クラスカル・ウォリス検定: p = 

8.35E-15***）。 

 海産資源利用が示唆されるクスコ地域のサクサイワマン遺跡とクスコ北西地域と、海岸

地域の 2 遺跡、ワカ・チョトゥーナ遺跡とプルチュコ・ワケロネス遺跡の比較を行った（表

4.10）（Turner et al., 2013; Williams and Murphy, 2013）。プルチュコ・ワケロネス遺跡は炭素同

位体比がわずかに高く、クスコ地域の 2 遺跡と有意差が見られ、相対的な C4資源利用が多

かったと推測される。一方、窒素同位体比は、クスコ北西地域はプルチュコ・ワケロネス

遺跡と、サクサイワマン遺跡はワカ・チョトゥーナ遺跡との間で差が見られなかった。ワ

カ・チョトゥーナ遺跡は海岸から約 5km、プルチュコ・ワケロネス遺跡は海岸から約 25km

離れている。従って、海岸の両遺跡にも海産資源利用量の差が想定され、クスコ地域のサ

クサイワマンとクスコ北西地域の窒素同位体比の差も海産資源利用量の差を反映している

と推測される。ただし、前項（4.4.1）で言及したように、クスコ地域の海産資源利用はグ
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アノによるトウモロコシ栽培が想定されている。海岸地域では魚や貝、海生哺乳類に加え、

トウモロコシ栽培にグアノが使われていたと考えられており、海岸地域の高い窒素同位体

比が直接的な海産資源（魚、貝など）と間接的な海産資源（グアノ）のどちらに起因する

かは同定されていない。 

 

第 5 節 結論 

 これまで、6 期の食性については歴史文書の記録が重視され、インカ支配による資源流通

やトウモロコシ利用が促進されたと推定されていた。しかし一方で、民族学的調査や発掘

調査から、イモ類の活用も報告されており、地域性の高い多様な社会であったことも指摘

されていた。すなわち、6 期には広域的に高い C4 資源利用と、食性の多様性の両方が想定

されていた。本研究で広域的な 6 期の食性を検証した結果、複数の遺跡で高い炭素同位体

比が示された。これはインカによるトウモロコシ利用促進の説と一致する。しかし、一部

の地域（例えば、本研究で分析したラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡や、先行研究で報

告されているハウハ地域やワマン・ワイン遺跡など）では炭素同位体比が低く、C4 資源の

寄与が低い地域もあることが示された。また、窒素同位体比には遺跡差があることが示さ

れた。これらは、食性の多様性を示していると考えられる。さらに、クスコ地域と海岸地

域では窒素同位体比が近い値を示しており、山岳地域と海岸地域の食性の類似性が示され、

活発な資源流通が想定された。従って、トウモロコシ強化と資源流通による広域的な食性
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の類似性と、一部の地域では多様な社会における食性の多様性の両方が同位体分析からも

示されたと言える。 

インカによる食性への影響を明らかにするためには、これらの 6 期の食性が 5 期と比べ

てどのように変化したのか広域的な比較を行う必要がある。そこで、第 5 章では、5 期の遺

跡を調査し、6 期との食性比較を行う。6 期と共通する遺跡は、北部山岳地域のラグナ・デ・

ロス・コンドレス遺跡と南部山岳地域のクスコ北西地域で、さらに 6 期のデータはないも

のの、海岸地域の 2 遺跡、チチカカ湖南西岸の遺跡を分析し、先行研究の 5 期のデータも

合わせて、5 期から 6 期への食性変化を検証する。 
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第 5 章 5 期における食性の地域差と 6 期のインカ支配の影響 

第 1 節 背景 

 4 期に広域に勢力を広げたワリやティワナクが崩壊すると、5 期は再び地域性の高い時代

となった。各地で様々な社会が興隆し、北部海岸地域のチムーや、中部海岸地域のチャン

カイやイチマ、南部海岸地域のチンチャやイカ、チリバヤ、また北部山岳地域のカハマル

カやチャチャポヤスなどが挙げられる。 

海岸地域では、遺跡ごとの生業の専門性が高まり、資源交換によって補完されていたと

推測されている。例えば、チムーでは、中心地と考えられているチャンチャン遺跡に各地

の資源が収集され、再分配されていたが、その再分配には資源の偏りがあったと考えられ

ている（Pozorski, 1979, 1982）。また、北部山岳地域のタンタリカ遺跡はチムーと密接な関

係にあったことが発掘調査から報告されており、山岳地域と海岸地域の資源交換が行われ

ていた可能性が示唆される（渡部, 2010: 129-170）。一方、ロストウォロフスキは、海岸地域

の商業的交易は 5 期に最も活発に行われ、インカの台頭によって垂直統御が発展すること

で商業的交換が減少した可能性を指摘している（Rostworowski, 1977: 176）。 

北部海岸のパカトナム遺跡や南部海岸のオスモレ谷では、古人骨や毛髪を用いた同位体

分析により、海岸と内陸の資源交換やヒトの移動が報告されている（Tomczak, 2001, 2003; 

Knudson et al., 2007; White et al., 2009）。特に、オスモレ谷では、谷沿いに海岸から内陸に向

かって複数の遺跡から採取した古人骨を分析し、内陸に向かうにつれて窒素同位体比が減
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少していくことから、海産資源の摂取量が内陸に向かうにつれて減少していると推測され

た（Tomczak, 2003）。また、同じ遺跡の毛髪を用いた同位体分析では、海岸地域の遺跡に埋

葬された個体には一時的に内陸の食性を示す個体がおり、内陸の遺跡にも一時的に海岸地

域の遺跡と似た食性を示す個体が報告され、人々が谷沿いに移動していたことが示された

（Knudson et al., 2007）。トムザックは、オスモレ谷では、垂直統御ではなく専業的な生業を

行う遺跡間の補完的な資源交換が主流だったと結論づけている（Tomczak, 2003）。オスモレ

谷のさらに上流に位置するチチカカ湖南東部の遺跡は、海岸から遠く、C4 植物の栽培可能

な標高を超えたプーナ帯に属している。チチカカ湖南東部では、同位体分析の結果から 4

期に C4資源の摂取量が増加するが、5 期には C3資源に依存した食性が示されており、5 期

には遺跡ごとに周辺の生態環境に適した専業的な生業を行っていたとするトムザックの説

と矛盾しない（Berryman, 2010）。 

これらの先行研究によれば、4 期には山岳地域の集団による海岸地域の資源活用が想定さ

れているが、5 期にはそれは衰退し、海岸地域では遺跡ごとの専業的生業に加えて、遺跡間

で必要な資源の交換が行われていたと考えられている。その結果、5 期には食性は海岸地域

と山岳地域で差が生じており、食性の地域差が大きかったと推測される。 

本研究では 5 期から 6 期にかけてインカが台頭した際の食性への影響を検証するため、

第 4 章でも取り上げたクスコ北西地域とラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡で 5 期の古人

骨を分析した。また、山岳地域や他の海岸地域からヒトが訪れていたと推定されているパ
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チャカマック遺跡では 5 期のミイラの毛髪を分析した。さらに、クスコ地域に最も近い海

岸地域であるナスカ地域のチャウチ―リャ遺跡から出土した 5 期のミイラの毛髪を分析し、

6 期に海岸との食性の類似性が見られたクスコ地域との食性比較を行う。4 期に台頭したテ

ィワナクの中心地（チチカカ湖南東部）では 4 期に C4植物の相対的な摂取が増加し、5 期

には摂取量が減少することが報告されている（Berryman, 2010）。ティワナクの中心地から

離れたチチカカ湖西部に位置するモリノ－チラカチ遺跡の古人骨を分析することで、ティ

ワナク崩壊後のチチカカ湖周辺における食性変化の違いも検証した。 

 

第 2 節 分析試料 

 本研究では 5 期の海岸地域のチャウチ―リャ遺跡、パチャカマック遺跡、山岳地域のラ

グナ・デ・ロス・コンドレス遺跡、モリノ－チラカチ遺跡、クスコ北西地域のワタ遺跡、

パタリャクタ遺跡の試料を採取した。チャウチ―リャ遺跡は 10 個体、パチャカマック遺跡

は 23 個体のミイラの毛髪試料を分析している。山岳地域の遺跡は古人骨を採取しており、

ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡では 10 個体、モリノ－チラカチ遺跡では 4 個体、ワタ

遺跡では 1 個体、パタリャクタ遺跡では 31 個体の古人骨を分析した。遺跡についての説明

は第 2 章第 5 節において記載している。分析遺跡は第 2 章の図 2.1 に示してある。 
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第 3 節 結果 

 5 期の各遺跡・地域の炭素・窒素同位体比の平均値と標準偏差は表 5.1 にまとめた。遺跡

ごとの各個体のデータは、チャウチ―リャ遺跡を表 5.2と表5.3に、クスコ北西地域と表 5.4、

ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡を表 5.5、モリノ－チラカチ遺跡を表 5.6、パチャカマ

ック遺跡を表 5.7 に示す。 

 

5.3.1  チャウチ―リャ遺跡におけるミイラの毛髪の炭素・窒素同位体比 

 古代人の毛髪の保存状態は C/N 比で判断され、現代人の毛髪の C/N 比（3.0-3.8）の範囲

に入れば保存状態が良好と考えられる（O’Connell and Hedges, 1999a）。チャウチ―リャ遺跡

の毛髪は 1 個体を除いていずれもこの範囲に収まっており、保存状態は良好と考えられる

（表 5.1）。毛髪の炭素同位体比の平均値は-11.8±1.6‰、個体最大値の平均は-10.5±1.4‰、

最小値の平均は-13.3±1.6‰、最大値と最小値の差は平均で 2.8±0.9‰、最大値と最小値の

間は平均で 6.8±2.5 ヵ月であった（表 5.2, 5.3）。窒素同位体比の平均値は 10.1±1.1‰、最

大値平均は 11.4±1.8‰、最小値平均は 9.1±1.0‰、最大値と最小値の差は平均で 2.4±1.3‰、

最大値と最小値の間は平均で 7.5±4.8 ヵ月であった。炭素・窒素同位体比の相関をスピア

マンの順位相関で検定したところ、有意に相関がみられたのは 1 個体（Chauhilla-11）のみ

であった。 
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5.3.2  クスコ北西地域における古人骨と古動物骨の炭素・窒素同位体比 

 クスコ北西地域では、ワタ遺跡 1 個体、パタリャクタ遺跡 31 個体の古人骨の分析を行い、

全ての個体の C/N 比が 2.9-3.6 以内に納まっているため、骨コラーゲンの保存状態は良好だ

と判断できる（表 5.4）（DeNiro, 1985）。クスコ北西地域の 2 遺跡 32 個体の炭素同位体比の

平均値は-11.1±1.3‰で、窒素同位体比の平均値は 11.4±0.7‰だった。パタリャクタ遺跡に

比べるとワタ遺跡の 1 個体で炭素・窒素同位体比が共に低い傾向が示された（図 5.1）。パ

タリャクタ遺跡とワタ遺跡の 32 個体を合わせると、クスコ北西地域では炭素・窒素同位体

比に相関がみられた（スピアマンのρ= 0.881, p = 2.82E-11***）。 

 

5.3.3  ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡における古人骨の炭素・窒素同位体比 

 チャチャポヤス地域にあるラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の 5 期の 10 個体は全て C/N

比が 2.9-3.6 の範囲に納まっており、保存状態は良好だった（表 5.5）（DeNiro, 1985）。平均

値は炭素同位体比で-18.8±0.3‰で、窒素同位体比は 13.0±0.7‰を示した。 

  

5.3.4  モリノ－チラカチ遺跡における古人骨の炭素・窒素同位体比 

 チチカカ湖西部に位置するモリノ－チラカチ遺跡では分析した 4 個体の C/N 比は 2.9-3.6

の間に納まっており、保存状態は良好だった（表 5.6）（DeNiro, 1985）。4 個体の炭素同位体

比平均値は-18.2±0.8‰で、窒素同位体比の平均値は 7.3±0.6‰であった。 
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5.3.5  パチャカマック遺跡におけるミイラの毛髪の炭素・窒素同位体比 

 パチャカマック遺跡のミイラの一部の個体は、修士論文で毛髪の連続的な分析を行い、

食性の季節変化について報告した（瀧上, 2009）。本論文では分析個体を増やし、毛髪を 1

本丸ごと測定している。23 個体中 4 個体（Pach-4, 12, 13, 30）は C/N 比が 3.0 から 3.8 の範

囲から外れているため保存状態が良好ではないと判断し、今後の議論には用いない（表 5.7）

（O’Connell and Hedges, 1999a）。良好な保存状態だと考えられる 19 個体の毛髪の同位体比

の平均値は、炭素同位体比で-12.2±1.8‰、窒素同位体比で 16.2±1.8‰であった。 

 

第 4 節 考察 

5.4.1  ナスカ地域の食性とその時代差 

 ナスカ地域では、一年を通して相対的に C4資源と海産資源の寄与が大きい食性だったこ

とが示された（図 5.2）。同時代のナスカ地域のパホナル・アルト遺跡の発掘で出土した植

物遺物では、可食植物として最も多いのがワランゴで（種子の周りの綿状の果肉部を食べ

ることができる、種は家畜のエサとなる）、次に多いのがトウモロコシだったと報告されて

いる（Conlee, 2000: 273）。他にも、リママメやトウガラシ、パカイ、アチーラ、カボチャ、

マニオク、ルクマ、インゲンマメなどが出土しているが、主要作物としてのトウモロコシ

の寄与が大きかったことが推測される。毛髪に記録された経時的な食性変化からは、炭素

同位体比の季節変化が大きく、タンパク質源に C4 資源が多い時期、C3 資源と C4 資源を利

用した時期、海産物が多い時期など、多様な食性の季節性があったことが示唆される（図
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5.2A）。 

モチェ谷の民族学的調査から、海岸地域では雨季の作物は 12 月に播種を行い、5 月に収

穫し、乾季の作物は 6 月に播種して 10 月から収穫を行うことが報告されている（Gillin, 1947: 

15-16）。毛髪の同位体比はすぐに食性変化の影響がでるが、完全に平衡に達するまでには炭

素同位体比で 12 ヵ月かかる（O’Connell and Hedges, 1999b）。トウモロコシは雨期の作物で

あり、収穫され摂取した値が反映される 6 月頃から 10 月頃にかけては炭素同位体比が上昇

し、乾季の作物が収穫され摂取される 11 月頃から 5 月頃まではトウモロコシの相対的な寄

与が減少するため、炭素同位体比は下降すると考えられる。炭素同位体比の最大値と最小

値の間は約 5 ヵ月間と推定される。ナスカ地域の毛髪の同位体比で最大値と最小値の間が

4-6 ヵ月の個体は、Chauchilla-1,3,7,9,11 の 5 個体である。パホナル・アルト出土遺物から推

定すると、雨季作物としてトウモロコシ、豆類、ユカを栽培し、乾季の作物としては豆類

が考えられる。ワランゴは 4 月と 10 月に採取できる。Chauchilla-1, 3 は C4資源が少ない時

期は窒素同位体比が減少しており、豆類の寄与が上がったことが推測され、上記で推定し

た乾季の豆類とワランゴの増加が考えられる。 

農耕サイクルによる食性変化を表していると推定される 5 個体の毛髪における炭素・窒

素同位体比は、最大値と最小値の差がそれぞれ 3.1±0.8‰と 1.8±0.5‰であった。一方、炭

素同位体比の最大値と最小値の間が 8 ヵ月以上の個体は、Chauchilla-5, 14, 16, 18, 21 の 5 個

体である（図 5.2B）。そのうち、Chauchilla-14 と Chauchilla-18 は炭素・窒素同位体比が上記
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の農耕サイクルと推定される個体の同位体比変動幅内に納まっている。一方、Chauchilla-5, 

16, 21 は窒素同位体比の変動幅が大きく、また Chauchilla-5, 21 は窒素同位体比が上昇した位

置で 6-8 ヵ月の間留まっていることから、これらの個体はより海岸に近い地域へ移動し、し

ばらく滞在していた可能性が考えられる。 

先行研究のオスモレ谷の同位体分析では、海岸遺跡と内陸遺跡の間のヒトの移動が報告

されている。ナスカと同じく内陸 50km に位置するエル・ヤラル遺跡の個体の中に、数か月

に渡って海岸から 10km のチリバヤ・アルタ遺跡と同程度の高い窒素同位体比を示し、再び

内陸の食性と類似した窒素同位体比に戻る変化が報告されており、この変化は内陸から海

岸地域へのヒトの移動を示していると考えられた（Knudson et al., 2007）。本研究で示された

ナスカ地域の高い窒素同位体比を示す個体（Chauchilla-5, 16, 21）は、南部海岸地域のエル・

ヤラル遺跡の個体（M8-10024-1, M8-10200-1, M8-10360-1）に比べて窒素同位体比が低いた

め、海岸地域へ移動した可能性は示唆されるものの、比較的海産資源の摂取量は低かった

と推測される（図 5.3）。すなわち、ナスカ地域では、より内陸資源に依存した食性だった

と考えられる。 

 第 2 章第 1 節 2.1.5 で言及したように、ナスカ地域の毛髪の同位体比を報告した先行研究

が 3 件あるが、2 件は個体の年代が不確かであるため、比較に用いることができない。比較

可能な試料として、ソキランスキーらはカワチ遺跡出土の個体を 1 点報告しており、放射

性炭素年代測定により 3 期から 4 期初期（cal AD 120-750）の確実な年代が示されている
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（Sokiranski et al., 2011）。チャウチ―リャ遺跡の個体は、カワチの個体に比べると炭素同位

体比が高い傾向にある（図 5.4）。しかし、カワチ遺跡は巨大な神殿遺跡であり、各地から

巡礼者が訪れていたと推測されているため、ソキランスキーの報告した個体がナスカ地域

の食性を示しているとは限らない。そこで、先行研究で報告されているナスカ地域のワカ・

デル・ロロ遺跡周辺の墓地遺跡（ロス・メダノス遺跡、ラ・マルチャ遺跡、エル・パンポ

ン遺跡）の古人骨の分析結果と比較を行った（Kellner and Schoeninger, 2007; 2012）。先行研

究では、3 期と 4 期の間に食性差が見られなかったが、本研究の 5 期のチャウチ―リャ遺跡

（n=10）と 4 期の個体（n=26）では、5 期の個体の方が高い炭素・窒素同位体比を示した（δ13C: 

p = 1.92E-04*** , δ15N: p = 2.54E-04***）（図 5.4 参照）。3 期後半（ナスカ中・後期）と比べ

ても 5 期の個体は炭素・窒素同位体比が高くなっており（δ13C: p = 1.00E-06*** , δ15N: p = 

1.72E-04***）、3 期から 4 期に比べ 5 期にトウモロコシの摂取量が増加したことを示してい

ると考えられる。 

 5 期のトウモロコシ増産の背景として、社会的なトウモロコシ利用の要求の高まり（政治

的・祭祀的利用など）だけでなく、環境の好転が影響していたのかもしれない。ナスカ地

域の植物栽培は河川水や伏流水を用いて行われている。ナスカ地域に流れ込む水の量は山

岳地域の降水量によって左右される。ナスカ地域に近い山岳地域に位置するヤウリウイリ

湖（Laguna Yauriuiri）の土壌コアを用いた研究では、3 期前半が乾燥化した環境であり、5

期に向かって徐々に湿潤化していることが報告されている（米延, 2014）。そのため、湿潤
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化によって利用可能な水量が増加し、トウモロコシの増産につながった可能性も想定され

る。 

5 期の遺跡であるパホナル・アルトの発掘では、出土した植物性食物の種類は 3 期のカワ

チ遺跡とよく一致していると報告されている（Conlee, 2000: 293-296）。そのため、5 期には

前時代と比べて利用していた植物性食物の種類に変化はないものの、摂取した食物中の C4

資源の割合が増加したと考えられる。ナスカ地域では 3 期からトウモロコシが重要な食物

だったと推測されているが、特に寄与が高くなったのは 5 期からであることが本研究から

示唆された。また、窒素同位体比も 5 期には上昇しており、先行研究で指摘されている 5

期の海産資源利用の強化の可能性と一致している（Conlee, 2000: 300-308, 326-327, 400）。 

また、施肥の可能性も想定される。特にパホナル・アルトでは、ラクダ科動物の糞が多

く出土しており、様々な用途に糞が用いられていたと推測されている（Conlee, 2000: 312）。

ラクダ科動物の糞を施肥した場合、施肥しない場合に比べてトウモロコシの頴果で 1.8‰、

葉で 4.2‰、茎で 2.3‰上昇することが知られている（Szpak et al., 2012）。4 期の古人骨の平

均値に比べて 5 期のチャウチーリャの平均値は窒素同位体比が 2.2‰上昇しており、ラクダ

科動物の糞を施肥したトウモロコシ摂取による可能性も考えられる。施肥されたトウモロ

コシ頴果の同位体比上昇よりも、ヒトの窒素同位体比はわずかに高い時代変化を示してい

るため、ナスカ地域におけるグアノ利用の考古学的な証拠は報告されていないものの、グ

アノによって栽培されたトウモロコシの摂取量が増加した可能性も否定できないだろう。 
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5.4.2  クスコ地域の食性の時代差 

 パタリャクタ遺跡の個体で示された高い炭素・窒素同位体比は、6 期のサクサイワマンと

同じくグアノを用いて栽培された C4植物の摂取が要因だと考えられる。なぜならば、付録

の年代測定の項で言及するように、パタリャクタ遺跡の同一個体から採取した植物試料と

古人骨試料で年代に差がないことから、海洋リザーバ効果の影響は考えにくく、魚貝類や

海生哺乳類の摂取の可能性は低い。さらに、炭素・窒素同位体比の相関が高いことから、

高い炭素・窒素同位体比を持つ食物と、低い炭素・窒素同位体比を持つ食物を混合して摂

取しており、パタリャクタ集団内で摂取できた食物の種類には限りがあったと考えられる。

言い換えれば、もし様々な地域から集められた個体であれば、食性の個体差はもっと大き

くなり、炭素・窒素同位体比の相関は弱くなると推測される。例えば、マチュピチュ遺跡

の個体はストロンチウム同位体や酸素同位体、鉛同位体分析から、異なる地域の出身者が

含まれると考えられており（Turner et al., 2009）、炭素・窒素同位体比に相関は見られない（ス

ピアマンのρ= 0.126, p = 0.341）。同一地域出身者の集団でも、利用可能な食物の多様性から

炭素・窒素同位体比の相関が弱くなくことは多々あるが、相関が強い場合は利用可能な食

物が限られていたと推測され、食物の異なる様々な地域出身者の集団と同一地域出身者の

集団では、後者の方が炭素・窒素同位体比の相関が強くなると考えるのが妥当である。ま

た、海産物摂取のない別の高地から集団で連れて来られている可能性は否定できないが、

14世紀から 15世紀前半というインカによる広域的な支配が確立されていない時期であるこ
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とを考慮すると、クスコ周辺地域の出身である可能性が高い。従って、パタリャクタ遺跡

の個体は各地から集められた人々ではなく、長期的（骨の代謝回転速度から考えると 10 年

以上）に渡って同じ食資源を利用しており、さらに直接的な海産物摂取の機会が極めて少

なかった人々で、クスコ周辺地域の出身者だと考えると、在地のクスコ北西地域の出身者

だと推測される。 

第 3 章で示した 2 期から 3 期初頭のクスコ北西地域の同位体比と、5 期末期から 6 期のク

スコ北西地域の同位体比を比較すると、2 期と 5 期末期の間にクスコ北西地域で炭素・窒素

同位体比が上昇していることが示された（δ13C: p = 7.15E-10***, δ15N: p = 3.91E-10***）（平

均値の比較から、δ13C は 7.1‰、δ15N は 2.9‰上昇している）（図 5.5）。炭素同位体比はまと

まって上昇しているが、窒素同位体比は、サラプンク遺跡には特に高い値の個体が含まれ

ており、またマチュピチュ遺跡には 2 期と同程度の低い値の個体が含まれている。食物の

同位体比と比較すると、2 期の食性には C3資源の寄与が大きかったが、5 期末期には C4資

源の摂取割合が増加している（図 5.6）。特に、2 期に C4 資源利用が少なかったワタ遺跡で

も、5 期末期と 6 期には炭素同位体比が上昇している。ただし、パタリャクタの個体と比較

すると低い炭素同位体比の傾向を示していることから、5 期末期や 6 期でも、遺跡の立地環

境がトウモロコシの栽培に適さない遺跡では、C4 植物の摂取量が低く、資源流通は十分で

なかった可能性が推測される。なお、ヒトの炭素・窒素同位体比変化が気候変化による植

物の同位体比変化を反映している可能性は低い。なぜならば、降水量の減少では炭素同位
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体比の下降と窒素同位体比の上昇が生じ、降水量の増加では炭素同位体比の上昇と窒素同

位体比の減少が生じるため、どちらの場合も、炭素・窒素同位体比の上昇という組み合わ

せにはならないからである。 

クスコ周辺での 4 期の同位体比は報告されていないが、遺跡数や遺跡サイズ、遺跡の役

割の変化から 5 期にクスコ北西地域での居住が増加したことが推定されている（Kosiba, 

2010）。一方、花粉分析では、4 期後半にトウモロコシの花粉出現量が増加しており、C4資

源寄りへの食性変化が 4 期に生じた可能性も示唆されている（Chepstow-Lusty, 2011）。今後、

3 期から 4 期の古人骨を分析することで、クスコ地域の C4資源利用の発展と、社会変化の

関係を明らかにすることができるだろう。 

また、6 期のクスコ北西地域とサクサイワマン遺跡の間で窒素同位体比に差があることは

第 4 章第 4 節 4.4.1 で言及したが、5 期のクスコ北西地域は 6 期のクスコ北西地域よりも窒

素同位体比が有意に高かった（マンホイットニーU 検定 δ13C: p = 0.077, δ15N: p = 0.001**）。

一方、特にローカルな食性を反映していると考えられる 5 期末のクスコ北西地域と 6 期の

サクサイワマン遺跡では、サクサイワマン遺跡の方が有意に高い窒素同位体比を示した（マ

ンホイットニーU 検定 δ13C: p = 0.074, δ15N: p = 0.014*）（第 4 章 4.4.1 で言及したように、5

期末のクスコ北西地域やサクサイワマン遺跡に比べ、6 期のクスコ北西地域には、王領での

労働のために移住してきた外来の人々が含まれている可能性が高い）。5 期末期と 6 期のク

スコ北西地域と 6 期のサクサイワマン遺跡では炭素同位体比に差は見られず、窒素同位体
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比だけ変化していること、また第 5 章で検証した魚や貝などの海生生物摂取の可能性が低

いことを考慮すると、5 期末期から 6 期のクスコ地域（クスコ中心部とクスコ北西地域）で

の窒素同位体比の差はグアノを施肥したトウモロコシ摂取量の差を表している可能性が考

えられる。 

 パタリャクタ遺跡の年代測定から示された 5 期末期は、海岸地域からのヒトの流入をし

めす考古学的・考古科学的証拠は報告されていない。近年は AD 1400 にはクスコ盆地のイ

ンカがクスコ北西地域に進出しているとする説が有力になりつつあるため、パタリャクタ

遺跡は 6 期初頭とも解釈できるが、いずれにせよ、インカが大規模に他地域へ進出してい

くのは 15 世紀中頃であり、14 世紀から 15 世紀前半は海岸地域の支配には及んでいない。

従って、インカ道も整備されておらず、互恵制度によるヒトや資源を大規模にクスコへ輸

送するシステムも整っていない。また 5 期のクスコ地域（クスコ北西地域やクスコ中心部）

で、海岸地域に特徴的な土器も見つかっておらず、考古学調査では海岸地域との密接な関

係は示されていない。どこで・どのようにグアノを入手していのかは明らかでないが、地

域支配という形ではなく、地域社会と共存する形でインカ集団の飛び地が海岸地域に存在

していたのかもしれない。また、より海岸地域に近い中間地域を挟んで、間接的に入手し

ていたのかもしれない。ワリやティワナクの崩壊後も交易のネットワークは形を変えつつ

継続しており、山岳地域と海岸地域の資源交換が続いていた可能性も指摘されている

（Conlee, 2000: 390-403）。 5 期末期（あるいは 6 期初頭）にインカがどの地域まで交流範囲
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を広げていたのか、どこから・どのようにグアノを入手していたのかは、今後の課題とし

たい。例えば、各地の炭化トウモロコシの分析を行うことで、グアノを用いたトウモロコ

シ栽培が行われていた地域を同定でき、インカとの交流地域を推定することが可能になる

だろう。 

 

5.4.3  ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の食性の時代差 

インカの征服前後におけるラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の同位体比を比較すると、

インカによる征服前の 5 期よりも、インカによる征服後の 6 期の方が有意に高い炭素同位

体比を示した（マンホイットニーU 検定 δ13C: p = 7.62E-04***, δ15N: p = 0.053）（図 5.7）。5

期も 6 期も C3資源の寄与が大きいが、6 期には C4資源の相対的な割合が増加したと推定さ

れる。また 6 期には有意差は見られないものの僅かに窒素同位体比が減少しており、豆類

摂取の増加も示唆される。ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡出土古人骨の窒素同位体比

は、1 期から 2 期の北部山岳地域の古人骨の同位体比に近く、海産資源の利用はほとんどな

かったと考えられる。 

チャチャポヤス地域の 3 期のグラン・パハテン（Gran Pajatén）遺跡ではトウモロコシの

頴果が見つかっている（Church and von Hagen, 2008）。3 期のトウモロコシ農耕がこの遺跡

周辺だけで行われたのか、チャチャポヤス地域全域で行われていのかは明らかになってい

ない。いずれにせよ、この地域における C4 植物の摂取量は限られており、5 期までに大規
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模なトウモロコシ農耕がチャチャポヤス地域全体に広がるということはなかったと推測さ

れる。5 期には人口増加や居住地の再構築などチャチャポヤは最盛期を迎え、多くの水路を

伴う農耕遺構も見つかっているが、これらはトウモロコシ以外の食料（塊茎類や豆類、キ

ヌア等）の栽培にも多く用いられていたと考えられている（Church and von Hagen, 2008）。

各食物の栽培割合は明らかでないが、同位体比からはこの地域において C4資源の栽培と摂

取が 6 期に相対的に多くなった可能性が示唆された。 

 

5.4.4 チチカカ盆地の食性の時代差 

チチカカ湖西部に位置するモリノ－チラカチ遺跡から出土した 4 期初頭と 5 期の古人骨

の同位体比を比較すると、4 期も 5 期も共に C3資源の摂取量が高いものの、5 期には窒素同

位体比が上昇していることが示された（4 期は 1 個体しかないため検定不可）（図 5.8）。 

先行研究で報告されている同時代のチチカカ湖南東部の複数の遺跡から出土した古人骨

の分析からは、3 期からの同位体比の時代変化が報告されており、3 期には炭素・窒素同位

体比ともに低い値を示したが、ティワナクが台頭する 4 期に炭素同位体比が上昇すること

から、4 期に C4資源の割合が増加したと考えられている（Berryman, 2010）。チチカカ湖の

淡水魚は C4資源と類似する同位体比を示すが、タンパク質源の同位体比の影響を強く受け

る骨コラーゲンの炭素同位体比と、炭水化物を含む全食物の炭素同位体比を反映する骨の

ヒドロキシアパタイトの比較から、トウモロコシの摂取量が増加したと推測されている
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（Berryman, 2010）。 

本研究で分析したモリノ－チラカチ遺跡出土古人骨の同位体比と、先行研究のチチカカ

湖南東部の古人骨の同位体比を比較すると、4 期の個体は両遺跡間で大きく異なっており、

モリノ－チラカチ遺跡の 4 期の個体の食性は、チチカカ湖南東部の 3 期の食性に近いこと

が示された（図 5.8 参照）。チチカカ湖南東部はティワナクの首都であるのに対し、モリノ

－チラカチ遺跡は首都から約 130km 離れた遠隔地となっている。4 期には共にティワナク

領域に属していたが、C4 資源の摂取量には遺跡差があったと考えられる。ティワナクは低

地で栽培したトウモロコシを高地に輸送し、チチャや幻覚剤を用いるような饗宴を開くこ

とで信頼関係を築き、共通の概念を有する一種の共同体のような関係を築いていた。モリ

ノ－チラカチ遺跡ではティワナク様式の図像のついた幻覚剤吸引器具が見つかっているが、

当該遺跡の 4 期の個体の C4資源の摂取量はティワナク中心部の人々に比べて低かったよう

である。 

モリノ－チラカチ遺跡の 5 期の 4 個体のうち、Molino Chilacachi-18（MA-95-1=097）はイ

ンカ支配後の 6 期初頭である可能性が含まれている（付録参照）。しかし、他の 3 個体と異

なる同位体比は示しておらず、モリノーチラカチ遺跡に埋葬された集団においてインカ支

配後の C4資源利用には変化がなかったと考えられる（表 5.6 参照）。ただし、分析個体数は

1 個体であり、6 期初頭（15 世紀後半）にあたる個体であるため、広域的なインカ支配下に

おけるチチカカ盆地の食性を代表しているとは言い難い。今後、チチカカ盆地における 16
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世紀前半の個体の分析を行う必要があるだろう。 

5期のモリノ－チラカチ遺跡とチチカカ湖南東部は共にC3資源に近い同位体比を示すが、

チチカカ湖南東部の方が有意に高い炭素同位体比を示した（マンホイットニーの U 検定 

δ13C: p = 0.018*, δ15N: p = 0.881）（図 5.8 参照）。ベリーマンはチチカカ南東部おける C4資源

摂取量の減少について、ティワナクが崩壊したことで低地からのトウモロコシ輸送が難し

くなり、C3植物と C3植物を摂取した陸生草食動物（ラクダ科動物）の摂取割合が増加した

影響だと推定している。しかし、2 地域間で炭素同位体比に差が見られることから、依然と

して C4資源利用には地域差があり、チチカカ湖南東部の集団の方がより多くの C4資源にア

クセスできた可能性を考慮する必要がある。 

C4資源としてチチカカ湖周辺では、C4植物、C4植物を摂取した陸生動物、淡水魚が挙げ

られる。先行研究で報告された淡水魚やラクダ科動物の窒素同位体比は低いため、もしモ

リノ－チラカチ遺跡とチチカカ湖南東部の炭素同位体比の差が淡水魚摂取やラクダ科動物

摂取の差に由来するならば、チチカカ湖南東部の個体は窒素同位体比も低い傾向がみられ

ると推測される。しかし、上述したように、両遺跡間で窒素同位体比に有意差はみられな

いため、淡水魚やラクダ科動物の摂取による食性差ではなかったと考えられる。したがっ

て、両遺跡間の炭素同位体比の差は C4植物利用に由来する可能性が示唆される。ただし、

クイや 5 期のラクダ科動物の同位体比の報告はないため、今後検証する必要があるだろう。

なお、チチカカ湖で特に建築資材として注目されるトトラ（カヤツリグサ科ホタルイ属：
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Schoenoplectus californuicus ssp.）は C3植物であり、ヒトの C4資源利用の差には寄与してい

ない（δ13C: -26.1‰, δ15N: 5.7‰）（Garcia et al., 2007）*5-1。 

5 期における窒素同位体比の上昇について、先行研究では陸生動物の摂取が増加した可

能性を指摘している（Berryman, 2010）。しかし、先行研究で報告されているラクダ科動物

の骨の窒素同位体比から推定される可食部の窒素同位体比よりも、ヒトの窒素同位体比は

高いため、ラクダ科動物の肉の摂取だけではモリノ－チラカチ遺跡とチチカカ湖南東部の

個体で示された 5 期の窒素同位体比の上昇を説明できず、施肥の可能性を考慮する必要が

ある。例えば、ラクダ科動物の糞を施肥した場合、窒素同位体比がトウモロコシの頴果で

1.8‰、葉で 4.2‰、茎で 2.3‰上昇することが知られている（Szpak et al., 2012）。チチカカ盆

地ではラクダ科動物の飼育が盛んであるため、植物資源の生育にラクダ科動物の糞を利用

した可能性が考えられる。また、グアノを肥料として用いた場合は、窒素同位体比がトウ

モロコシの頴果で 14.9‰、葉で 20.0‰、茎で 11.3‰上昇する（Szpak et al., 2012）。ムラによ

る垂直統御の研究では、チチカカ湖西部に居住するルパカ集団が海岸地域でグアノを獲得

していたことが報告されている（Julin, 1985; Murra, 1985, 2002）。ルパカ集団がインカ以前か

ら存在していたのかは議論が残されているが、チチカカ盆地の人々が 5 期から海岸地域と

交流を持ち、グアノを利用していた可能性は否定できない。今回のデータからだけではラ

クダ科動物の糞か、グアノか同定できないが、5 期の同位体比変化に施肥が影響しており、

チチカカ盆地の作物栽培に用いられていた可能性が示された。 
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  最後に、同位体比を変化させる要因として、環境変化による影響を考える。チチカカ

湖北西部に位置するプーノ地区から北北西約 170km に位置するケルカヤ氷冠のアイスコア

から推定された環境変動では、AD 750 頃まで乾燥した気候で、その後、ティワナクの最盛

期には湿潤環境になり、AD 1100-1500 は再び乾燥化すると報告された（Thompson et al., 

1985）。アンデス地域では、降水量が少ない地域では炭素同位体比が下がり、窒素同位体比

が上昇することが報告されている（Szpak et al., 2013）。チチカカ湖の 4 期（AD 650-1000）

から 5 期（AD 1000-1450）の同位体比変化の傾向と環境変化のタイミングがほぼ一致して

おり、環境変化による植物相の同位体比変化による影響が指摘される。しかし、3 期もまた、

4 期に比べて乾燥化していたが、先行研究のデータでは 3 期と 4 期の個体間では窒素同位体

比に有意差は見られない（マンホイットニーの U 検定 δ13C: p = 5.40E-05***, δ15N: p = 

0.197）。従って、チチカカ盆地における窒素同位体比の上昇が、4 期から 5 期の環境変化だ

けによるものとは考えにくい。今後、環境変化の影響を見積もるため、チチカカ盆地の野

生動物の同位体比の時代変化を検証する必要があるだろう。 

 

*5-1: アンデス地域で一般にトトラ（Totora）と呼ばれる植物は二つある。一つはカヤツリ

グサ科ホタルイ属（Schoenoplectus californicus）で、もう一つは和名でヒメガマと呼ばれる

ガマ科ガマ属（Typha domingensis）である。前者は主に海岸や高地高原での建築資材として

多く用いられ、後者はアマゾン地域や、アンカッシュ地域、カハマルカ地域やリマ地域な
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どの 1000-1500m の地域に存在しており、共に根茎は食べられる（Ugent and Ochoa, 2006）。

両種とも C3 植物である（Schoenoplectus californicus: δ13C: -26.1‰, δ15N: 5.7‰）（Typha 

domingensis: δ13C: -30.8‰, δ15N: 報告なし）（Garcia et al., 2007; Cadwallader et al., 2012）。なお、

アブラガヤ属（Scripus）とホタルイ属（Schoenoplectus）、ウキヤガラ属（Bolboschoenes）な

どを合わせて広義のホタルイ属（Scripus）と呼ぶこともあるため、先行研究ではカヤツリ

グサ科のトトラを指す時に Schoenoplectus californicus と Scripus californicus の記載が混在し

ている。 

 

5.4.5  5 期における広域的な食性の比較 

 5 期の各地域の食性を比較すると、ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡（北部山岳地域）

や、ハウハ遺跡（中部山岳地域）、チチカカ盆地は同位体比が大きく異なっており、食性の

大きな地域差が示された（図 5.9 上図）。しかし、アヤクーチョ地域やクスコ北西地域を

含む南部山岳地域と、海岸地域（パカトナム遺跡とチャウチ―リャ遺跡）は似た食性を示

し、共に C4資源の寄与が高かったことが示されている。一方、パチャカマック遺跡や、オ

スモレ谷では海産資源の寄与が大きい。海産資源の寄与は遺跡の立地場所の海岸からの距

離によって影響されるが、パチャカマック遺跡とパカトナム遺跡はともに海岸から 500m 以

内の近距離に位置する。しかし、同程度の距離に位置するにも関わらず、パカトナム遺跡

の方が内陸資源への依存が大きい。また、オスモレ谷下流部は、海岸から数 100m の遺跡と、
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内陸 10km までの遺跡を含んでいるため個体差が大きい。オスモレ谷下流部の遺跡のデータ

に含まれる海岸に最も近い遺跡は、立地環境がパチャカマック遺跡と似ているが、オスモ

レ谷下流部の遺跡はパチャカマック遺跡よりも高い海産資源摂取を示す個体を含んでいる。

パチャカマック遺跡は巨大な神殿建築を伴う巡礼地であり、各地からヒトが訪れていた可

能性が想定されているため、内陸の人々の食性が含まれている可能性を考慮する必要があ

る。 

一方で、海岸からの距離が同程度のオスモレ谷中流部の遺跡とチャウチ―リャ遺跡を比

較するとオスモレ谷の方で窒素同位体比が高い。さらに、内陸に位置するオスモレ谷中流

部の遺跡と、海岸に近いパカトナム遺跡を比較すると、オスモレ谷の方で窒素同位体比が

高い。このことから、単に海岸からの距離だけではなく、遺跡によって海産資源の利用量

が異なっていたと考えられる。遺跡周辺での耕作可能地域の大きさの違いや、各遺跡の属

していた社会内の資源流通の違いなど、様々な要因が海産物利用の量に影響したと考えら

れる。 

本研究で分析したクスコ北西地域とチャウチ―リャ遺跡、先行研究のアヤクーチョ地域

を比較すると、炭素・窒素同位体比共に統計学的有意差が見られず、類似した食性だった

と推定される（クラスカル・ウォリス検定 δ13C: p = 0.499, δ15N: p = 0.141）。アヤクーチョ地

域の個体には、海岸地域出身の集団だと推定されている高い窒素同位体比を示すワリ遺跡

ベガチャヨク・モコ地区（Huari Vegachayoq Moqo）の16個体が含まれている（Finucane, 2007b）。
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これらの個体は共伴する土器のタイプや骨の年代測定から、5 期後半のチャンカ期に埋葬さ

れたと推定されている（Finucane, 2007b）。この 16 個体を除くと、クスコ北西地域とアヤク

ーチョ地域、チャウチ―リャ遺跡間の窒素同位体比に有意差が検出される（クラスカル・

ウォリス検定 δ13C: p = 0.500, δ15N: p = 1.10E-05***）。このことから、5 期のアヤクーチョ地

域には海岸地域との交流が推測されるものの、海岸地域と同程度に海産資源を含んだ食性

になるほどの資源の流通はなかったと考えられる。一方、クスコ北西地域とナスカ地域は

炭素・窒素同位体比に差が見られず、食性が類似するほど活発な資源流通が存在した可能

性が示唆される（マンホイットニーの U 検定 δ13C: p = 0.286, δ15N: p = 0.506）。 

ナスカ地域では 5 期の住居址（パホナル・アルト遺跡）でラクダ科動物の飼育が行われ

ていたと推定されており、ラクダ科動物を伴う交易が盛んになったことで、南部海岸地域

と南部山岳地域で食資源の流通があったのかもしれない（Conlee, 2000: 370-371）。これまで

の先行研究の広域での同位体比の比較では、4 期に窒素同位体比の分散が大きくなり、海産

資源利用の地域差が拡大したと考えられたが（第 2 章第 3 節参照）、クスコ地域では海岸地

域との類似性が見られた。クスコ地域の 2 期には海岸地域とは異なった低い炭素・窒素同

位体比を示していたので、3 期以降に海岸地域との資源流通が形成されたと推定される。 

 

5.4.6  5 期から 6 期の広域的な食性変化 

 中央アンデス地帯全域で 5 期と 6 期の食性を比較してみると、5 期には食性の多様性がみ
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られ、チチカカ湖周辺や、ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡、ハウハ地域で低い炭素同

位体比が示され、相対的に C4 資源の寄与が少なかったと推定される（図 5.9 上図）。一方、

海岸地域では、オスモレ谷やパチャカマック遺跡はチャウチ―リャ遺跡に比べて高い窒素

同位体比を示しており、海産資源利用の地域差があったようだ。すなわち、5 期にはトウモ

ロコシ利用も海産物利用も地域差がみられた。5 期は考古学的にも地域文化の特徴が顕著に

なる時期だと考えられており、今回の広域での同位体比データでみられた大きな地域差は

社会・文化の多様性を反映していると推測される。 

 一方、6 期になると、ハウハ地域やラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡で炭素同位体比が

上昇し、7 つの遺跡間（サクサイワマン遺跡、クスコ北西地域、マチュピチュ遺跡、プルチ

ュコ・ワケロネス遺跡、ワカ・チョトゥーナ遺跡、アヤクーチョ地域、タンタリカ遺跡）

で炭素同位体比に差がみられないなど、広域的に食性の画一化が進んだと考えられる（図

5.9 下図）。図 5.9 の両時代に示された全てのデータで比較すると、5 期に比べて 6 期には炭

素同位体比の分散が小さくなる（5 期分散: 6.9, 6 期分散: 4.2, リーベン検定: p = 0.001**）。

また、窒素同位体比でも 6 期の分散が有意に小さくなる（5 期分散: 17.2, 6 期分散: 3.1, リー

ベン検定: p = 1.11E-34***）。従って、歴史文書に記録されたインカの支配によるトウモロコ

シ栽培の促進や、再分配やインカ道の発達による資源流通の活性化から、6 期には広域で食

性が画一化したと考えられる。 
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第 5 節 結論 

本章では、6 期のインカ支配後の食性と比較するため、インカ台頭前の 5 期の各地の食性

を検討した。中央アンデス地帯全域でみると、5 期には食性の多様性が示され、C4資源や海

産資源の利用に地域差があったことが示された。また、チチカカ湖周辺地域内でも食性の

地域差が示唆された。 

5 期と 6 期を比較すると、クスコ北西地域では 5 期から 6 期に窒素同位体比が減少してい

るが、5 期のクスコ北西地域と 6 期のサクサイワマン遺跡では、サクサイワマン遺跡の方が

高い窒素同位体比を示していた。インカが支配地域を拡大した 6 期のクスコ中心部では、

特に海産資源利用が高くなっていたと考えられる。また、ラグナ・デ・ロス・コンドレス

遺跡では炭素同位体比の上昇がみられ、先行研究のハウハ地域での報告と同様に、インカ

の支配によるトウモロコシ利用の増加が想定される。先行研究の結果を合わせた広域的な

比較でも、6 期には食性の画一化が示された。これは歴史文書に記されたインカによるトウ

モロコシ栽培の促進や資源の再分配などの資源コントロールを同位体比が反映していると

考えられる。 

また、5 期は地域文化の多様性が顕著になった時期だと考えられており、食性の地域差は

社会状況と関連していると推測される。一方で、5 期のクスコ北西地域と海岸地域は炭素・

窒素同位体比に差が見られないことから食性が類似しており、インカの中心地の一部とな

るクスコ北西地域では 5 期にすでに海岸地域との活発な資源流通が行われていた可能性が
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示唆された。アヤクーチョ地域では、海岸地域との同位体比の類似はみられなかったが、

海岸地域出身だと思われる複数の個体が確認されている（Finucane, 2007b）。ナスカ地域の

パホナル・アルト遺跡では、約 150km 北東の山岳地域のソンドンド（Sondondo）谷由来だ

と推定される土器が発掘されている（Conlee, 2000: 194）。また、古人骨の同位体分析は報告

されていないが、5 期の北部山岳地域のタンタリカ遺跡は北部海岸地域で台頭したチムー集

団との密接な関係が確認されている（渡部, 2010: 129-170）。これらのことから、アンデス考

古学の研究では 5 期には中央アンデス地帯の各地で海岸地域と山岳地域の活発な交流が行

われていたと推定されているが、同位体比研究からは盛んな資源流通が行われていたのは

クスコ北西地域に限られ、広域的に資源流通が活性化したのは 6 期にインカが台頭してか

らであることが示された。 
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第 6 章 1 期から 6 期までの広域的な食性変遷 

 最後に、本研究のデータ（1 期 9 点, 2 期 59 点, 3 期 2 点, 4 期 1 点, 5 期 74 点, 6 期 57 点）

を加えて、第 2 章で行った広域での同位体変遷を再検証した結果、広域的な炭素・窒素同

位体比の上昇と下降の傾向は、先行研究のデータから得られた結果と大きく変わらないこ

とが確認できた。すなわち、炭素同位体比は 1 期から 4 期にかけて上昇し、4 期で C4資源

利用の上限に達していると考えられる。5 期には摂取量が減少し 3 期より少し高い程度まで

下がるが、6 期には再び上昇し、4 期と同程度の利用になる（図 6.1A, 表 6.1）。 

3 期の炭素同位体比の低い外れ値は、山岳地域でトウモロコシ栽培が増加していないクス

コ北西地域のワタ遺跡や、チチカカ盆地の個体を示している。また、2 期・3 期の高い炭素

同位体比の外れ値は、アヤクーチョ地域の特に高い C4 資源利用の個体を示している。第 3

章で言及しているように、なぜこの地域で 2 期から高い C4資源利用が行われていたのかは

明らかになっていない。5 期の低い炭素同位体比の外れ値は、ラグナ・デ・ロス・コンドレ

ス遺跡や、チチカカ盆地の特に C3 資源への依存が大きい地域の個体を表している。6 期の

低い炭素同位体比の外れ値もまたラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の個体を示しており、

インカによる征服で C4資源利用が増加したものの、他の遺跡に比べるとその利用割合は低

かったと考えられる。 

一方、分散の変化は、1 期から 2 期に拡大し、5 期から 6 期は縮小しているが、2 期から

5 期は統計学的に有意な分散の変化は見られない（表 6.2）。ただし、分散の値だけ見ると、
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2 期から 3 期は僅かに減少し、3 期から 4 期は上昇、4 期から 5 期は減少しており、第 2 章

で示した先行研究のデータで見られた傾向と概ね一致している。ヒストグラムからは、1 期

は低い炭素同位体比を示す一極型で、2 期に食性が二極化し始めて 5 期まで続き、6 期に高

い炭素同位体比を示す一極型に変化する（図 6.2）。これは、C3 資源中心の食性から、C4 資

源中心の食性への移行を表していると推測される。特に、5 期まで C4 資源利用が少なかっ

た地域でインカの支配によりトウモロコシ栽培が促進されたことが影響していると考えら

れる。 

 一方、窒素同位体比は、1 期と 2 期の間は変化がなく、2 期から 3 期に上昇、3 期と 4 期

の間は変化がなく、4 期から 5 期に上昇、5 期から 6 期に下降している（図 6.1B, 表 6.1 参

照）。特に 2 期に海に面した海岸部のデータ（オスモレ谷）が加わることで一部の個体は高

い値を示している。また、同遺跡は 500 BC – AD 500 のため時期を分けることができず 3 期

にも同じデータを組み込んでいる。3 期には海岸地域のデータが増えるが（ナスカ, パカト

ナム, ビル―谷, タブラダ・デ・ルリン）、オスモレ谷の 17 個体は特に高い窒素同位体比を

示している。3 期, 4 期, 6 期は似た窒素同位体比分布をしており、中央値も近い値を示して

いる。5 期は窒素同位体比の高い個体が多い。 

2 期・3 期の高い窒素同位体比の外れ値は、オスモレ谷下流部の個体を表している。第二

章で言及しているように、この遺跡は 2 期と 3 期のどちらの時期に分類されるか同定でき

ないため、両時代の計算に組み込んでいる。2 期では、海岸地域の遺跡がオスモレ谷下流部
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しかなく、他は全て山岳地域のデータであるため、窒素同位体比の差が特に顕著になって

いる。ただし、1 期に示される C3 資源と海産資源の混合食性に基づく炭素・窒素同位体比

の相関線状に乗っており、C4 資源の相対的な摂取量はほとんどなく、海産資源の寄与率が

高かったと考えられる。3 期では、他の海岸地域の遺跡（タブラダ・デ・ルリン遺跡）に比

べて C4資源利用が少ない分、海産資源利用の寄与率が高くなり、窒素同位体比が外れ値と

して表れていると考えられる。4 期は特に山岳地域の個体が多いため、海岸地域の個体が高

い窒素同位体比の外れ値として示されるが、2 期や 4 期のように特に山岳地域のデータが多

い時期は、後述する山岳地域・海岸地域別では外れ値として表れなくなる。 

一方、分散の値は、2 期から 3 期の間だけ分散に差がなく、他の時代間は統計学的に有意

な差が見られた（表 6.2 参照）。ヒストグラムを見ると炭素ほど大きな時代変遷は見られな

い（図 6.3）。窒素同位体比は、海岸に近い遺跡が含まれれば、その分、高い値を示す個体

が出現するため、どの地域の遺跡がデータに含まれているかを考慮しなければならない。1

期のバンドゥリア遺跡、2 期と 3 期のオスモレ谷、4 期のアンコン遺跡、5 期のパチャカマ

ック遺跡とオスモレ谷、3 期から 5 期のパカトナム遺跡は海岸から 1km 以内の場所に位置

している。従って、6 期以外は、海岸地域も山岳地域も必要なデータが揃っていると考えら

れる。この仮定を受けて分布をみると、1 期は一極型の分布であるが、2 期と 3 期は二極型

の分布になっているが、これはオスモレ谷の個体の影響である。4 期は高い窒素同位体比の

個体が少なくなり、5 期は高い窒素同位体比の個体が増加し、僅かに二極型のような形にな
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っている。6 期は、最も海岸に近いワカ・チョトゥーナ遺跡でも海岸から 5km ほど離れて

いるため、高い窒素同位体比を示す個体が見られないのは、沿岸の遺跡が含まれていない

ことが影響している可能性がある。 

そこで沿岸の遺跡の影響を排除するために、5 期の海岸に近いパチャカマック遺跡とオス

モレ谷のサンヘロニモ遺跡を除いた 343 個体と、6 期の 204 個体の同位体比の分散を比較し

た。これでどちらの時代も、海岸から 5km 以上内陸の個体だけでの比較になる。この条件

での比較においても、6 期には炭素同位体比の上昇と分散の縮小、窒素同位体比の下降と分

散の縮小が検出された（5 期のδ13C: -13.0±2.7, 分散 7.2;  δ15N: 13.7±3.9; 分散 15.5） （6

期のδ13C: -12.2±2.0, 分散 4.2; δ15N: 10.2±1.8, 分散 3.1）（マンホイットニーの U 検定  δ13C: 

p =  0.002**, δ15N: p =  5.2E-28***） （リーベン検定  δ13C: p =  1.3E-04***, δ15N: p =  

8.4E-27***）。従って、6 期には食性の画一化が生じていたと結論づけられる。 

 さらに、内陸 50km 以上かつ標高 1000m 以上の山岳地域と、それ以下の太平洋岸の低地

を海岸地域に分けて同位体比の時代変遷を比較した。山岳地域では、1 期と 2 期の間に炭素

同位体比が上昇し、3 期と 4 期の間にさらに上昇が見られた（表 6.3, 6.4, 図 6.4A）。また、1

期から 2 期、2 期から 3 期の間に炭素同位体比の分散が大きくなり、5 期から 6 期の間に分

散が小さくなることが示された。一方、窒素同位体比は、1 期から 2 期には僅かに減少し、

2 期から 3 期にかけて上昇し、3 期から 4 期は変化がなく、4 期から 5 期にかけて上昇し、5

期から 6 期にかけて減少した（表 6.3, 6.4 参照, 図 6.4B）。分散は 2 期から 3 期の間と 4 期か
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ら 5 期の間に大きくなり、5 期から 6 期の間は小さくなった。 

以上の時代変遷から、山岳地域の遺跡では、1 期から 4 期にかけて徐々に C4資源利用が

増加し、4 期に C4 資源の相対的な摂取量は上限に達し、その後、減少することなく高い生

産・消費の状態を保っていたと推測される。6 期には炭素同位体比には変化がないが、分散

は小さくなっており、活発な資源流通が行われていたと推測される。また、山岳地域にお

ける窒素同位体比は 5 期に最大値を示しており、山岳地域における海岸からの資源流通は 5

期に最も活性化していた可能性が示唆された。ただし第 5 章で言及したように、この海岸

地域と山岳地域の資源流通は南部地域で盛んであったと考えられ、北部山岳地域のアンデ

ス西斜面は同位体比の報告がなく、今後の調査が必要である。 

 一方、海岸地域では、1 期から 2 期に炭素同位体比が急増し、2 期から 3 期はやや減少し

たあと、3 期から 4 期に再び上昇、4 期から 5 期は減少し、5 期から 6 期に上昇する（表 6.5, 

6.6, 図 6.5A）。分散は、1 期から 2 期に小さくなり、2 期から 5 期にかけて大きくなり、5

期から 6 期にかけて小さくなる。窒素同位体比に注目すると、1 期から 2 期には急増し、2

期から 3 期には減少、4 期から 5 期にかけて上昇し、5 期から 6 期には減少する（表 6.5, 6.6

参照, 図 6.5B）。窒素同位体比の分散は、1 期から 2 期にかけて減少し、2 期から 3 期にかけ

て上昇、3 期から 4 期と 5 期から 6 期にかけて減少していく。2 期に高い炭素・窒素同位体

比を示すオスモレ谷を除けば、海岸地域では 1 期から 4 期にかけて炭素同位体比が上昇し

ていく傾向が示される。5 期には炭素同位体比が減少するが、同時に窒素同位体比が上昇し
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ており、内陸資源（特に C4 資源）から海産資源へのタンパク質源の変化が推測される。6

期には再び炭素同位体比が上昇しており、窒素同位体比も減少していることから、内陸資

源、特に C4資源の利用が相対的に増加したと考えられる。 

 5 期の同位体比変化について、環境変化による影響は一様ではなかったと思われる。従

来は、ケルカヤ氷冠のアイスコアの分析から推定された気候変動が注目され、ワリやティ

ワナクの崩壊に乾燥化が影響していると考えられてきた。しかし、近年、チチカカ盆地で

乾燥化が生じる時期は、南部高地及び南部海岸の北部地域では湿潤化が生じていたという

説が示されている（Mächtle and Eitel, 2013）。熱帯収束帯の南方移動が大きい時期（4 期）は

チチカカ盆地が湿潤になり、南方移動の小さい時期（2-3 期や 5 期）は、チチカカ盆地がボ

リビア高気圧に覆われるため乾燥し、アヤクーチョ地域やナスカ地域が湿潤化すると彼ら

は指摘している。これを支持するように、ケルカヤ氷冠のアイスコアでは 5 期の乾燥化が

示されていたが、ナスカの北西に位置するヤウリウイリ湖の土壌コアでは 5 期の湿潤化が

指摘されている（米延, 2014）。従って、中央アンデス地帯では、広域で一様に湿潤化・乾

燥化するとは言えず、地域によって変化が異なっていたと考えられる。そのため、5 期の広

域的な窒素同位体比の上昇が乾燥化の影響だとは考えにくい。なお、第 5 章の地域ごとの

同位体比の時代変化の項では、各地域での環境変化による影響の可能性について言及して

いる。将来的には、野生動物の同位体比の時代変化を各地域で調べることで、環境変化の

地域毎の影響を明確にすることが出来るだろう。 
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 広域的な土器様式の共通性が見てとれるホライズンに対応する 2 期・4 期・6 期では、同

位体比で示された食性は 2 期では画一化ではなく、むしろ食性が多様化したと考えられる。

特に、山岳地域で C4資源の摂取量がこの時期に増加し始めた結果だと推測される。また、4

期には山岳地域・内陸地域共に相対的な C4資源摂取量が上限に達したと推測される。一方

で、4 期には山岳地域における窒素同位体比の変化がみられないことから、海岸地域から山

岳地域への海産資源の流通は多くなかったと考えられる。垂直統御と関連する山岳地域へ

の海産資源の流通は 5 期に盛んになったと考えられる。 

5 期には、海岸地域でも窒素同位体比の上昇や分散の拡大がみられることから、海岸地域

における海産資源の活用が活性化したと推測される。5 期は海岸地域の文化が興隆する時期

で、北部山岳地域のタンタリカ遺跡や南部山岳地域のワリ遺跡ベガチャヨク・モコ地区に

は海岸地域との密接な関係が報告されている。従って、海岸地域から山岳地域への資源流

通があった可能性が文化遺物からも想定できる。残念ながら、同位体分析だけでは、海産

資源を山岳地域の集団が積極的に入手したのか、もしくは海岸地域の集団が山岳地域にも

たらしたのか、資源流通の主体がどちらにあったのかは同定できない。いずれにせよ、5 期

末もしくは 6 期初頭というインカが海岸地域を支配する以前から、クスコ地域では海産資

源の利用があった可能性が同位体データから示されており、5 期に盛んになった海岸地域と

山岳地域の資源流通が、歴史文書に記録された高地集団主体の垂直統御の祖形であった可

能性が示唆される。さらに、6 期には、インカの進出により、海岸地域では内陸資源の寄与



154 
 

が高くなり、山岳地域でも資源流通の活性化が示唆された。したがって、6 期には山岳・海

岸両地域を合わせて、歴史文書に記録されたような、C4 資源利用の強化や資源流通の活性

化が推測され、インカによる資源コントロールが本研究によって同位体データから初めて

示された。 
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第 7 章 結論 

本研究はアンデス文明における 3000 年間の食性の変化から、多様な環境利用のあり方と

その変化を明らかにすることを大目的とし、食性の時代変遷を調査した。アンデス文明の

栄えた中央アンデス地帯では多様な生態環境を複合的に活用し、垂直統御と呼ばれる様々

な資源を入手する方法が確立された。また、16 世紀から 17 世紀の歴史文書の記録を基に、

先スペイン期のアンデス地域では、経済的基盤として、また互恵関係に伴う歓待のための

饗宴や祭祀活動においてトウモロコシが重要だったと考えられ、権力の拡大におけるトウ

モロコシの利用が注目されてきた。 

これまでの中央アンデス地帯の様々な遺跡・地域で行われた同位体分析による食性推定

では、リーダーの台頭と食性変化のタイミングが注目され、資源コントロールの有無が議

論されてきた。しかしながら、同位体分析から推定される摂取した食物と、コントロール

された食物が一致しているとは限らないため、1 地域・1 遺跡における同位体比変化だけに

注目して資源コントロールが行われたと解釈するのは不十分である。 

そこで本研究では、(1)リーダーの台頭と食性変化の関係を明らかにするため、広域的な

同位体比の変遷を調査した。また、(2) 山岳地域の集団による海産資源の利用を調べるため、

山岳地域と海岸地域の人々の食性を比較した。 

まず、広域的な視点から、中央アンデス地帯全域における食性変化に注目した。従来の

先行研究の集成・再分析からは、2 期に C4資源利用が始まり 4 期までに摂取量が増加し続
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け、6 期は食性が画一化する可能性が示された。しかし、先行研究では 2 期の C4資源利用

増加が同一遺跡で確認されていない点や、社会的差異に伴う食性差の検証がなされていな

いという問題点が浮上した。また、5 期から 6 期にかけて、インカによる資源コントロール

の可能性が示されるものの、インカの首都であるクスコ地域の同位体比の報告がなかった。 

そこで、北部山岳地域のパコパンパ遺跡における 1 期から 2 期の食性変化の調査を行い、

2 期に C4 資源の摂取量が増加するものの、社会的に特別な地位にいたと推測される個体は

C4資源摂取量が必ずしも高くないことが示された。2 期は社会的差異が生じ、宗教的リーダ

ーが出現した時期である。従来は歴史文書から推測されたインカによる政治的・祭祀的な

トウモロコシの利用を基に考察され、C4 資源利用の増加とリーダーの台頭が同時期に生じ

ていることから、リーダーによるトウモロコシの活用や、宗教的リーダーによる祭祀的な

チチャ利用に結び付けられた。しかし、本研究が分析した 2 期のパコパンパ遺跡では、特

別な人々とトウモロコシ利用の密接な関係は示されなかった。 

また、2 期は前期ホライズンとも呼ばれる時期に一致しており、チャビン・デ・ワンタル

遺跡を中心として広域で土器や図像表現に共通性がみいだせる時期であるが、インカのよ

うな食性の画一化はみられず、食性としてはむしろ多様化した時期であった。チャビン文

化は山岳地域の集団による支配的な拡大ではなく、各地の人々が主体的にチャビン・デ・

ワンタルを訪れ、積極的に様式を吸収していたと考えられ、4 期のワリやティワナク、6 期

のインカとは異なっている。そのため、各地域で大型神殿を中心として形成された共同体
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が各地に存在する多様な社会だった。同位体比から示された多様化した食性も、社会状況

と矛盾しない。そして、トウモロコシを政治・祭祀的に重要な資源として活用する集団が

台頭するような何らかの社会変化が 3 期以降に生じ、インカ的なトウモロコシ利用が形成

されたと考えられる。 

おそらく、4 期に台頭したワリやティワナクは、トウモロコシを活用した集団の内、特に

繁栄に成功した集団だと考えられる。広域的な同位体比の変化からは、3 期から 4 期にかけ

C4資源の利用が増加していき、4 期に C4資源の相対的な摂取割合の上限に達する。ワリや

ティワナクが各地に進出したことで、トウモロコシ栽培が極限まで拡大されたのかもしれ

ない。ティワナクでは、4 期にチチャの製造や摂取に利用される土器が出現する。被支配地

域とチチャを酌み交わすことで信頼関係を結び、交易やトウモロコシ栽培を依頼するよう

な、インカ的な互恵制度の祖形が行われたと推測される。 

 ワリとティワナクが崩壊した 5 期に、社会状況は大きく変化した。地域文化が興隆し、

複数の首長制社会が作られ、局所的な社会経済組織と地域的な共通認識を有した共同体が

各地で形成された。また、各遺跡での専業的な生業が行われ、広域的に食性の多様化が生

じた。本研究でも南部海岸地域のナスカ地域や中部海岸地域パチャカマック遺跡のデータ

を加えて検証した結果、同位体分析からも食性の多様化が生じたことが示された。遺跡間

で補足的に資源交換を行っていたが、大きな食性の地域差が形成されている。しかし、本

研究の分析からクスコ地域やチチカカ盆地の南部山岳地域では、グアノを用いたトウモロ
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コシ栽培が行われた可能性が示唆され、垂直統御の祖形が 5 期にペルー南部で出現してい

た可能性が示唆される。4 期のティワナクやワリでも、温暖な谷沿いにトウモロコシ栽培の

目的でヒトが移住し、ティワナクでは C4資源の摂取量が増加していたが、海産資源利用の

増加は示されなかった。山岳地域の集団による 4 期のトウモロコシ資源の入手と 5 期の海

産資源の入手が組み合わされ、歴史文書に記録された垂直統御が形成されたのかもしれな

い。さらに、6 期のインカによる集団の移住が垂直統御の形成にどのように影響したのかは、

移住元や移住先の地域の食性変化を調べることで明らかになっていくだろう。 

 本研究で調べた 5 期から 6 期のクスコ地域及び各地の同位体比と先行研究のデータを合

わせて検証することで、6 期に食性の画一化が生じていたことが炭素同位体比と窒素同位体

比の両方で示された。炭素同位体比の上昇と分散が小さくなっていることから、C4 植物の

増産だけではなく、植物性資源の流通の活性化も生じていたと想定される。リュタ谷での

イモ類摂取の増加や、パホナル・アルト遺跡でのトウガラシ利用の増加、セロ・デル・イ

ンガ遺跡でのキヌア栽培の強化などの証拠から、6 期にはトウモロコシに限らず多様な植物

性資源が流通していたと考えられる。 

 一方、窒素同位体比は減少し、分散が小さくなっていることから、相対的に内陸性資源

の利用が増加し、内陸性資源の海岸地域への流通が活性化したと考えらえる。窒素同位体

比の減少はインカによるグアノ利用の制限も影響しているのかもしれない。これらのこと

から、歴史文書に記されたインカによる資源コントロールを広域的な同位体比変化から示
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すことが出来たと考えられる。広域的に文化的共通性がみられる 2 期と 4 期、6 期が広域的

な食性変化の重要なポイントとなっているが、5 期の多様化した社会が垂直統御の形成に寄

与している可能性が示唆されたのは予想外の結果であった。 

2 期に始まったトウモロコシ摂取の増加は当初はリーダーによる利用ではなかったと推

測されるが、3 期のモチェや 4 期のワリやティワナクによって政治的・祭祀的利用が活性化

し、6 期のインカもトウモロコシを政治的・祭祀的に用いていた。しかし、4 期に多くの地

域でトウモロコシ栽培量は上限に達したため、インカによるトウモロコシ栽培の促進は、

元々トウモロコシ利用が少ない地域で行われたと推測される。言い換えれば、5 期までに十

分なトウモロコシ栽培システムが作られた地域では、インカによるトウモロコシ栽培の強

化はそれほど大きな影響は与えなかったのかもしれない。歴史文書に記録されたインカ征

服後のトウモロコシ栽培の強制やその影響には地域差があった可能性を本研究では古人骨

の同位体比に関する広域比較から示すことに成功した。 

 近年、アンデス地域の同位体分析は、炭素・窒素同位体分析だけでなく、酸素同位体や

ストロンチウム同位体、硫黄同位体、鉛同位体、水素同位体なども分析され始めている。

しかし、広域的な同位体比の分布を確認しないまま、1 遺跡の分析だけで議論する傾向が強

い。アンデス文明のように広域的な共通性が見られる時期と多様性が顕著になる時期をく

り返す社会では、限られた地域での現象と、広域的な現象に差異が生じる可能性を本研究

では指摘できた。また、広域的に比較することで初めて社会全体での変遷も示された。今
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後、他の同位体比についても、ローカルなデータと広域的なデータを比較検証することで、

アンデス文明の変遷について新たな知見を提示できると考えている また、トウモロコシ

などの炭化植物遺存体の炭素・窒素同位体比から、グアノ等の施肥の影響を復元すること

で、より詳細な生業システムの時代比較が可能になると期待される。 
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学総合研究科の森田航博士、リマ在住のウーゴ津田氏と御家族の皆様には、サンプリング
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への御助力や現地調査への御配慮を頂き、多岐に亘りたいへんお世話になりました。特に

関先生、鵜澤先生、長岡先生には、遺跡の背景や形態学的情報だけでなく、形成期研究に

ついて一から御教授頂きました。至らぬ点も多い中、様々なご指導や御助言、貴重な機会

を幾度もお与え頂き、心より感謝いたします。また、現地調査や研究会、学会などで、多

くの古代アメリカ研究者の方からアドバイスや激励を賜りましたこと、幸甚に存じます。 

山形大学人文学部人間文化学科の坂井正人教授、同科の松本雄一准教授、同科の山本睦

先生には、チャウチーヤ遺跡のサンプリングや分析、議論、そして博論の執筆に際し多く

の御助言と御助力を賜りました。坂井先生には、篠田先生から離れて初めて東大アンデス

調査団に参加した時から多くの御配慮を賜りました。松本先生の研究への真摯な取り組み

や山本先生の心配りなど、研究者としてのあり方を考えるにあたり多くの刺激を受け、そ

の姿勢を学ばせて頂きました。土井正樹博士には、ワリ・ティワナクを含む南部高地の研

究について、多くの御教示や御助言を頂きました。形成期からインカ期までのアンデス専

門家が勢揃いした研究室に在籍できたことで、不勉強ながらなんとか博士論文を纏めるこ

とが出来たと実感しています。また、同大の阿子島功名誉教授、渡邊洋一教授、本多薫教

授、伊藤晶文准教授、千葉清史准教授、門間政亮氏、ホルヘ・オラーノ氏、高崎俊宏氏、

高橋拓氏、坂井先生御家族の皆様には、研究へのアドバイスや現地調査での御協力など、

たいへんお世話になりました。山形大学関係者の皆様に叱咤激励頂きましたことに、厚く

御礼申し上げます。三年間と短い間でしたが、山形大学で学ぶ機会を頂き幸せでした。 
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 東京大学タンデム加速器分析室（MALT)の松崎浩之教授、東京大学大気海洋研究所宮入

陽介先生、MALT スタッフの皆様、山形大学高感度加速器質量分析センターの門叶冬樹教授、

加藤和浩先生、YU-AMS スタッフの皆様には、放射性炭素年代測定に際し多大なるご助力

を賜りました。時には急ぎの試料の分析など不躾なお願いもご快諾頂きましたことを、深

く感謝いたします。 

 安定同位体比の分析に際しては、国立環境研究所地球環境研究センターの向井人史先生、

国立科学博物館の齋藤めぐみ先生、谷村好洋先生に御協力頂きましたことを、ここに記し

て御礼申し上げます。 

また、本研究の一部は、「権力の生成と変容から見たアンデス文明史の再構築: 23222003

（研究代表者 関雄二）」と「古代アンデス社会におけるヒトの移動と文化変容の関係の解

明: 19405016（研究代表者 篠田謙一）」、「環太平洋の環境文明史: 21101001（研究代表者 青

山和夫）」「古代アメリカの比較文明論: 26101003（研究代表者 青山和夫）」、「ミイラ体組

織の代謝速度差を利用した同位体分析による生活復元法の確立: 09J07140（特別研究員 瀧

上舞）」、「古代アンデス人の生活復元のための高精度なコカの葉利用の推定と産地同定: 

12J06868（特別研究員 瀧上舞）」の一環として実施し、実験に伴う諸経費や、旅費、研究

会・学会参加費など、多くのご支援を頂きました。 

  東京大学新領域創成科学研究科人類進化システム分野及び東京大学総合研究博物館放

射性炭素年代測定室の皆様には、多くの御助言と御協力を賜りました。研究員として在籍
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されていました鵜野光氏、中川良平氏、大森貴之氏、尾嵜大真氏には、実験の方法や研究

の進め方など、多岐に亘りご指導頂きましたことに、心より御礼申し上げます。特に大森

氏には名古屋大学での卒業研究から足掛け 10 年に渡り、様々な御助言と御助力を賜りまし

た。金澤京子氏（旧姓 大原京子氏）と坂倉舞氏、宮崎ゆみ子氏、金澤礼雄氏、畑山智史

氏には、実験に際し便宜を図って頂きました。その御力添えのおかげで、いつも効率的に

実験を進めることが出来ました。宮島史子氏には事務手続きや諸経費について細部に至る

御配慮を頂きましたおかげで、研究を潤滑に進めることが出来ました。様々な分野から進

学してきた同期の内藤裕一氏、覚張隆史氏、勝村啓史氏、白井祐介氏とは垣根なく話せる

環境で、多くの研究の刺激を受けました。共に研究に向き合う同期が近くに多くいたこと

は幸運だったと思います。マーク・ディアブ氏、蔦谷巧氏、板橋悠氏、山﨑孔平氏、小玉

悠平氏、小山荘太郎氏には、研究から趣味までいろいろな話ができ、楽しい研究室生活を

送らせて頂きました。特に後輩の方々には、至らぬ先輩で情けなく思っておりましたが、

それにも関わらず呆れずに付き合ってくださったことに感謝しています。修士課程では、

柿沼由佳理氏、下見光奈氏に、研究や実験の基礎をお教え頂きました。他分野からの受験

で勝手がわからない部分もありましたが、御二方の御助言で入学することができました。

米田先生、河村先生、太田博樹先生（現 北里大学医学部解剖学研究室）を始めとして、多

くの先輩方や後輩の皆様にご支援とご声援を頂きましたことに、心より感謝いたします。 

また、研究を進める中で不安を抱くこともありましたが、他大学の同期研究者の皆様と



166 
 

の交流に力づけられました。総合地球環境学研究所の日下宗一郎氏、山梨大学大学院医学

工学総合研究部の高橋遼平氏、海洋研究開発機構(JAMSTEC)地球内部物質循環研究分野の

遠山知亜紀氏、同機構生物地球科学研究分野の菅原春菜氏、元東京工業大学地球惑星科学

専攻の山崎絵里香氏には研究の内容だけでなく、将来を見据えた研究者としての人生観な

ども屈託なく話すことができました。多くの同期研究者との交流のおかげで楽しく研究を

続けることができました。 

ここには挙げきれないほど多くの方の支えがあって、本研究を行えましたことは幸甚の

至りです。本論文を書き進めるにつれ、いかに重要な試料を扱わせて頂いており、またこ

れまで貴重な機会をどれほど多く与えて頂いたのかを改めて実感しました。まだ、多くの

視点からの議論が可能だと考えており、本データを早く国際誌で公表して内外の研究者と

議論していかなければならないと切に感じております。重要な研究に携わってこられたこ

と、研究の楽しさを教えて頂いたこと、国際的な視野を広げて頂いたこと、そして研究者

としてだけでなく一人の大人として成長させて頂いたことなど、多くの先生方、先輩方、

同期・後輩の皆様のおかげだと心より感謝しております。 

最後に、今日まで勉学に励む機会を与えて支援してくれた両親と祖父母、親族、弟妹と、

そして研究を続けたいという我儘を受け入れ応援して下さった主人、義両親、親族の皆様

に厚く御礼申し上げます。 
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図 1.1  アンデス地域の自然環境 （Instituto Geográfico Nacional, Perú, 1989） 
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図 1.2 アンデス地域の編年 (関, 2010a, Quilter, 2014 を参考にした) 
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図 1.3  アンデス地域の食物における炭素・窒素同位体比 

（DeNiro and Hastorf, 1985; DeNiro, 1988; Tieszen and Chapman, 1992; Falabella et al., 2007; 

Turner et al., 2010; Szpak et al., 2013; 瀧上舞・未発表データ） 
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図 2.1  先行研究および本研究で分析した遺跡の地図 
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図 2.2  広域的な食性の時代差 
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図 2.2  広域的な食性の時代差 （続き）  
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図 2.3 先行研究で報告されたデータを合わせた同位体比の時代変化 

A（上図）が炭素同位体比、B（下図）が窒素同位体比を表す。 

データ全体を 25%間隔で等分した時の 50%中央値が箱内の黒線、箱の下線は第 1 四

分位点、箱の上線は第 3 四分位点を示す。外の丸は箱の長さの 1.5 倍以上離れた値

を示し、＊は極端な外れ値を表している。髭は外れ値を除いた時の最大値と最小値

を示している。 

A 

B 
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図 3.1  パコパンパ遺跡のシカの骨における炭素・窒素同位体比 
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図 3.2  パコパンパ遺跡のクイの骨における炭素・窒素同位体比 
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図 3.3  パコパンパ遺跡のラクダ科動物の骨における炭素・窒素同位体比 
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図 3.4  パコパンパ遺跡の古人骨の炭素・窒素同位体比 
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図 3.5  クスコ北西地域の古人骨の同位体比 
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図 3.6  クスコ北西地域の古人骨の同位体比の時代変化 

      上の図は炭素同位体比、下の図は窒素同位体比を示す 
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図 3.7  パコパンパ遺跡の全動物の炭素・窒素同位体比 

  上の図は 1 期、下の図は 2 期の個体を示す 
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図 3.8  パコパンパ遺跡のシカ骨と、先行研究で分析された 3 地域のシカ骨の炭素・窒素同  

位体比（マンターロ谷と海岸地域のデータ: DeNiro, 1988; クントゥル・ワシ遺跡の

データ: 関・米田未発表データ） 
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図 3.9  パコパンパ遺跡の動物の食性推定 

図 3.7 に野生の植物の同位体比（Szpak et al., 2013）を加えている上の図は 1 期、 

下の図は 2 期の個体を示す 
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図 3.10 パコパンパ遺跡のヒトの食性推定 

 上の図は 1 期、下の図は 2 期の個体を示す 
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図 3.11 広域的な食性の時代差 

各遺跡の平均と標準偏差をプロットした。塗潰したマークは本研究のデータを示し、

白抜きマークは先行研究のデータを示す。オスモレ谷下流部のデータは、500 BC- AD 

500 の年代が含まれているため、2 期と 3 期の両方にプロットしている。 
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図 3.12 散乱人骨と埋葬人骨における炭素・窒素同位体比の比較 
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図 3.13  金属製副葬品の有無による古人骨の炭素・窒素同位体比の比較 

右図は 2 期（PC-II 期）のパコパンパ遺跡、中央の図は 2 期前期（クントゥル・ワ

シ期）のクントゥル・ワシ遺跡、左図は 2 期後期（コパ期）のクントゥル・ワシ

遺跡 
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図 3.14  頭蓋変形の有無による古人骨の炭素・窒素同位体比の比較 

右図は 2 期（PC-II 期）のパコパンパ遺跡、中央の図は 2 期前期（クントゥル・ワ

シ期）のクントゥル・ワシ遺跡、左図は 2 期後期（コパ期）のクントゥル・ワシ

遺跡 
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図 4.1  本研究で分析した 6 期の古人骨における炭素・窒素同位体比 
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図 4.2  サクサイワマン遺跡の墓タイプによる炭素・窒素同位体比の比較 
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図 4.3  クスコ北西地域の遺跡群における古人骨の炭素・窒素同位体比 
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図 4.4  ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡における毛髪の炭素・窒素同位体比と 

骨の同位体比の平均値 

毛髪の値は体内の炭素・窒素同位体分別を補正し(δ13C: +1.41‰, δ15N: 0.86‰)、 

骨の値に合わせている 

 

  



211 
 

 

図 4.5  サクサイワマン遺跡の個体とリュリャイリャコ山で見つかった子どの毛髪の 

炭素・窒素同位体比の比較 

サクサイワマン遺跡の個体は平均値と標準偏差を示す。子どもミイラの毛髪は個

体ごとに連続的な毛髪の分析結果を示しており、一点が 1.5cm 分の毛髪（約 1.5 ヵ

月の食性）の値を表している。右上に＊マークが付いている点が最も頭皮に近く、

亡くなる 0-1.5 ヵ月前の食性を示す。子どもミイラの毛髪の同位体比は Wilson et al. 

( 2007)から引用した。 
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図 4.6  クスコ地域の遺跡による食性差 

トロントイ遺跡の動物骨の同位体比と、先行研究のクイの同位体比は、同位体分別

を補正して肉の値になおして平均値と標準偏差をプロットしている。マチュピチュ

遺跡とクイの値は、以下の先行研究のデータを引用している：Burger et al., 2003; 

Finucane et al., 2006。高いδ13C 値を示す 4 点のキウィチャは Turner et al., 2010 の値を

引用しており、低いδ13C 値を示す 1 点は瀧上舞・未発表データを用いている。 
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図 4.7  古人骨の炭素・窒素同位体比で示された 6 期における食性の地域差 

本研究で分析を行ったラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡、タンタリカ遺跡、サク

サイワマン遺跡、クスコ北西地域は塗潰したマークで示している。先行研究のワ

カ・チョトゥーナ遺跡、ワマン・ワイン遺跡、プルチュコ・ワケロネス遺跡、ハウ

ハ遺跡、アヤクーチョ地域、マチュピチュ遺跡は白抜きのマークで示している。先

行研究のデータは、以下の論文から引用している：Turner et al., 2013; Burger et al., 

2003; Williams and Murphy, 2013; Finucane, 2007a 
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図 5.1  クスコ北西地域における古人骨の炭素・窒素同位体比 

 

  



215 
 

 

 
図 5.2  チャウチーリャ遺跡の毛髪における炭素・窒素同位体比で示された食性の季節変化 

A（上図）は最大値と最小値の差が 4-6 ヵ月の 5 個体を、B（下図）はそれ以外の 5

個体を示す（詳細は第四節考察の 4.1 参照） 
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図 5.3  チャウチーリャ遺跡の海岸地域への移動が推定される 3 個体と、先行研究で報告さ

れているモケグア谷のエル・ヤラル遺跡の一部の個体における炭素・窒素同位体比

の比較。エル・ヤラル遺跡の個体は黒いマークで示している（Knudson et al., 2007) 
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図 5.4  ナスカ地域の古人骨・毛髪による炭素・窒素同位体比の時代間比較 

3 期と 4 期の古人骨の値は Kellner and Schoeninger(2008; 2012)から、カワチ遺跡のミ

イラ毛髪の値は Sokiranski et al (2011)からデータを引用している。平均値と標準偏差

を示しているが、カワチの個体は 1 体のため、エラーバーを付けていない。 
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図 5.5  クスコ北西地域の 2 期から 6 期までの炭素・窒素同位体比における時代変化 

上図は炭素同位体比の時代変化を、下図は窒素同位体比の時代変化を示している 
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図 5.6  クスコ地域における古人骨の炭素・窒素同位体比から示される食性の遺跡差と 

時代変化 
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図 5.7  ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の古人骨の炭素・窒素同位体比から示される 

食性の時代変化 
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図 5.8  チチカカ湖周辺の食性の古人骨の炭素・窒素同位体比から示される食性の時代差 

本研究で分析したモリノ－チラカチ遺跡は塗潰した緑色四角形で示している。 

先行研究のデータは白抜きのマークで示している（Berryman, 2010)。 

ラクダ科動物の値は先行研究で報告されていたコラーゲンの値を肉の値に直して

平均値と標準偏差を示している(Berryman, 2010)。魚の値は報告されていた現代の魚

の肉の値をプロットしている(Miller et al., 2010)。 
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図 5.9  古人骨・毛髪の炭素・窒素同位体比で示された 5 期から 6 期における広域的な 

食性の時代差 

上図は 5 期、下図は 6 期の食性を示している。 

本研究で分析を行った遺跡は塗潰したマークで示している。先行研究のデータは白

抜きのマークで示している。6 期の図は第五章の図 5.6 と同じである。5 期の先行研

究のデータは以下の論文から引用している：Verano and DeNiro, 1993; Tomczak, 2001, 

2003; Burger et al., 2003; Finucane, 2007; White et al., 2009; Berryman, 2010 

6 期の先行研究の引用文献は図 5.6 に記している。 
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図 6.1 本研究の結果と先行研究のデータを合わせた同位体比の時代変化 

A（上図）が炭素同位体比、B（下図）が窒素同位体比を表す。 

データ全体を 25%間隔で等分した時の 50%中央値が箱内の黒線、箱の下線は第 1 四

分位点、箱の上線は第 3 四分位点を示す。外の丸は箱の長さの 1.5 倍以上離れた値

を示し、＊は極端な外れ値を表している。髭は外れ値を除いた時の最大値と最小値

を示している。  

B 

A 
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図 6.2  本研究の結果と先行研究のデータを合わせた炭素同位体比のヒストグラム 
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図 6.3  本研究の結果と先行研究のデータを合わせた窒素同位体比のヒストグラム 
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図 6.4 本研究の結果と先行研究のデータを合わせた山岳地域の同位体比の時代変化 

A（上図）が炭素同位体比、B（下図）が窒素同位体比を表す 

  

A 

B 
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図 6.5 本研究の結果と先行研究のデータを合わせた海岸地域の同位体比の時代変化 

A（上図）が炭素同位体比、B（下図）が窒素同位体比を表す 

 

A 

B 
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表 2.1  中央アンデス地域における炭素・窒素同位体分析の先行研究一覧 
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表 2.2   先行研究のデータの広域的なまとめ 
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表 2.3  先行研究のデータの検定結果 
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表 3.1  1－3 期の分析遺跡のデータの炭素・窒素同位体比の平均値と標準偏差のまとめ
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表 3.2  パコパンパ遺跡の古動物骨の炭素・窒素同位体比 

           パコパンパ遺跡は骨片一つずつに試料番号が割り振られているた

め、サンプリング番号はつけていない。 
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表 3.3  パコパンパ遺跡の古人骨の炭素・窒素同位体比 

           パコパンパ遺跡は骨片一つずつに試料番号が割り振られているた

め、サンプリング番号はつけていない。 

 
  



234 
 

表 3.4  クスコ北西地域の古人骨の炭素・窒素同位体比 
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表 4.1  6 期の古人骨の炭素・窒素同位体比の平均値と標準偏差のまとめ 

 
 

  



236 
 

 

表 4.2  サクサイワマン遺跡の古人骨の炭素・窒素同位体比 
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表 4.3  クスコ北西地域の古人骨・古動物骨の炭素・窒素同位体比 
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表 4.4  タンタリカ遺跡の古人骨の炭素・窒素同位体比 
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表 4.5  ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の古人骨の炭素・窒素同位体比 
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表 4.6  ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の毛髪の炭素・窒素同位体比 
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表 4.7  ラグナ・デ・コンドレス遺跡における毛髪の炭素・窒素同位体比のまとめ 
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表 4.8  4 遺跡・地域間の同位体比の多重比較検定 

各遺跡間でマンホイットニーの U 検定を行い、ボンフェロニー調整を行っている。 

A（上表）は炭素同位体比の結果を示し、B（下表）は窒素同位体比の結果を示す。 
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表 4.9  サクサイワマン遺跡における海洋リザーバ効果を補正した場合の較正年代 
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表 4.10  クスコ地域と海岸地域の同位体比の比較 

サクサイワマン遺跡と海岸地域の 2 遺跡、クスコ北西地域と海岸地域の 2 遺跡を

それぞれ比較している。2 遺跡間での同位体比比較をするため、マンホイットニー

U 検定を行った。A（上表）は炭素同位体比の結果を示し、B（下表）は窒素同位

体比の結果を示す。 

ワカ・チョトゥーナ遺跡とプルチュコ・ワケロネス遺跡のデータは以下の文献の

データを用いた：Turner et al., 2013; Williams and Murphy, 2013 

 

 

 
 

検定結果のアスタリスク：*相関係数は 5%水準で有意, **相関係数は 1%水準で有意,  

***相関係数は 0.1%水準で有意 
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表 5.1  5 期の分析遺跡の炭素・窒素同位体比の平均値と標準偏差のまとめ 
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表 5.2  チャウチーリャ遺跡における連続的な毛髪分析の炭素・窒素同位体比 
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表 5.3  チャウチーリャ遺跡における毛髪の炭素・窒素同位体比のまとめ 
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表 5.4  クスコ北西地域の古人骨の炭素・窒素同位体比 
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表 5.5  ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の古人骨の炭素・窒素同位体比 
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表 5.6  モリノ－チラカチ遺跡の古人骨の炭素・窒素同位体比 
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表 5.7  パチャカマック遺跡におけるミイラの毛髪の炭素・窒素同位体比 
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表 6.1  広域的な炭素・窒素同位体比の時代変化 
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表 6.2  広域的な炭素・窒素同位体比における時代間比較の検定結果 

 

 

  



254 
 

表 6.3  山岳地域の炭素・窒素同位体比の時代変化 
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表 6.4  山岳地域の炭素・窒素同位体比における時代間比較の検定結果 
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表 6.5  海岸地域の炭素・窒素同位体比の時代変化 

 
 

 

  



257 
 

表 6.6  海岸地域の炭素・窒素同位体比における時代間比較の検定結果 
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付録 放射性炭素年代測定 

第 1 節 原理と問題点 

放射性炭素年代測定の原理 

 放射性炭素年代測定は、炭素の放射性同位体（14C）が 5730 年*1の半減期で減少していく

ことを利用している。14C は、宇宙線起源の中性子と窒素原子（14N）が核反応を起こすこと

で生じる。14C は 5730 年の半減期でベータ壊変して再び 14N になる。14C の割合は宇宙線の

照射量によって異なるため、極地域と赤道では異なっているが、大気の循環により均一化

していると想定されている。従って、14C の生成率が一定だと仮定すると、生成と壊変が平

衡状態に達していることで、大気中の 14C 濃度は時間・場所に関わらず一定であり、大気を

取り込む生物体内の 14C 濃度も一定になる。しかし、生物が死亡すると閉鎖系となるので、

壊変だけが生じることで、体内の 14C 濃度が減少する。 

生物が体内に炭素同位体を取り込む際、質量の差によりそれぞれの同位体の取り込まれ

る割合が僅かに異なる同位体分別が生じる。大気中の 14C 濃度が一定であることを基準とし

て計算される放射性炭素年代では、生物に取り込まれた 14C 濃度と大気中の 14C 濃度に差異

を生じさせる同位体分別を補正しなければならない。生成と壊変が平衡状態にある 14C は、

12C や 13C との比率が一定である。安定炭素同位体である 12C と 13C の比率は経年による変

化が生じないため、生物内の 12C と 13C の比率から 14C における同位体比分別を補正するこ

とができる。12C と 13C から推定される生前の生物内における 14C 濃度と、測定で求めた実
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際の 14C 濃度を比較することで、生物が炭素の交換をやめてからどのくらいの時間が経った

か、すなわち、死亡してからの時間を推定することができる。 

 

*1: 現在では 14C の半減期は 5730 年と推定されているが、年代測定を開発したリビーらは

5568年と推定していた。そのため現在でも放射性炭素年代の計算には 5568年を用いている。 

 

年代較正 

 放射性炭素年代は、14C の生成率が一定と仮定した時に、試料が現代*2からどのくらい前

まで遡るのかを推定している。しかし、太陽活動の強弱や地磁気の変動などによって 14C の

生成率は変化しているため、放射性炭素年代と実年代に不一致が生じる。そこで、暦年代

既知の試料の見かけ上の 14C 年代と未知試料の 14C 年代を比較することで、暦年代を推定す

る方法がとられている。暦年代既知の試料として木の年輪やサンゴ骨格、年縞堆積物など

が用いられている。温帯地域で生息する樹木は、多くの場合、1 年に 1 つの年輪が刻まれて

いる。年輪の幅は気象条件によって変化するので、年輪幅の変化には独特の変動パターン

が生じている。複数の年代の異なる樹木の変動パターンから、長期に渡る標準変動パター

ンが見積もられており、未知木材試料の年輪幅の変動パターンを標準変動パターンと比較

することで、暦年代を推定する方法が年輪年代法である。この年輪年代法で暦年代を同定

した木材試料の 14C 濃度が多数調査されており、未知試料の 14C 濃度を木材の 14C 濃度と比
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較することで、未知試料の年代が決定される。この既知試料の 14C 濃度の変遷は較正曲線と

呼ばれる。また、樹木年輪でカバーできない古い時代の年代は、湖沼堆積物の年縞やウラ

ン/トリウム年代が求められるサンゴ試料から、14C 濃度の変遷が同定されている。さらに、

赤道付近での大気の混合が不十分なことから、北半球と南半球では大気中の 14C 濃度に差が

生じている。そのため、南半球用の較正曲線はオーストラリアやチリ、ニュージーランド、

南アフリカの木片を用いた測定と、北半球の較正曲線を用いたモデル計算を組み合わせて

推定されている（Hogg et al., 2013）。 

 

*2:リビーが年代を発表し始めたのが 1950 年頃で、その時に BP（Before Present）を用いた

ため、現在でも BP の起点を 1950 年としている。 

 

アンデス地域のミイラの年代測定の問題点 

一般に、ヒト遺存体の年代測定には海洋リザーバ効果（後述）により見かけの年代が古

くなる問題があるため、共伴する植物遺存体を用いて年代測定を行う方が良いとされる。

しかし、アンデス地域のミイラに伴う布や植物片は年代の混乱を生じさせる場合がある。

16-17 世紀の文書記録によれば、アンデス地域では、死者を布で包み、子孫がその布を交換

する風習があるため、本体のヒトの亡くなった年代と巻いている布の年代が異なる可能性

がある。本項では、アンデス地域のヒトの年代測定を行う際の問題点についてまとめる。 
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海洋リザーバ効果 

 大気中の 14C 濃度は循環によりほぼ一定になっており、海水表面の 14C 濃度も CO2の交換

により大気中とほぼ等しくなるが、大気や表層水から隔離されている深層水では、14C は追

加されることなく放射壊変によって減少していく。深層水の循環は 1000～2000 年かかるの

で、14C が減衰した深層水が上昇することで、表層水の 14C 濃度が希釈される。そのため、

表層水で生息する生物は同時代の陸生生物に比べると平均で約 400年見かけ上の 14C年代が

古くなることが知られている（Stuiver et al., 1986; Stuiver and Braziunas, 1993）。さらに、この

14C が少ない海産物を摂取したヒトは同時代の陸生動物を摂取していたヒトに比べて、海産

物摂取量に応じて 14C 量が少なくなる。すなわち、両者が同時に亡くなったとしても海産物

を摂取していた個体の方がみかけ上古い 14C 年代を示す。 

このように海洋の炭素循環の影響で見かけの年代が古くなることを海洋リザーバ効果と

呼び、陸と海の間の 14C 年代差を R（t）と表記する（Stuiver et al., 1986）。この R（t）は、

大気中の 14C 量の変動や、大気と海洋の CO2交換の変化、深層水の熱演循環の強さの変化に

よって値が変わるが、大気中の 14C 変動から平均海水における 14C 濃度の変化がモデルによ

って計算されている（ 新のデータは Marine13）（Reimer et al., 2013）。さらに R（t）は地形

や気候、真相からの湧昇流の強さで地域によっても異なっている。海洋の平均値である R

（t）からの地域的なずれはΔR として表記され、世界各地で調べられている（Stuiver et al., 

1986; Stuiver and Braziunas, 1993; Yoneda et al., 2001; Ascough et al., 2005; Coulthard et al., 2010）。
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ペルー沿岸には湧昇流があるためΔR が大きく、また、アンデス地域内でもΔR 値に時代差

や地域差が報告されている（Owen, 2002; Jones et al., 2007）。 

 

ミイラのまき直し（Re-wrapping） 

アンデス地域では、先祖のミイラを崇拝し、ミイラを包む布の交換や、飲食物の提供を

行うなど、生前と同様に扱う風習があった（Dwyer and Dwyer 1975; Salomon 1995; シエサ・

デ・レオン, 2007 [1553]: 361; Guaman Poma de Ayala, 2009 [1615]: 224-234）。そのため、ミイ

ラを包む布や植物片は、中心のヒト遺存体よりも新しい年代を示す可能性がある。先行研

究では、パチャカマック遺跡のサルの神殿から出土したミイラを包む内層の布と外層の布

を用いて年代測定を行い、巻き直しが行われていたとしても 50 年以内であることが指摘さ

れている（Michczyński et al., 2007）。本研究でも、ミイラを包む布や植物片の内外層の比較

を行い、まき直しの可能性を検証する。 

 

第 2 節 実験方法 

前処理 

古人骨は第 1 章第 2 節 1.2.4 で示したコラーゲン抽出を行い、グラファイト化を行った。

布や植物片の前処理は酸－アルカリ－酸処理（AAA 法）を行った（Brock et al., 2010）。初

めに試料を 100-200 mg 分取し、超純水に浸して超音波洗浄を行った。次に、試料を 1.2 M

の塩酸に浸して 80℃に加熱し、 大 12 時間反応させた。次に 0.2 M の水酸化ナトリウムに
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浸して 80 ℃に加熱して 3-5 時間、あるいは 0.5 M の水酸化ナトリウムに 1 時間浸した。

後に 1.2 M の塩酸に浸し、80 ℃で 1-3 時間加熱した。中性に戻して乾燥させた後、グラフ

ァイト化を行う。 

 

グラファイト化 

14C 年代測定試料の精製前処理の済んだコラーゲンや布試料を燃焼させ、CO2 のみを取り

出してグラファイト化を行う。東京大学の加速器質量分析施設で測定した試料（MTC シリ

ーズの機関番号を持つ）は、二重封管法でサンプルを 850℃で燃焼した（Minagawa et al., 

1984）。燃焼した試料ガスを真空状態のガラスライン中で、温度差を利用して CO2 のみに精

製した。CO2 は Fe 触媒と共に H2 と混ぜて 650℃で加熱することでグラファイトに還元し

（Kitagawa et al., 1993）、作成したグラファイトをカソードにプレスしてターゲットを作っ

た。山形大学で測定を行った試料（YU シリーズの機関番号を持つ）は、元素分析計で分離

された CO2を真空ガラスラインに導入した後、さらに精製を行い、Fe, H2 と共に真空に封入

し、還元した。 

 

加速器質量分析 

14C 年代測定には、加速器質量分析計（AMS：Accelerator Mass Spectrometer）を用いた。

測定は東京大学大学院工学系研究科原子力国際専攻タンデム加速器研究施設（MALT：Micro 
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Analysis Laboratory, Tandem Accelerator）及び、山形大学高感度加速器質量分析センターで行

った。比較標準試料として NIST HOxⅡを、操作ブランクとして和光シュウ酸 2 水和物また

は国際原子力機関（IAEA）が配布している IAEA-C1 を用いた。さらに二次標準試料とし

て IAEA-C6 と IAEA-C7 も用いた。14C 年代から較正年代への変換は年代較正ソフト Oxcal 

4.2.3 を使って暦年代を計算した。較正のための 14C データセットには IntCal13 に南北半球

のオフセット 43±23 14C yrs を加えたものを用いた（Bronk Ramsey, 2009; Hogg et al., 2013 

Reimer et al., 2013）。測定精度は各試料の 14C 年代に±の誤差（1σ）として表示してある。 

 

第 4 節  分析結果 

ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡 

 ミイラにまかれた布の年代は 5 期を示す試料が 1 点（Chacha14C-9）、5 期から 6 期の年代

を示す試料が 1 点（Chacha14C-7）、6 期を示す試料が 4 点（Chacha14C-1, 2, 4, 5）、6 期から

植民地時代を示す試料が 6 点（Chacha14C-3, 6, 8, 10, 11, 12）含まれていた（付録表 1）。 

人骨では、10 個体が 5 期を示し、10 個体が 6 期及び 6 期から植民地時代の移行期を示す。

4 個体は植民地時代を示す。RH ナンバーが振られている個体はチュルパ 1 から発見された

個体である*3。チュルパ 1 の個体は 5 期に属すると考えられている。RH ナンバー12 個体の

内、7 個体は 5 期の年代を示すが、残り 5 個体（RH0005, RH0006, RH0013, RH0027, RH0173）

は 6 期から植民地時代にかけての個体であることがわかった。チュルパ 1 はインカによる

征服後に建てられ、インカ征服前の（5 期）の個体を移動させて埋葬させたという説を裏付
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ける一方、6 期の使用も僅かながらあったということがわかった。また、6 期のミイラが埋

葬されているチュルパ（チュルパ 1 以外）から発見された CMA ナンバーの個体はほとんど

が 6 期から植民地時代前期を示す。CMA0006 は僅かに 6 期にかかっている（2σで cal. AD 

1325-1480）が、本研究では 1σの年代（cal. AD 1400-1460 ）を重視し、5 期とした。 

 

*3: チュルパはアイマラ語で、ミイラの納められた墓や霊廟、葬祭部屋を指す。ラグナ・デ・

ロス・コンドレス遺跡のチュルパは、石で組まれ泥で塗り込まれている。 

 

パチャカマック遺跡 

 パチャカマック遺跡のミイラを包む布の年代は、4 期末から 6 期の年代を示した（付録表

2）。 も古い個体は 1185±51 BP（cal. AD 810-955: 1σ）を示す。 も新しい個体は 459±49 

BP（cal. AD 1445-1525: 1σ）を示す*4。遺跡自体は 3 期から利用が確認されているが、神殿

の麓の集合墓は主に 5 期に使用されており、少なくとも約 400 年間にわたって使用されて

いたことが示された（Takigami et al., 2014）。布のまき直しの可能性については考察で言及す

る。毛髪資料と一致する個体から採取された植物性試料は 11 個体だが、ほぼすべての個体

が 5 期に埋葬されたと想定される。第 5 章で分析する 23 個体の毛髪試料は全て 5 期の中部

海岸地域の食性を示すと判断して検証を行った。 
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*4: Takigami et al. (2014) では、パチャカマック遺跡における年代測定の先行研究に合わせて、

較正曲線に IntCal09 を用いている。また、Tomb 1-2 を一つのグループとしてベイズ分析を

行っている。そのため、較正年代が本研究のデータとわずかに異なっている。Takigami et al. 

(2014) では、Pach-57（個体情報: D）や Pach-59（個体情報: F）も 5 期（イチマ期）に分類

されている。 

 

チャウチ―リャ遺跡 

 チャウチ―リャ遺跡のミイラから採取した植物性試料は 1 点を除き 5 期の年代を示した

（付録表 3）。1 点だけ、Chauchilla-19 が 6 期以降の年代を示している。同じ個体において、

毛髪をサンプリングした頭皮部により近い位置から採取した試料（Chauchilla-20）では他の

試料と同様に 5 期の年代を示している。5 期の中でも年代幅は広く、 も古い年代で

Chauchilla-15 の 986±21 BP （cal. AD 1045-1125: 1σ）を示し、5 期の中で も新しい年代で

は Chauchilla-17 の 527±21 BP （cal. AD 1425-1470: 1σ）が示されている。従って、この遺

跡が 5 期の約 450 年間の長きにわたって利用されていた可能性が示唆される。 

 

サクサイワマン遺跡 

ほぼ全ての個体が 6 期から植民地時代にかかる年代を示した（付録表 4）。この結果は想

定されている遺跡の建設年代と一致している。 も古い年代を示す個体は Sacsayhuaman-6
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（個体情報 6）で 465±20 BP （cal. AD 1450-1505: 1σ）であった。 も新しい年代を示す個

体は Sacsayhuaman-15（個体情報 15）で 344±18 BP （cal. AD 1555-1650: 1σ）であった。ま

た、同じ墓に埋葬されていた 2 個体は、ほぼ同じ年代を示しており、同時期に埋葬された

可能性が示唆される（Sacsayhuaman-15 と 16, それぞれ 344±18 BP と 364±19 BP）

（Sacsayhuaman-26 と 27, それぞれ 457±18 BP と 407±17 BP）。 

 

クスコ北西地域の遺跡群 

 ワタ遺跡の14個体とウィルカラカイ遺跡の5個体、サラプンク遺跡の1個体（Salapumku-5: 

Cueva4, To-04, Individuo-8）は 2 期の年代を示した（付録表 5, 付録表 6）。ワタ遺跡の 3 個体、

Huata-7（個体情報 430）と Huata-20（個体情報 X32-1）、Huata-21（個体場号 X48-B）は 2

期から 3 期への移行期の年代を示す。ワタ遺跡の 1 個体（Huata-17: 個体情報 X48-C）とウ

ィルカラカイ遺跡の 1 個体（Willkaraqay-3: Qhanabamba, Tomba-12, Individuo-2）は 3 期初期

の年代を示した。パタリャクタ遺跡の 30個体とワタ遺跡の 1個体（Huata-15: 個体情報A467）

は 5 期の年代を示す（付録表 5 参照, 付録表 7）。マチュピチュ遺跡の 3 個体（Machupicchu-4: 

II-B, Individuo-2, Machupicchu-5: II-B, Individuo-3 , Machupicchu-6: Camino Inca）とパタリャク

タ遺跡の 2 個体（Patallacta-8: Cueva 3, Ind. II, Patallacta-30: Cueva 3, Ind. R, Bolsa 13）は 5 期

から 6 期への移行期の年代を示す。サラプンク遺跡の 4 個体と、マチュピチュ遺跡の 1 個

体（Machupicchu-3：II-B, Individuo-1）、トロントイ遺跡の動物骨 3 個体は 6 期の年代を示し
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た。ワタ遺跡の 1 個体（Huata-4：個体情報 1015）とサラプンク遺跡の 1 個体（Salapumku-9: 

Cueva4）、トロントイ遺跡の古人骨 2 個体、トロントイ遺跡の動物骨 1 個体（Trontoy-2: R: 04, 

U: 02, C: I, N: 8, Cu: A3）は 6 期から植民地時代の年代を示した。トロントイ遺跡の動物骨の

1 点は現生の非常に新しい個体であることが示された。また、4 期の個体は検出されなかっ

た。 

 

モリノ－チラカチ遺跡  

 モリノ－チラカチ遺跡は多くの個体が 5 期の年代を示した（付録表 8）。古人骨の結果の

内、5 期の中で も古いのは Molino Chilacachi-12（MA-95-1=184）の 672±18 BP で、 も

新しいのは Molino Chilacachi-18（MA-95-1=097）の 467±22 BP である。較正年代（1σ）か

ら推定すると、この遺跡は 大で 200 年に渡って利用されていたと考えられる。しかし、

一個体のみ（Molino Chilacachi-14: MA-95-1=465）、3 期から 4 期の移行期の年代を示してお

り、3 期と 4 期の移行期にも利用されていた可能性が示唆される。 

同一個体から、骨コラーゲンと植物性試料の両方を採取して測定を行ったのは

MA-95-1=465（Molino Chilacachi -14, 16）と MA-95-1=097（Molino Chilacachi -17, 18）であ

る。両個体とも、骨コラーゲンと植物性試料でほぼ同じ年代を示しており、巻き直しは行

われなかった、もしくは行われていたとしても数十年の短い期間だったと考えられる。 
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第 5 節  考察 

 本研究で分析した試料の内、サクサイワマン遺跡の個体で窒素同位体比が高い傾向にあ

った。しかし、計算の結果、サクサイワマン遺跡ではグアノを用いて栽培した植物、もし

くはキウィチャを摂取していた可能性が示された（第 4 章参照）。従って、クスコ地域の遺

跡においては海洋リザーバ効果の補正を行っていない。クスコ北西地域を除き古人骨から

年代を推定しているラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡とモリノ－チラカチ遺跡は植物性

試料との年代の比較を行うことで、海洋リザーバ効果による見かけ上の年代の変化を確認

した。 

 

ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡 

 CMA265 は先行研究で布の年代が 340±30 BP と報告されており、本研究の測定結果（312

±37 BP）とよく一致している（Wild et al., 2007）。考古学的証拠では、チャチャポヤ地域に

は植民地時代の遺物が残されており（小さな木製の十字架やガラス製の壺、ガラス製のビ

ーズ）、植民地時代前期までは人が活動していたと考えられている。本研究で示された

CMA0047 外層のロープ（201±35 BP）は先行研究よりもやや新しい年代を示している。ラ

グナ・デ・ロス・コンドレス遺跡から約 60km 南東に位置するロス・ピンチュードス（Los 

Pinchudos）遺跡でも、チュルパの壁の藁で 305±45 BP, 建築木材で 250±50 BP が報告され

ており、チャチャポヤス地域での植民地時代中期～後期のヒトの活動が確認されている
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（Nystrom et al., 2010）。また、ワイルドらの報告でも 6 期から植民地時代にかかる年代のミ

イラが報告されており、トウモロコシで測定された 265±35 BP が報告されている。従って、

植民地時代中期以降にラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡をヒトが訪れた可能性は否定で

きない。 

巻き直しの可能性を検証するため、同一個体のコラーゲンとミイラを包む有機物の年代

を比較してみると、CMA0047 以外の個体はミイラを包む布と骨コラーゲン間での年代差は

見られなかった（付録図 1）。5 期の LC-278 は複数の個体が 1 つのバスケットに入っていた

グループである。このバスケットの 2 個体（Chachapoya-18 と Chachapoya-19: Individual 16

と Individual E）と、Individual E の布（Chacha14C-9）はよく一致した年代を示している。

CMA0047 では、外層のロープが上述した植民地時代中期～後期の年代を示すのに対し、ミ

イラの内層のロープや、ミイラ本体は 5 期から 6 期の年代を示すことから、後世にまき直

しが行われた可能性が示唆される。 

 また、第 4 章と第 5 章で示すように、ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の古人骨は低

い窒素同位体比を保持していることから、海産資源の利用はなかったと推測されるため、

海洋リザーバ効果の影響は補正しない。 

 

パチャカマック遺跡 

 パチャカマック遺跡のミイラの内、 も巨大で立派なミイラは Fardo B で、赤いマスクを
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つけていた（Shimada et al., 2010）。北部・中部海岸地域の 5 期以前の社会において、鳥の羽

の頭飾りや、マスク、朱のペイントは高い階級に属することを表していると考えられてい

る（Shimada et al., 2004; Degano and Colombini, 2009）。6 期の社会においては、王のミイラは

生きているように扱われ、衣服の着替えや、食事の用意などが行われていたと歴史文書に

記録されている（Salomon, 1995; Guaman Poma de Ayala, 2009 [1615]: 224-234）。そのため、5

期のパチャカマック遺跡の立派なミイラも、まき直しが行われた可能性が想定される。そ

こで、本分析で測定した 外層（測定は 2 回行った：667±28 BP, 705±43 BP: MTC-12440, 

MTC-12546）と、外部の測定機関に依頼した内側の 2 層目（760±40 BP: Beta-244629）と 5

層目（690±40 BP: Beta-244628）の年代を比較した。14C 年代の解析に用いられる Oxcal プ

ログラムに含まれている r-combine コマンドでχ二乗テストを行った結果、4 つのデータに

同時代性が確認された（T = 3.7; df = 3; 7.8; p < 0.05）（Ward and Wilson, 1978）。 

また、同じく Oxcal プログラムに含まれている span コマンドで 2 つの年代の間がどれく

らい空いている可能性があるかを検証した。 外層の年代（上述した 2 つの測定結果を

combine した 14C 年代：667±28 BP）と、内層の 5 層目（690±40 BP）のタイムスパンを計

算したところ、25 年以下という結果が示された（信頼確率 68.2％）。先行研究で、パチャカ

マック遺跡のサルの神殿に埋葬されていたミイラでは、同様の span 分析でまき直しの期間

は 50 年以下であると報告されている（Michczynski et al., 2007）。一方で、先行研究のデータ

（430±45 BP: 第一次埋葬、400±40 BP: 第二次埋葬）を用いて、年代の同時性を r-combine
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コマンドで検定した結果、2 つのデータに同時代性が確認された（T=0.2; df = 1; 3.8; p < .05）。

したがって、パチャカマック遺跡においては、まき直しはほとんど行われなかった、もし

くは、行われていたとしても死後数 10 年の期間だけで、数世代に渡る継続性はなかったと

推測される。そのため、布の年代はミイラ本体の時期とほぼ一致すると仮定でき、パチャ

カマック遺跡の分析個体はすべて 5 期の個体だと判断した。 

 

チャウチ―リャ遺跡 

 ミイラに付随していた植物試料の年代は 5 期が多いことが示された。残念ながら、毛髪

以外のサンプリングが出来なかったため、ミイラ本体と付属物での年代差の検証はできて

いない。しかし、ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡や、パチャカマック遺跡の事例をみ

ると、数百年の長期に渡るまき直しはほとんど行われていない。まき直しが行われていた

としても、数十年の期間だと想定されるため、チャウチ―リャ遺跡の毛髪の年代も、付属

の植物試料と同じく 5 期だと推測される。 

 

サクサイワマン遺跡 

サクサイワマン遺跡で発掘された人骨は骨の配置から二次埋葬ではなく、一時埋葬の状

態だと推定されており、全て屈葬状態で埋葬されていた（Paredes, 2003）。また、インカの

埋葬に特有の服を留める金属製のピンやトゥミ、ピンセット型金属製品を伴うことから 6
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期の埋葬と考えられており、今回行った放射性炭素年代測定の結果もそれに矛盾しない

（Paredes, 2003）。植民地時代に入りキリスト教の影響を受けると、6 期には屈葬だった埋葬

方法が、伸展葬に変化し、副葬品にも西洋文化の製品が出土することが多い。しかし、本

研究の個体は、そのようなスペイン人の影響を受けていない個体だと推測される。従って、

本研究では、全ての個体を 6 期として扱う。また、魚貝類の摂取による海洋リザーバ効果

を補正すると、15 世紀後半とされる遺跡の建造年代より古くなってしまうことから、本研

究では海産物の直接的な摂取は少なかったと推定し、補正を行わない（詳細は第 5 章参照）。 

 サクサイワマン遺跡の墓はその形状から A, B, C の 3 タイプに分けられており、C が古い

時期に作られたと推測されていた（Andrushko et al., 2006）。40 基の墓の内、A タイプは 2%, 

B タイプは 43%, C タイプは 55％の割合で存在している。本分析では、A タイプは 2 個体、

B タイプは 12 個体、C タイプは 16 個体含まれていた。墓タイプごとにグループに分け、3

つのグループに新旧関係はないとして、各墓タイプがいつからいつまで使われたのかを

Oxcal プログラムの Boundary コマンドで検証した。同一タイプの墓は連続的に使用されて

いると仮定しているため、個体数の多い B タイプや C タイプは個体数が少ない A タイプに

比べて推定較正年代のスパンが短縮されている。分析の結果、A、B、C 間に大きな年代の

違いは見られず、いずれも 15 世紀末から 16 世紀中頃の年代を示した（付録図 2）。A タイ

プの墓は個体数が少ないため年代幅が大きいが、AD 1377-1585 の間に使用が始まり、AD 

1508-1709 の間に使用されなくなった可能性が示された。また、B タイプの墓は、AD 
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1492-1523 の間に使用され始め、AD 1515-1548 の間に使用が終わった可能性が示された。C

タイプの墓はAD 1484-1510に使用され始め、AD 1504-1529に使用が終わったと計算される。

したがって、C タイプが A と B タイプの墓に比べて古いという考古学者によって推測され

ていた結果は示されなかった。 

 

クスコ市郊外の遺跡 

 クスコ中心部は AD 1400 頃にインカ国家が成立し、クスコ北西地域は AD 1440 頃から各

インカ王の王領になったと考えられている（ナイルズ, 2012）*5。パタリャクタ遺跡ではミ

イラを包んでいた藁状の植物試料 2 点の植物試料を分析しており、一点（Patallacta-10）は

較正年代で AD 1345-1445（1σ）を示し、もう一点（Patallacta-37）は AD 1295-1390（1 σ）

を示した。Patallacta-37 の植物試料と、Patallacta-36 の古人骨試料は同一個体から採取してい

るが、時代差は見られず、魚貝類や海生哺乳類の摂取による海洋リザーバ効果で古人骨の

見せかけの年代が古くなっている可能性は少ないと考えられる。また逆に、植物試料の年

代が新しくなる要因であるミイラの巻き直しも行われていない。従って、多くの個体が、

14-15 世紀前半の年代に納まっており、5 期末期の年代を示していると考えられる。ただし、

同一個体からの藁と骨の分析は 1 個体しか行っていないため、今後、測定個体数を増やす

必要があると考えている。 

パタリャクタ遺跡の 5 期から 6 期の移行期を示す 2 個体は、Patallacta-8 が 15 世紀前半～
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中頃、Patallacta-30 が 15 世紀中頃～後半を示している。クスコ北西地域は 15 世紀中頃にイ

ンカの支配下にはいった（6 期が始まった）と考えられている。そこで、本研究では、

Patallacta-8 は 5 期に、Patallacta-30 は 6 期に分類する。 

 多くの遺跡で 6 期から植民地時代にかけての年代を示す個体が多いが、ワタ遺跡やウィ

ルカラカイ遺跡、サラプンク遺跡で 2 期から 3 期の年代を示す個体がいる。ワタ遺跡の広

場の炭化物の分析でも、2 期の年代が報告されている（Kosiba, 2010: 236）。また、ワタ遺跡

から約 10km 東に位置するユトュ（Yuthu）遺跡でも 2 期の居住地が発掘されており、2 期に

クスコ北西部でヒトが活動していたとする先行研究の結果と矛盾しない（Davis, 2011: 161）。

ワタ遺跡では 2 期から 3 期にかけて大きな変化はみられないため、2 期から 3 期の移行期を

示す 3 個体は文化的・社会的に 2 期の個体として扱っても問題ないと考えられる。従って、

クスコ北西地域では、2 期は 22 個体、3 期初期が 2 個体含まれていることになる。 

土器分布やワリの遺跡の存在から、3 期後半から 4 期にかけてはクスコ南東部でヒトが多

く活動していたと考えられており、本分析でクスコ北西地域において 3 期から 4 期にかけ

ての個体が少ないのはヒトの活動が減少していたとする先行研究と矛盾しない（Bauer, 

2004: 47-69）。 

マチュピチュの 3 個体（Machupicchu-4, 5, 6）は 5 期から 6 期にかけての年代を示す。し

かし、マチュピチュの建設はパチャクティ王の治世に建設されたと考えられており、15 世

紀中頃に建築が行われたと推測されている（ナイルズ, 2012）。そのため、本研究では移行
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期の 3 個体は 6 期に分類する。 

サラプンク遺跡の 1 個体（Salapumku-9: Cueva4）と、トロントイ遺跡の 2 個体は、6 期か

ら植民地時代の年代を示す。しかし、埋葬形式や副葬品にスペイン人の影響はみられない

ため、インカ期の様式を保っていると推定されることから、6 期に分類する。 

従って、クスコ北西部の複数の遺跡の年代測定の結果から、当該地域は 2 期と 3 期の初

期、5 期、6 期、植民地時代に活用されていたことを確認できた。 

 

＊5: 近年の調査で、パタリャクタ周辺地域（クスコ北西地域のオリャンタイタンボ地域）で

は AD 1300-1400 頃にインカによる支配が始まっていた可能性が指摘されている（Kosiba, 

2010; Kosiba, 2011）。インカ様式の構造物やインカコンテクストの植物性試料（木炭や灰、

藁など）を用いた年代測定の結果からは、14-15 世紀の年代が示されている（Kosiba, 2011: 198, 

236）。コシバによるワタ遺跡の発掘で出土した試料の分析では、オリャンタイ期（インカ

期の前の時期）の建築構造で採取された試料は 14C 年代で 772±38 BP と 747±36 BP を示し、

オリャンタイ期とインカ期の建造物が重なっている地点で、インカ期の建造物の床下にあ

たる位置で採取された試料は 701±36 BP と 670±36 BP を示している。インカ期の建築物の

床上の灰やインカの防壁の藁の年代は 659±36 BP と 566±54 BP の 14C 年代が報告されてい

る。パタリャクタ遺跡の個体も、5 期（オリャンタイ期）から 6 期（インカ期）の変遷期に

あたると考えられる。しかし、本研究は海岸地域を含むインカの広域支配後と、広域支配
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前の資源流通の差を検証する目的があるため、インカの支配がクスコ地域（クスコ盆地や、

ルクレ盆地、オリャンタイ地域など）に留まる 15 世紀前半までは 5 期に分類した。 

 

モリノ－チラカチ遺跡 

MA-95-1=465（Molino Chilacachi-14, 16）は唯一、3 期から 4 期の年代を示す個体である。

古人骨もミイラと共伴するロープも同じ年代を示している。発掘された遺物や 14C 年代から

モリノ－チラカチ遺跡は 5 期に利用されたと考えられている（de la Vega, 2005）。4 期のティ

ワナクモチーフのついた幻覚剤を吸引する際に使われる板とチューブ（snuff tablet and 

incised tube）が同遺跡内で見つかっているが、ティワナク崩壊後（5 期以降）も使用されて

いた道具だと推定されていた（de la Vega, 2005: 192-193）。しかし、本分析で 3 期から 4 期

初期の年代を示す個体が含まれることから、この洞窟を 4 期の人々が使用していた、もし

くは 4 期の個体が別の埋葬地から持ち込まれた可能性が示唆された。上記の幻覚剤吸引用

の道具も 4 期のミイラに付随する可能性があると思われる。本研究では Molino Chilacachi-14

を 4 期としてデータを取り扱う。 

 チチカカ盆地内でインカ支配の開始時期に多少の差はあるものの、インカは AD 1450 頃

にチチカカ盆地を支配したとされている（Frye, 2005）。特に、モリノ－チラカチ遺跡が位置

するチチカカ湖西部のルパカ集団はインカの影響を強く受け、主体的に土器や建築構造に

インカ様式を取り入れており、インカ化したことが明らかになっている（Frye, 2005: 212）。
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Molino Chilacachi-18 は AD 1450-1500（1σ）の年代を示しており、インカ支配後の個体であ

る可能性を含むが、モリノ－チラカチ遺跡からはインカの影響を示す工芸品は見つかって

いない（de la Vega et al., 2005）。また、同一個体から採取した植物試料（Molino Chilacachi-17）

は AD 1435-1480（1σ）を示しており、5 期から 6 期の境目を示している。本研究では、

MA-95-1=465 を除き、全ての個体を 5 期として議論を行うが、MA-95-1=097 は 6 期初頭で

ある可能性も含め、第 5 章で検証を行っている。 
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付録図 1  同一個体のコラーゲンと植物性試料の年代比較 

青色がコラーゲン試料、黒色が植物性試料の較正年代を示す。 

コラーゲンにおける海洋リザーバ効果については、ここでは考慮していない 
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付録図 2  サクサイワマン遺跡における墓タイプによる古人骨の 14C 年代の比較 

Ａタイプ 

B タイプ 

C タイプ 
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付録表 1  ラグナ・デ・ロス・コンドレス遺跡の年代測定の結果 
   14C 年代とその誤差、測定機関番号、較正年代（1σ, 2σ）と本研究の  

時期区分、C/N 比、14C 測定に伴う炭素同位体比を表にまとめた。 
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付録表 1 （続き） 
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付録表 2  パチャカマック遺跡の年代測定の結果 
   14C 年代とその誤差、測定機関番号、較正年代（1σ, 2σ）と                  

本研究の時期区分、C/N 比、14C 測定に伴う炭素同位体比を表にまとめた。 
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付録表 3  チャウチーリャ遺跡の年代測定の結果 
14C 年代とその誤差、測定機関番号、較正年代（1σ, 2σ）と本研究の時期区分、

C/N 比、14C 測定に伴う炭素同位体比を表にまとめた。 
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付録表 4  サクサイワマン遺跡の年代測定の結果 
14C 年代とその誤差、測定機関番号、較正年代（1σ, 2σ）と本研究の時期区分、

C/N 比、14C 測定に伴う炭素同位体比を表にまとめた。 
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付録表 5  ワタ遺跡（クスコ北西地域の遺跡群）の年代測定の結果 
14C 年代とその誤差、測定機関番号、較正年代（1σ, 2σ）と本研究の時期区分、

C/N 比、14C 測定に伴う炭素同位体比を表にまとめた。 
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付録表 6  サラプンク遺跡, ウィルカラカイ遺跡, マチュピチュ遺跡,  

トロントイ遺跡（クスコ北西地域の遺跡群）の年代測定の結果 
14C 年代とその誤差、測定機関番号、較正年代（1σ, 2σ）と本研究の時期区分、 

C/N 比、14C 測定に伴う炭素同位体比を表にまとめた。 
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付録表 7  パタリャクタ遺跡（クスコ北西地域の遺跡群）の年代測定の結果 
14C 年代とその誤差、測定機関番号、較正年代（1σ, 2σ）と本研究の時期区分、

C/N 比、14C 測定に伴う炭素同位体比を表にまとめた。 
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付録表 8  モリノ－チラカチ遺跡の年代測定の結果 
14C 年代とその誤差、測定機関番号、較正年代（1σ, 2σ）と本研究の時期区分、

C/N 比、14C 測定に伴う炭素同位体比を表にまとめた。 
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